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			異世界の役所でアルバイト始めました③

			硝子町玻璃

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			　白い人と警官

			　エルフと魔法

			　少年と妖精霊の町

			　少女とエーテル

			　魔族と神

			　間章　少年と占い

			　少年と再会

			　オーガと一目惚れ

			　少年とレース

			　少年と友達

			　少年と手紙

			　エピローグ

			　番外編　その頃の魔王様

		

	
		
			　

			白い人と警官

			　

			　雲一つない晴天。沖(おき)田(た)町(ちよう)の平和を守るために、本日も警官は自転車を走らせてパトロールを行っていた。特に大きな事件もない長閑(のどか)な町の交番へ配属された時は、少々物足りなさも感じたが、この穏やかな時がかけがえのないものだと気付くこともできた。

			「お巡りさん、今日もいい天気ねえ」

			「そうですね！」

			　犬の散歩をしていた老婆から話しかけられ、元気よく答える。パトロールは不審者を発見するだけでなく、こうして町の住人たちとのスキンシップを図ることができる。

			　沖(おき)田(た)町(ちよう)にやってきてから数ヶ月。初めは苦労も多かったが、今はこの町の配属となってよかったと思っている。当時は、こんな所にいないで凶悪犯罪に立ち向かいたいと密かに野望を抱いていたものだが。

			　人間も警官としても大きく成長した。自身をそう評価しながら、警官は自転車を一定のスピードで走らせて周囲を見渡す。

			　公園では小さな子供が笑顔で走り回り、母親は世間話に没頭し、白髪頭のやせ細った老人は木の枝にしがみついていた。

			　老人はなぜかパンツ一丁だった。あれは……何だ……。

			　警官は急ブレーキをかけると、自転車から降りて公園へと入っていった。

			「助けてくれー。わしゃまだ死にたくないのう」

			　本当に助かる気はあるのか。そう問いただしたくなるような気の抜けたＳＯＳだった。

			　しかし、いろんな意味で緊急事態であると、警官は犯罪者スレスレの老人へ声をかけた。

			「おじいさーん！　どうしたんですか!?」

			「おや？　気のせいかの……十年前に餅(もち)を喉に詰まらせて死んだ謙(けん)三(ぞう)爺(じい)さんの声が……」

			「おじいさん、こっち！　その声は多分聞いちゃいけないやつ！」

			「この間捕まえた嫁の下着泥棒の犯人の声にもクリソツじゃわい……」

			「ジジイイイイイイイ!!　しょっぴくぞ!!」

			　ママ友たちがこっちを見てひそひそと話を始め、近付こうとしたわが子を避難させた。

			　こんな変質者の言葉を信じるなよ、と警官は内心で悪態をつきながらも辛抱強く話しかけた。

			「で？　おじいさんはそんな恰好でそんなところに登って、何がしたいんですか!?」

			「わしゃあ……鳥になりたかったんじゃあ……」

			　老人、ご乱心である。

			「あの青空を自由にはばたくペンギンのようにな……」

			　老人の脳にはペンギン＝飛べないというごく一般的なデータは搭(とう)載(さい)されていないようだ。もしくは、老化にともなって常識とともにゴミの日に投げ捨ててしまった可能性が高い。

			　百歩譲って鳥になりたいから木に登ったのは何となく理解できる。だからといってパンツ以外のすべてを脱ぎ捨て、そのボディを解き放った彼の心情を読み取ることは、非常に困難な作業だった。

			「でもなあ、わしゃあ気付いてしまったんじゃ」

			「何をですか？」

			「わし……多分前世が猫でなあ。猫って木に登って降りられなくなるじゃろ？　まあ、つまりそういうことじゃ」

			「猫とか関係ねーよ。木に登って降りられなくなってんの、あんたの運動神経に問題があるだけ!!」

			　果てしなくこのまま放置しておきたいが、職務上それもできない。

			　猫の子ならともかく、相手は細身とはいえ人間。助けにいくとしても抱えて降りるのは難しい。応援を呼ぼう。しかし、そう思った警官の度(ど)胆(ぎも)が抜かれる。

			　老人が突如、翼を求めるかのように両手を広げたのである。

			「じ……爺さん!?　今助けるからじっとしててくんない!?」

			「わしゃあ誓ったんじゃ！　昔、台所をブンブン飛んでわしらを恐怖のどん底に叩き落としたゴキブリのようになると!!」

			「あんた、さっきペンギンになるって言ってなかった!?　つか、何で何をどう検討してゴキブリになりたいだなんて思っちゃったの!?」

			「わしゃあ飛べるぞーい!!」

			　血走った目で絶叫しながらパン一の老人が木から飛び降りた。警官は「ぎゃああああああ」と悲鳴を上げながらも、何とか受け止めようと両手を広げる。今、一つの命が一人の警官の手に委ねられた。

			　が、老人の体は落下の途中で、横切った何かによって捕らえられる。

			　その何かは地面の上に軽やかに着地すると、お姫様抱っこした老人に声をかけた。

			「お怪(け)我(が)はありませんか？」

			「な、ないのう……」

			　老人がうっとりと頬を染める相手は、黒髪の男子高校生だった。夜色の瞳(ひとみ)には一切の感情が宿っておらず、声にも抑(よく)揚(よう)がない。そのぼんやりとした表情の少年に、警官は見覚えがあった。

			　近所の住人曰(いわ)く、名前は藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)、常人離れした運動神経の持ち主である。

			　総(そう)司(じ)のほうも警官に気付いたようで、まだ乙女の表情を浮かべる老人を優しく降ろすと、丁寧に頭を下げた。

			「こんにちは、本日もパトロールお疲れ様です」

			「あ、ああ……人命救助への協力感謝するぞ！」

			「はい。では、これで」

			　見よ、警官から褒(ほ)められているというのに、この反応。

			　彼にとって自分なんてそんな小さな存在だったのか。少し落ち込んでいると、公園から出た総(そう)司(じ)に、ピンク色の髪の女性が駆け寄ってくる。彼女にも見覚えがある。

			　以前、職務質問をかけようとした彼の恋人だ。今日はあの魔女のコスプレではなく、ダサい芋(いも)ジャージを着ている。

			　しかし、顔が可愛(かわい)いので何を着ていても可愛(かわい)い。最初見た時は気の強い変人だと思っていたが、警官はこっそり彼女に惹(ひ)かれていた。

			（でも、あの高校生の彼女だからな……）

			　勝ち目がないことを本能的に理解していた男は、諦(てい)観(かん)の眼差しで二人を眺める。どうやら総(そう)司(じ)が時間になっても待ち合わせ場所に来なかったことを彼女が怒っているようだ。

			　しかし、総(そう)司(じ)に動じている様子はまったくなく、彼女も諦(あきら)めたように苦笑して歩き出す。総(そう)司(じ)はそれを追いかけようとして、その前に警官のほうを向いた。

			　ふるふる。総(そう)司(じ)は首を横に振ってから彼女の後を追った。

			　まるで、僕とあの人はそういう関係じゃありませんよ、と言われているような気分だった。

			　……すぐにそんなわけないだろうと、考えを掻き消したが。

			「あー……パトロール再開するか……」

			　しばし立ち尽(つ)くしたのち、ほんの少し惨(みじ)めな気持ちになりながら呟(つぶや)きを落とした時だった。女性の悲鳴が聞こえた。

			「戻りなさい！　早く!!」

			　女性が公園から飛び出そうとしている。その視線の先には、道路に飛び出していったボールを追いかけて外に出た子供。

			　そして、子供に気付いていないのか、まっすぐ向かってくる大型トラック。迫る脅(きよう)威(い)に気付いた子供は、恐怖でその場に立ち尽(つ)くしていた。

			「くそっ！」

			　間に合うか。警官は走り出した。

			　なぜ、トラックが子供に気付いていないかはすぐに分かった。運転手はこっくりこっくりと船を漕(こ)いでいた。眠っている。

			「起きろ―――――!!」

			　その叫びも虚(むな)しく、運転手の目が開くことはない。そのままトラックは小さな体を吹き飛ばそうとして。

			「運転中の居眠りは禁止、ですよ」

			　瞬間、警官は信じられないものを見た。子供を守るように透明な壁が出現したのだ。それはトラックの衝(しよう)撃(げき)を見事に受け止めたあと、粉々に砕け散った。

			　さすがに運転手が目を覚まし、混乱した様子でトラックから降りてきた。トラックの前面はぐしゃぐしゃに歪(ゆが)んでいたが、運転手に怪(け)我(が)はないようだ。

			　母親とともに子供の側に駆け寄った警官は、地面に散らばる壁の破片を拾った。ひんやりと冷たいそれは警官の手の体温に触れて溶けてしまった。

			「氷……？」

			　でも、いったい誰が。いや、こんな現象ありえない。母親のほうはそんなことどうでもいいのか、涙ぐんでわが子を抱き締め泣いている。

			　

			　公園のベンチに座りながら、その様子を眺めていた人物がいた。

			　太陽の光を受けて煌(きら)めく白銀の髪と、夜明けを連想させる瑠(る)璃(り)色の双(そう)眸(ぼう)を持った青年だった。痩(そう)身(しん)を漆(しつ)黒(こく)のコートで纏(まと)った彼は、足元にすり寄ってきた黒猫の頭を撫(な)でた。

			「さて、もう行きますか」

			　青年は立ち上がると、出口とは反対の方向へ歩き出した。

			　白と黒。二つの色彩が、この季節にしては冷たい風に揺れて靡(なび)く。

			　黒猫がにゃあ、と一鳴きすると、青年の姿は消えてしまった。

		

	
		
			　

			エルフと魔法

			　

			　ウルド役所の休憩所。

			　そこには、大量の紙飛行機に埋もれたヘリオドールの姿があった。総(そう)司(じ)が作ったものに比べると見た目が悪い自作のそれを、壁に向かって一つ一つ放っていく。

			　カツン、カツンと紙飛行機が壁に当たって下に落ちる。そのまったく意味のない行動をヘリオドールはずっと繰り返していた。

			「私は結婚できない……私は結婚できない……私は結婚できない……」

			　紙飛行機が壁に当たる度に「結婚できない」と呟(つぶや)き、新たな飛行機を手に取る。

			　いつもは爛(らん)々(らん)に輝いているはずの金色の瞳(ひとみ)は濁り切って、人間の心の闇(やみ)を表面化させていた。

			「キャアアアアアアアアアアアアア!!　私は結婚できない……私は……」

			　やがて発狂。甲(かん)高(だか)い叫び声を上げたあと、ヘリオドールは再び紙飛行機を投げ始めた。

			（う、うわあああああ～～～～～～～!!）

			　休憩所に入ったジークフリートは、同僚の痛ましい姿にガタガタと震えた。深(しん)淵(えん)に引き込まれる前にと、立ち去ろうとする。
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			　が、その同僚が「あら、あんたも休憩？」と声をかけてジークフリートの逃走を阻(そ)止(し)した。逃げられない。

			　ジークフリートは、なるべくヘリオドールから離れた席に座り、視線を窓へ向けた。しかし、カツン、カツンという音と「私は結婚できない……」という呪(じゆ)詛(そ)は嫌でも耳に入ってくる。

			　聞く者の精神をじわじわと崩壊するような音と声に耐えきれなくなり、ジークフリートは闇(やみ)と向かい合う決意をした。

			「ヘリオドール、お前何をしているんだ？」

			「見りゃ分かんでしょ。総(そう)司(じ)君に作り方教えてもらった紙飛行機を投げてんのよ」

			「壁に？」

			「あの壁を紙飛行機で突き破ることができたら結婚できるの。最近役所で流行ってるおまじないよ……」

			　まじないに縋(すが)るしかない独身女性がここにいた。

			「あ、また落ちた……私は結婚できない……」

			「お、お前こんなことやってる暇(ひま)があったら、婚(こん)活(かつ)しろよ……」

			「そんなもん、一年前にやめたわよ。努力だけじゃ解決しないから、神頼みしかないんじゃない……」

			　廃人を前にして、ジークフリートは無言になった。その紙ヒコウキとやらは先日、総(そう)司(じ)が鑑定課や住民課の職員たちと飛ばしていた物体だ。彼らは独身であることなど嘆いていなかったし、そもそも青空に向かって飛ばしていた。

			　とんでもない温度差を感じるし、誤った使い方をしているのは明らかだ。禍(まが)々(まが)しい思いを込めて飛ばされる紙飛行機の気持ちを少しは考えてもらいたい。

			「あれ、ヘリオドールさん？」

			　と、そこに現れたのは総(そう)司(じ)だった。原因だが、原因ではない。

			「ヘリオドールさん、休憩時間に入るなり『今日こそはいける……このチャンス、逃してはならぬ……』って言いながら消えたから、心配して捜(さが)してたんですが」

			　総(そう)司(じ)はちらり、とヘリオドールを見て頷いた。

			「元気そうなので安心しました」

			　上司の奇行を受け流してはならない。絶対にだ。

			「なあ、ヘリオドールに何か教えたか？」

			「何かとは？」

			「例えば、あいつに紙飛行機で壁を突き破れば願いが叶うとか」

			「それは多分、オボロさんが面白そうと言って広めた噂だと思います」

			「とめろよ！　お前の上司が本気で信じているぞ!?」

			「いや、だって、まさか信じる人がいるとは思わなくて……」

			　いるじゃないか。お前の目の前に。無茶苦茶な噂を広めたオボロが悪いのか、それを野放しにした総(そう)司(じ)が悪いのか、噂を信じて廃人となったヘリオドールが悪いのか。

			　まあ、ジークフリート的には、こんなハードなおまじないを考え付いた者に原因があるのだから、オボロが悪いのだが。

			「でも、壁を突き破るだなんて、やっぱり無理ですよね」

			　そう言いながら総(そう)司(じ)がヘロヘロの紙飛行機を取る。先ほどよりも集中しているのか、ヘリオドールがそれに気付くことはない。

			　そんな彼女に、こっちの世界へ早く戻ってきて欲しいとジークフリートは思った。

			「そもそも、どうしてオボロもそんな噂を流したんだか……」

			「単なるお遊びだったみたいです」

			　総(そう)司(じ)が紙飛行機を壁に向かって、そっと、優しく投げる。

			　しかしその紙飛行機は、カッ、と壁に突き刺さった。

			「紙飛行機なんてせいぜい突き刺すくらいが精一杯です。それでは失礼します」

			　立ち去る総(そう)司(じ)をとめる者はいなかった。壁に刺さったままの紙飛行機もヘリオドールもジークフリートもピクリとも動かない。まるで休憩所内の時が止まったかのようだった。

			　凍り付いたまま、ジークフリートはどうしてオボロが妙な噂を思い付いたのか、少しだけ分かった気がした。

			　

			　様々な花が咲き誇る役所の花(か)壇(だん)。その前で、一人のエルフが困り果てていた。

			「か、返して！　それ、ソウジさんからもらったものなの！」

			　役所に所属する女性職員の中でも美少女と名高いエルフ、フィリア。彼女は巨木に向かって叫んでいた。

			　その頂上付近には白い紙細工が枝に引っかかった状態になっており、周りには緑色の髪に蜻蛉(とんぼ)のような羽根を生やした小人の少女たちが、くすくすと笑っていた。

			　少女たちは四大精霊の一つ『シルフ』で、風を自在に操ることができ、風そのものとも言われている。

			　ただし、妖精とは容姿だけでなく、悪戯(いたずら)好きな性格もよく似ていて、彼らと交流の深い保護研究課はこうして被害に遭うことが少なくなかった。

			　総(そう)司(じ)からもらった紙飛行機を木の上まで風で飛ばされてしまい、フィリアは眉(まゆ)を八の字にする。ニールに頼めば、飛んで取りにいってもらえるだろうが、彼を呼んでいるうちに紙飛行機に何かあっても困る。

			　総(そう)司(じ)は「紙しか使わないし、簡単に作れますから」と言っていたが、フィリアにとっては紙で作ったものでも、とても大切なものだった。

			「……こうなったら」

			　自分で風を作って取るしかない。フィリアは瞼(まぶた)を閉じ、祈るように両手を合わせた。

			「四大精霊シルフ。我に力を貸したまえ。風は哭(な)き、風は叫び、風は咆(ほう)哮(こう)する。混(こん)沌(とん)を薙(な)ぎ払い、清浄なる大気を蘇(よみがえ)らせよ」

			　フィリアの優しい声での詠(えい)唱(しよう)が、空気を震わせる。

			　そして、次の瞬間。魔法によって生まれた強風が――、

			　現れなかった。そよ風すら吹かない無風。枝と枝の間に挟まった紙飛行機が動くはずもなく、そこに居座り続けている。

			　フィリアは瞼(まぶた)を開き、先ほどと変わらない光景を目にし、ため息をついた。

			「はあ……」

			　あからさまに落ち込むフィリアに、それまで笑っていたシルフたちが焦(あせ)った表情をする。風の精霊は決して汚れないように、破れないように、枝に挟まった紙飛行機を浮かせようとした。

			　だが、その紙飛行機を背後から迫る人間の手が掴み取った。びっくりしたシルフが振り向くと、そこには黒髪の少年、フィリアが慕(した)う相手がいた。いつの間にか木に登っていたようだ。

			「フィリアさん、取れましたよ」

			　総(そう)司(じ)は木から飛び降りると、フィリアに紙飛行機を手渡した。総(そう)司(じ)の陰からは申し訳なさそうな表情のシルフたちが、目を丸くするフィリアを窺(うかが)っていた。

			　情けない姿を見せてしまった、とフィリアは顔を赤くしてから、不安そうにする風の精霊に頭を下げた。

			「あの、ごめんね」

			「……『どうして謝るの。あなたの大切なものを奪い取った私たちが悪い。あなたが謝る必要なんてどこにもない』と言ってますけど」

			「でも……」

			　あんな悪戯(いたずら)、風の魔法が使えれば、すぐに解決できるのに。なのに……。

			「そ、それより、ソウジさんはどうしてここに……？」

			　話題を変えようとフィリアは疑問を口にした。

			「オボロさんにフィリアさんと一緒に住民課に来るように頼まれたんです。今、大丈夫ですか？」

			「は、はい？」

			　自分は妖精・精霊保護研究課所属だ。オボロの所属する住民課とはほとんど接点もない。

			　首を傾げながら、フィリアは総(そう)司(じ)のあとをついていった。

			　

			「おや？」

			　休憩所を通りかかった総(そう)司(じ)が首を傾げる。

			「さっきまでここでヘリオドールさんが紙飛行機を飛ばしていたんですが……」

			　そこには誰もいなかった。あの夥(おびただ)しい量の紙飛行機もすべてなくなっていた。

			　壁に刺さったものは引っこ抜けなかったのか、そのまま放置されていたが。

			「あの、ヘリオドールさんがどうかしたんですか？」

			「いえ、ぎらついた目で飛ばしていたので、少し心配になったんですけど」

			「え、ええ……？」

			　紙飛行機ってそんな目をして飛ばすものだっけ。フィリアは手に持った紙飛行機を見下ろした。

			　そして、住民課に近付いたところで、総(そう)司(じ)は足を止めた。

			「ソウジさん……？」

			「フィリアさん」

			　総(そう)司(じ)は振り返ると、後ろをついてきていたフィリアの耳にそっと触れた。フィリアの顔が発熱したように赤くなる。

			「ソ、ソ、ソウジさん!?」

			「ちょっと動かないでもらえますか？」

			「？？？？？？」

			　片方の耳の中に何かが詰め込まれる。それによって音が遮(しや)断(だん)され、何も聞こえなくなる。

			　もう片方にも白い耳(みみ)栓(せん)を入れようとする総(そう)司(じ)に、フィリアは赤みの引いた顔で尋ねた。

			「これ、何ですか？」

			「あとで取ってあげますから、絶対に自分で取らないでください。約束してください」

			「は、はい！」

			　約束という子供っぽい言葉にフィリアは背筋を伸ばした。それから外す時もまた耳に触れられるかもしれないと思うと、緊張で顔がまた熱くなった。

			「フィリアさんはここで待っていてください」

			　何も聞こえないフィリアを連れて住民課の近くまできた総(そう)司(じ)は、待っているようにとジェスチャーして、一人で住民課に入っていった。

			　言葉は聞こえなくても、何となく「ここを動かないで」というのは理解できたフィリアは、大人しくそこで待っていた。

			　耳(みみ)栓(せん)のせい、いや『おかげ』で今のフィリアには、どんな音も声も届かない。慣れない環境に不安を覚え始めた頃、総(そう)司(じ)が一人で住民課から出てきた。

			「！」

			　しかし、ようやく戻ってきてくれた、という安心感は一瞬にして恐怖に塗り替えられる。

			「!!」

			　総(そう)司(じ)の足元をよく見ていただきたい。おわかりいただけるだろうか。総(そう)司(じ)の足首を掴もうとしているのか、何者かの手が必死に伸ばされていた。

			　さすがの総(そう)司(じ)も足元のそれには気付いていないらしい。見向きもせずにフィリアの下へ向かう。

			　手も力尽(つ)きたようにぐったりとし、そのまま住民課の中にずるずると引き戻されていく。

			　顔面蒼(そう)白(はく)となって凍り付いていると、総(そう)司(じ)が住民課とは反対方向を指差しながら「行きましょう」と口パクで促(うなが)したので、フィリアは頷くことしかできなかった。

			「はい、もういいですよ」

			　フィリアの耳(みみ)栓(せん)が外されたのは休憩所に辿り着いてからのことだった。「すみませんでした」と謝る総(そう)司(じ)の声も普通に聞こえる。フィリアは安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			「オボロさんはいなかったんですか？」

			　不安を抱えながら勇気を出して聞いてみる。

			「いましたけど、取り込み中だったようなので話を聞くのは無理そうでした」

			　対して総(そう)司(じ)はサラッと答えた。

			「……住民課、どんな感じだったんですか？」

			「いつもと変わりなく、皆さんお仕事をしていました」

			「え、えーと……分かりました……」

			　総(そう)司(じ)がそう言うのなら納得するしかない。気になりつつもフィリアは納得した。

			　すると、狐の耳を生やした獣人の青年がひょっこりと休憩所に現れた。

			「どーも、お二人さん……」

			「あ、オボロさん」

			「こんにちは、オボロさ……きゃあ！」

			　オボロの姿を見たフィリアは思わず悲鳴を上げた。服にべっとり血がついていたからだ。髪も血で汚れ、口角の端は切れて流血していた。

			　青ざめるエルフの少女に、オボロもいつもの余裕めいた様を消して力なく笑った。

			「お嬢さん、落ち着いて。これ、半分は僕の血じゃなくて返り血だから……」

			「オボロさん、それ、半分は君の血ってことで、落ち着ける要素はあまりないと思いますよ」

			「住民課で何があったんですか!?」

			「ええとね、うちの課の課長ってお嬢さんとこのジークフリートさんと違って怠(なま)け癖(ぐせ)がひどいのよ。いつもの通り仕事サボって寝てたら、手伝いにきてくれてたヘリオドールが起こしてくれたんだけど、いつもより気が立っててね。このままじゃ課長が殺されそうだったから、みんなで止めようとしたらこのザマさ……」

			　一人の魔女の暴走は住民課の職員全員の力を合わせてもなお、なかなか止めることができず、こういう結果になってしまった。

			　保護研究課では考えられないバイオレンス。凍り付くフィリアに、オボロは慌てたように言う。

			「し、心配しなくていいからね！　住民課なんて、こんな喧(けん)嘩(か)とか乱闘で血を流すことなんて日常茶飯事だから」

			　血を流しすぎて思考が鈍っているのか、より一層恐怖を叩き込む台詞(せりふ)である。笑顔を貼り付けて必死に頷くフィリアが哀れになってくる。

			　ヘリオドールＶＳ住民課の乱闘を目撃したであろう総(そう)司(じ)は、欠伸(あくび)を噛み殺したあとにオボロに声をかけた。

			「オボロさん、それでどうして僕とフィリアさんを呼んだんですか？」

			「ああ、これをお嬢さんに頼みたくてね」

			　オボロがフィリアに差し出したのは、数枚の書類だった。しかし、誰かの血で赤く汚れている。フィリアが後ずさりをしたので、総(そう)司(じ)が受け取った。

			「何ですか、これは？」

			「ウルリーネ村っていうエルフの集落の住民簿が欲しいんだ。ほら、うちの住民簿って前にほとんどが燃えちゃったからさ、あの村の住民簿も新しく作り直したくてね」

			「そこ……私が育った村です」

			「うん。で、あの村って結構外部からの人間に対する警戒心が強くてね、あそこの出身である君に行ってもらったほうが、話もスムーズに進むかなって」

			　が、フィリアだけでは住民簿の勝手もよく分からないだろう。そこで、総(そう)司(じ)も同行させようとしたのだ。

			　そして、フィリアが不思議そうに口を開く。

			「……住民課の人とじゃなくて、ソウジさんとですか？」

			「だってヘリオドールから聞いたけど、君って保護研究課以外の男が苦手なんだろ？　うちの課の女性も今は忙しくて手が離せないし、無理に誰かと行って、村の人たちに君が怯(おび)えまくっているところを見られたら都合が悪いでしょー」

			　オボロの少し呆れた口調を含んだ指摘に、フィリアは言い返すこともできず息を詰まらせた。

			「その通りです……」

			「そう、今も僕を避けてるし」

			　いや、鮮(せん)血(けつ)に濡れた男を避けない女性など、そうそう現れることもないだろう。

			「でも、ソウジさんはいいんですか？　私のせいで……」

			「僕は構いませんよ。エルフさんが住んでいる村なんて、行く機会もあまりないでしょうし」

			「あ、ありがとうございます！」

			　これで面倒臭いと言われたら、どうしようと思っていたフィリアは安心した。そんなこと彼は言わないと分かっていたが。

			「じゃ、決定。頑張ってね」

			　それがオボロの最後の言葉だった。彼は微笑(ほほえ)んだあと、ぐらりと倒れ落ちた。

			　フィリアの悲痛な叫び声。総(そう)司(じ)の「オボロさん、いい人でしたね」という発言。

			　悲鳴を聞いて駆け付けた職員たちが、血に染まったオボロを見て医務室へ運んでいく。床に残った赤い血溜まりを見下ろし、フィリアは唇を噛んだ。

			　オボロは最後の力を振り絞って自分たちに仕事を託した。ならば、何があってもそれをやり遂げなくてはならない。

			「私たち、オボロさんのことを忘れません……」

			　そう決意するフィリアの横で、総(そう)司(じ)はまた欠伸(あくび)をした。今日の彼は少しおねむのようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウルリーネ村は妖精や精霊が多く棲(す)み着く森の中にある。

			　ウルドでは現在精霊の減少により、自然も徐々に少なくなっているが、エルフが棲(す)み着く場所は例外だ。草一本生えない荒れ地のど真ん中にいつの間にか小さな森が生まれ、そこにはエルフの家族が住んでいた、という話もある。

			　これは精霊がエルフという種族を愛しており、彼らのために空気や水を浄化して豊かな自然をもたらしているから。そんな説が語られているが、真実は不明である。何せ、そのエルフですら精霊の言語は分からず、彼らの意思を知る者は誰もいないからだ。

			　そして、エルフの森の大きな特徴の一つは、虫の姿をした魔族『蟲(むし)人(びと)』がいないことだ。

			　かつてはエルフと蟲(むし)人(びと)は共存していたが、そんな事情が変わったのは二十年前からだった。

			　魔王と呼ばれる強大な力を持った悪鬼が同族や魔物を率いてアスガルドを支配しようとした暗黒の時代。それを経て、エルフは魔族に対して強い恐れを抱くようになり、自分たちの森から出ていくように蟲(むし)人(びと)に告げた。

			　蟲(むし)人(びと)もそれに従い、エルフのいない森へと流れていった。蟲(むし)人(びと)も以前から精霊に祝福されたエルフには強い妬(ねた)みを抱いていたのだ。

			　それから二十年経った今も、二つの種族がともに暮らす森はほとんど存在しない。もっとも、二十年も経てば蟲(むし)人(びと)への恐怖は薄れ、蟲(むし)人(びと)側も妬(ねた)みを抱くことそのものが森に棲(す)む者として愚(おろ)かな行為であると考える者が増え始めた。

			　が、歩み寄り方が掴めず、今も彼らが昔のように手を取り合うことは皆無に近い。

			　ウルリーネ村も同じで、自然を荒らしたり、村の財産を狙ってきた不届き者などはすべてエルフが撃退していた。

			　得意の魔法だけでなく、弓矢を使った攻撃によって招かれざる客の侵入を一度も許したことはない。見(み)目(め)麗(うるわ)しい容姿を持つエルフだが、いざ戦闘となれば苛烈な一面を見せる種族でもあった。

			　本日も年若い娘を略奪しようとした数人の盗(とう)賊(ぞく)を鎮圧したところである。自慢の魔法で彼らを翻(ほん)弄(ろう)し、あっけなく拘(こう)束(そく)して終わってしまった。

			　エルフの森ではいかなる悪党であっても命を奪うのはご法度。散々痛めつけ、しっかりと恐怖を植え付けてから解放する。生きたまま森に棲(す)む獣(けもの)の餌にされないだけましに思え、ということだ。

			「あー……皆お疲れ様」

			　盗(とう)賊(ぞく)たちを村のはずれにある空き小屋にぶちこんだエルフの女性が、村人たちへ労(ねぎら)いの言葉を口にする。

			　彼女の名はエヴァ。ウルリーネ村一の魔法の使い手であり、弓の名手でもある。エルフの女性は金色の髪の美しさを見せ付けるように伸ばす者が多いが、エヴァは短く切ってしまっている。弓を撃つ時に邪魔になるから、なんて理由で。

			　その豪快で気さくな性格は、多くの村人から慕(した)われていた。男衆からは「女性的な愛らしさをすべて妹に渡してしまった」と揶(や)揄(ゆ)されているが。

			　ぐっと背伸びをしていると、村人の一人が慌てた様子でエヴァに詰め寄った。

			「大変だぞ、エヴァ！」

			「んあ？　また変な連中でもきたの？」

			「違う！　フィリアが帰ってきたんだよ！」

			「フィリアが？」

			　その報告にエヴァの表情が明るくなる。妹とはしばらく会っていない。

			　あの気弱な性格を正すために中心部へ向かわせてから、早数ヶ月。どれだけ成長してくれたか。妹と同じ翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を期待で輝かせるエヴァに、村人は深刻そうな表情で話を続けた。

			「男と一緒にだ」

			「マジで!?　親戚のおっさんともまともに視線を合わせられなかったあのフィリアが、男を連れて帰ってきたって、マジで!?」

			　こうしちゃいられない。エヴァは凄まじい速度で村の入口へと向かった。

			　すると、そこには最後に見た時より少しだけ背が伸びたように見える妹がいた。その隣には黒髪に黒い瞳(ひとみ)を持った少年の姿もあり、妹が彼を怖がっている様子もなかった。

			　成長しすぎだ。エヴァは息を切らしながら、こちらに気付いて口を開こうとしたフィリアに向かって叫んだ。

			「結婚する相手ができたんなら、連れてくる前に手紙寄越せ、馬鹿野郎―――――!!」

			「えっ」

			「えっ」

			　総(そう)司(じ)とフィリアは互いに顔を見合わせ、姉の言葉を理解した彼女の頬は一気に紅(こう)潮(ちよう)していった。

			　

			　自宅に帰ってくるのは久しぶりだ。リビングに案内されると、紅茶を出された。

			　ウルリーネ村でしか採れない葉で作った紅茶から香る芳香に、フィリアの表情も柔らかくなる。子供の頃からずっと知っている香り。家に戻ってきたんだ、とフィリアは深く息をつく。

			「なーんだ、仕事仲間か。期待させやがって」

			　対して、エヴァは唇を尖(とが)らせる。妹にもついに恋の花が咲いたのかと思いきや、その相手らしき少年から「違います」とあっさり否定されたのだ。めでたいと思っていたのに、とんだ拍子抜けだ。

			　やけ食いとばかりにフィリアと総(そう)司(じ)のために出したクッキーを自分でバリバリと食べまくる。

			　だが、フィリアも恥ずかしい思いをしたのだ。頬をぷっくりと膨(ふく)らませた。

			「お姉ちゃんの馬鹿。ソウジさんが私の恋人になってくれるわけないじゃない……」

			「はいはい」

			「すみません、エヴァさん。妙な誤解をさせてしまいまして」

			「……はいはい」

			　総(そう)司(じ)とフィリア。二人の思いはどう頑張っても重なり合いそうにない。フィリアの感情を読み取ったエヴァは哀れむような視線を妹へ向ける。

			「母さんとばあちゃんがフレイヤに遊びにいってて良かったよ。私以上に期待したと思うから」

			「か、勝手に期待しないで」

			「僕のようなちんちくりんがフィリアさんの恋人だなんて、おこがましいです」

			「ソ、ソウジさんはちんちくりんなんかじゃありません！」

			　これで付き合ってないのか。まったく表情を崩さずにいる総(そう)司(じ)と顔を真っ赤にしたままのフィリアが繰り広げる会話に、エヴァのクッキーを食べる速度が速まる。

			　それと総(そう)司(じ)から差し出された書類に血のりがべっとりついている件。こいつら住民簿をまとめるつもりで来たんだっけ？　とエヴァは二人の説明を脳内で再生させた。

			「あんたら、変なことに巻き込まれてないよな……？　多くの仲間の命を犠牲にしてここまで来ましたみたいな……」

			「ないよ、そんなこと！」

			「オボロさんって人が力尽(つ)きましたけどね」

			「フィリア、あんたの職場って役所だよな？」

			　噂には聞いていたが、やっぱり本当に危ない場所だったか。エヴァは少し妹の身が心配になった。

			「フィリア、怖くなったら帰ってきていいからな。ちょっとあんたがやっていけるから不安になった」

			「ううん、大丈夫。あのね、ソウジさんってすごく優しいけど、すごく強い人なの。怖いことがあっても守ってくれるんだよ」

			「へえ、綺(き)麗(れい)な顔して腕は立つんだな」

			「でもフィリアさんだってすごいじゃないですか。オボロさんの怪(け)我(が)を治してくれたのはフィリアさんですよ」

			　住民簿の更新を託して命を落としたかに思われたオボロ。

			　そんな彼を救ったのはフィリアであった。医務室に運ばれるオボロとともに移動しながらフィリアが彼にかけたのは、治(ち)癒(ゆ)の魔法だった。白く温かな光がオボロを包み込み、光が止んだ時には傷がほとんど癒(い)えていた。

			　オボロだけではなく、付き添っていた職員たちも驚(きよう)愕(がく)の表情でフィリアを見る。しかし、彼らの視線から逃れるように、本人は総(そう)司(じ)の後ろに隠れてしまった。

			　そんなことがあったのだと語る総(そう)司(じ)に、フィリアは少し困ったように笑った。エヴァも似た表情をして「そうか」と一度だけ頷いた。

			「なあ、フィリア。ちょっと村回って皆に顔見せてきな。お隣のおばあちゃんなんてフィリアが帰って来るのはいつだーっていつも言ってるんだ」

			「え……」

			「安心しな。ソウジ君を取って食うわけじゃないから」

			「だから違うもん！」

			　からかいの色を見せるエヴァに、フィリアは声を荒らげながらも言う通りにして部屋から出ていく。ぱたん、とドアが閉まる音がしたあと、エヴァは頭を掻きながら総(そう)司(じ)に向かって口を開いた。

			「あんた……もしかして魔法をあんま詳しく知らない感じ？」

			「はい。あんまり詳しくないです」

			「そっか。エーテルも持ってないみたいだしね」

			「エーテル？」

			　総(そう)司(じ)が首を傾げた。まずそこからか、とエヴァは人差し指をピンと伸ばした。

			「四大精霊サラマンダーよ。我に力を貸したまえ。焔(ほのお)は燃え、焔(ほのお)は焦(こ)がし、焔(ほのお)は憤(ふん)怒(ぬ)する。混(こん)沌(とん)を焼き払い、悪しき魂(たましい)を清浄なる大地から排せよ――」

			　エヴァが詠(えい)唱(しよう)を行うと、人差し指にボッと赤い炎が生まれた。炎は指から離れると、宙に浮かび上がって天井付近で揺らめき始めた。

			　続けて、エヴァはもう一度詠(えい)唱(しよう)する。

			「四大精霊ウンディーネよ。我に力を貸したまえ。水は揺らめき、水は泳ぎ、水は涙する。混(こん)沌(とん)を清め払い、悪しき魂(たましい)を清浄なる大地から流し去れ」

			　今度は水属性の魔法だった。煌(こう)々(こう)と燃える炎の塊(かたまり)を水の膜がそっと包み込む。

			　煙もなく、炎が消滅した。

			「すごいですね」

			「誰でも使える魔法だよ……エーテルがあれば、な」

			「そのエーテルって何ですか？」

			「魔法は空気中に漂うマナっていう魔法の素を取り込んで使う。それで、そのためにはエーテルっていうマナを取り込むための器のようなものが必要になってくる。魔力っていうのはこのエーテルを起動させるためのエネルギーなんだ」

			　エーテルは生まれた時から誰もが持っている。

			　だが、それを持たずにこの世に生を受ける者も存在する。ウトガルドという異世界から来た人間だ。魔王を倒した勇者も聖剣を扱えはしたが、魔法らしい魔法は使えず、配下の魔族が魔法戦では活躍したという。

			「魔力が多ければ多いだけエーテルにマナを送り込める。エルフや魔族は生まれつき魔力が多いから、魔法が得意なんだよ」

			「すると……やっぱりフィリアさんもそうなんですか？」

			「いんや、そういうわけでもないんだよね」

			　総(そう)司(じ)の言葉にエヴァは笑って緩く首を横に振った。

			　

			　川のほとりにフィリアは立っていた。その表情はどこか寂(さび)しげだった。向こう岸のさらに遠くでは、子供たちがはしゃぎ回っている。

			　水の魔法を使って川から水玉を生み出して、それを毬(まり)やお手玉のようにして遊んでいた。それを風の魔法で空に飛ばしている子もいる。

			　フィリアは自分の手を見下ろした。

			　そして、ゆっくりと口を開く。

			「四大精霊ウンディーネよ。我に力を貸したまえ。水は揺らめき、水は泳ぎ、水は涙する。混(こん)沌(とん)を清め祓(はら)い、悪しき魂(たましい)を清浄なる大地から流し去れ」

			　呪文を唱えても何も起こらない。魚が優雅に泳ぐ美しい川は相も変わらず同じ方向に流れていた。

			　フィリアはその場に腰を下ろして、太陽の光を受けてキラキラと輝く水をじっと見詰めていた。

			「……お父さん」

			　そう呟(つぶや)き、膝を抱える。

			　どのくらい経っただろうか。しばらくそうしていると、背後から馴染み深い声がフィリアを呼んだ。

			「フィリアさん」

			　顔を上げて振り向くと、総(そう)司(じ)が立っていた。笑わなければ、とフィリアは無理矢理笑みを作ろうとするも、総(そう)司(じ)に予想していなかったことを言われるのが先だった。

			「……あなたに失礼なことを言ってしまったのならすみません」

			「いえ、そんなことないです。私こそごめんなさい、捜(さが)しにきてくれたんですよね？」

			　近付いてくる総(そう)司(じ)に、フィリアは立ち上がろうとした。が、側にあった石に足が当たり、バランスを崩してしまった。草むらに隠れて気付かなかった。

			　そのまま倒れ込みそうになるフィリアを総(そう)司(じ)が駆け寄って支えようとするが、支えきれずに抱え込むようにして総(そう)司(じ)は尻(しり)餅(もち)をついてしまった。

			　がりっ。という音にフィリアは血の気が引いた。自分に痛みはない。だが、総(そう)司(じ)は。

			　総(そう)司(じ)が右手をフィリアから見えないように隠そうとしたのに気付いて、先に右手を手に取った。

			　手の甲に赤い傷ができていた。フィリアが躓(つまず)いたように石に当たってしまったのだろう。

			「ちょっと待っててください！」

			「あ、血で汚れるから触らないほうが……」

			　総(そう)司(じ)が言い終わるよりも先に、フィリアの細い指がわずかに血の滲(にじ)んだ傷に触れる。仄(ほの)かな白い光が赤い裂け目を守るように包み込む。

			　傷が少しずつ塞がっていく。一分もしないうちに、傷は痕(あと)一つ残さず綺(き)麗(れい)に消えた。

			　痛みもなくなった右手と苦笑するフィリアを交互に見て、総(そう)司(じ)が一言。

			「やっぱりフィリアさんはすごいじゃないですか」

			「そ、そんなことありません！　それに、私……誰かを治す魔法しか使えないんです」

			　魔法を使わないエルフ、ではなく魔法が使えないエルフ。保護研究課の職員たちは気にすることはないと言ってくれるが、フィリアにとっては切実な悩みだった。

			　時折、保護研究課では獰(どう)猛(もう)な魔物が潜む森へ調査に向かうことがある。

			　しかし、戦う術(すべ)を持たないフィリアはいつも役所で留守番だった。皆が無事に帰ってくるのを祈ることしかできない。治(ち)癒(ゆ)魔法だけはなぜか使えるので、職員が負傷した時は癒(いや)してやれる。しかし、ともに戦うことはできない。

			　家族や知り合いのエルフたちはフィリアを責めようとはせず、「そういうエルフもたまにはいる」と言っていた。妖精霊が見えるのならそれで構わない、とも。フィリアはそれらの声に励(はげ)まされつつも、このままではいけないといつも思っていた。

			　それを痛感したのは、役所で働き始めた頃。そう、暗黒竜・ニーズヘッグと出会った時だった。

			　あの時、フィリアは怯(おび)えてばかりで、自分たちを守ろうと必死に戦うヘリオドールを見ていることしかできなかった。結局、総(そう)司(じ)が思わぬ形でニーズヘッグからニールを取り戻したからよかったものの、彼がいなかったらと思うと、今でも体が震える。同時に、自らの無力さに悔しさを覚えた。

			　その後、密かに魔法の特訓を続けていたが、やはり駄目だった。エーテルも魔力も存在しているくせに、攻撃魔法が使えないのでは話にならない。

			　炎も起こせない。水も生み出せない。風も吹かせられない。そんなエルフなんて聞いたことがなかった。

			「私はエルフ失格です……」

			「魔法が使えるか使えないかで、エルフ失格とか決まるわけじゃないと思いますけど。それにフィリアさんはオボロさんや僕の怪(け)我(が)を治してくれたじゃないですか」

			　総(そう)司(じ)が独り言のように言う。いつもは少年の些(さ)細(さい)な言葉に救われているフィリアも、今回ばかりは笑顔が戻らない。ずっと溜め込み続けていた悩みなのだ。

			「もしかしたらお姉ちゃんから聞いたかもしれませんが、私の使う魔法はおかしいんです」

			　エヴァがフィリアを外させたのは、おそらく総(そう)司(じ)にフィリアの苦悩を知ってもらいたかったからだ。そんなことしなくてもいいのに、と姉を恨めしく思ったものの、同族以外にこうして打ち明けるのは初めてのことだった。

			「私、今みたいに治(ち)癒(ゆ)魔法だけは使えるんです。とても難しい魔法なのに小さな頃から。……でも、それ以外の、子供でも簡単に使えるような魔法は全然で……」

			「才能、ではないんですか？」

			「分かりません。でも、どうせならもっといろんな魔法を使いこなせてお父さんみたいになりたいって思っています」

			　フィリアの父親はエルフのなかでも素晴らしい魔術師だった。そのせいで魔王戦争の時に駆り出され、何とか生き延びたものの、治(ち)癒(ゆ)魔法が追いつかないほどの深い傷を負ってしまった。それが原因か、フィリアが生まれてからは不治の病にかかってしまった。

			　そして、最期は眠るように息を引き取った。

			　アスガルドの平和を守った英雄としては静かすぎる終わりだった。それでも、フィリアにとって父は憧れであり、大きな目標だった。いつか、ああなりたいと思っていたのに、娘である自分にはその素質がまったくなかった。

			「……私もヘリオドールさんみたいにかっこよく魔法が使えたらいいのに」

			　あのピンク色の髪の魔女のように自在に使えたら、父も喜んでくれるのに。

			　そう思ったことは一度や二度ではない。

			「魔法なんて使えなくても生きていけるし、魔法で大変なことになったりもしますよ。自宅の中が森になったり、爆発したりとか」

			「ふふっ、面白いこと言いますね」

			「やっと元気よく笑いましたね、フィリアさん」

			「え？　あ……」

			　彼は励(はげ)ますためにそんな冗談を言ってくれたようだ。フィリアは気恥ずかしさに頬を染めた。

			「私、夢があるんです」

			　保護研究課の職員はおろか、家族にすら明かしていない小さな小さな夢。総(そう)司(じ)になら、明かしてもいい。きっと笑わないで聞いてくれるだろうから。

			「ソウジさんはパラケルススという場所を知っていますか？」

			「ええと、聞いたことがあります。何でも妖精や精霊がたくさん棲(す)んでいる世界とか」

			「妖精霊の町。私はいつかそこに行ってみたいんです」

			　人間だけではなく、エルフでも長い間修業を行い高名な魔術師にならなければ足を踏み入れることができない場所。

			　エルフが崇(あが)める存在『エリクシア』が守るそこは、エルフがその生涯を終えたあとに肉体が滅び、残った魂(たましい)が向かう地ともされている。

			　好奇心からではない。パラケルススに生きているうちに訪れた者として、もてはやされたいわけでもない。

			　フィリアがエルフにとっての聖地に向かいたい理由は、ただ一つだった。

			「お父さんに会いたいんです。お父さん……いつも病気で、ベッドで眠ってて、遊んでくれたことなんてほとんどなかったけど、とっても優しくて大好きで……その気持ちを伝えるより先にお父さんはいなくなっちゃいました。でも、もしお父さんが本当にパラケルススにいるとしたら、今度こそちゃんと伝えたいなって……」

			　フィリアの声が掠(かす)れ、視界が涙で滲(にじ)む。もう大きくなったのに、まだ父のことを思うと泣きそうになってしまう。

			　こんなしんみりした空気にさせるつもりじゃなかったのに。フィリアは手の甲で涙を拭(ぬぐ)い、総(そう)司(じ)に謝ろうとした。

			　総(そう)司(じ)に緑色の鍵(かぎ)を差し出されて、謝罪の言葉なんて吹き飛んでしまったが。

			　パラケルススはアスガルドとは違う次元に存在しており、足を踏み入れる方法は一つしかなかった。

			　パラケルススで手に入る淡い緑の鍵(かぎ)を使うこと。

			　そんな。まさか。フィリアはこのタイミングで出された鍵(かぎ)に翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を大きく見開く。

			「ソウジさん、これ」

			「僕にパラケルススのことを教えてくれた人からもらいました。使ってみませんか？」

			「でも」

			　総(そう)司(じ)からの提案にフィリアは狼(ろう)狽(ばい)して答えを出せなかった。パラケルススへの鍵(かぎ)は非常に貴重な品だ。総(そう)司(じ)に鍵(かぎ)を授けた者は相当な魔法の使い手なのだろうが、そんな彼らでも鍵(かぎ)を手に入れるのは相当な時間と手間を要する。

			　そんな大切な物を自分のわがままのために使ってしまっていいのか。そんな思いがフィリアを躊躇(ためら)わせる。

			　本音を言ってしまえば、行きたい。だけど、この人が後悔するかもしれないのに。

			　なかなか結論を出せないフィリアに、総(そう)司(じ)は川をじっと見詰めて、一言零(こぼ)した。

			「フィリアさんが使わないと言うなら、僕も使いません。鍵(かぎ)、川に捨てますね」

			「ええっ!?」

			「だって必要ないじゃないですか」

			「い、行きます！」

			　鍵(かぎ)を持つ手を上げ、投げる素振りをする総(そう)司(じ)。フィリアはその手を掴み、急いた口調で叫んだ。

			「その鍵(かぎ)、使います！　だから捨てちゃ駄目！」

			「本当に？」

			「本当に！」

			「じゃ、どうぞ」

			　総(そう)司(じ)から緑の鍵(かぎ)を握らされる。ずっと彼が握っていたというのに、鍵(かぎ)の表面はひんやりしていた。鼻を近付けてみると微かに花の香りが漂う。

			　それに鍵(かぎ)そのものから放たれる精霊と同じ魔力。本当にパラケルススへの扉を開く鍵(かぎ)なのだと改めて感じた。

			（でも、これどうやって使うのかな……）

			　道具があっても方法が分からないと。フィリアは緑の鍵(かぎ)をじーっと見下ろしていた。

			　すると、フィリアの目の前に鍵(かぎ)と同じ色をした扉が何の前触れもなく出現した。

			「ふわああああっ」

			　驚いて、フィリアは総(そう)司(じ)の後ろに避難した。

			　扉には蔦(つた)が巻き付いており、小さな白い花を咲かせていた。もしかして……とフィリアは鍵(かぎ)穴(あな)に鍵(かぎ)を差し込んで見た。

			　すんなり入ったそれを回して見ると、カチッと施(せ)錠(じよう)が解ける音がした。

			「ひ、開きました」

			「そのようですね」

			　緊張した面持ちで扉を開こうとして、フィリアはその場から動こうとしない総(そう)司(じ)を見た。

			「あの……ソウジさん？」

			「何でしょうか」

			「ソウジさんは一緒に行ってくれないんですか？」

			　黒い瞳(ひとみ)が見開かれる。あまり見ない反応だ。おかしいことを言ってしまったかとフィリアは首を傾げる。

			　だが、この鍵(かぎ)は総(そう)司(じ)がもらったものだ。だから彼が使うのは当然だと少女は思っていた。

			「フィリアさんはお父さんに会いにいくんですよね」

			「はい」

			「家族水入らず、ということで僕はご遠慮します」

			　手を顔の前に出して主張する総(そう)司(じ)に、困ったなあとフィリアは思った。父に会いたい。それがパラケルススに行く一番の理由だが、あの世界はとても美しい場所だと聞く。総(そう)司(じ)にもパラケルススの情景を見て欲しいのに。

			（ソウジさんが行きたくなるような理由……）

			　いつもフィリアを気遣ってくれる彼を同行させるにはどうしたらいいのか。

			　しばらく考えてからフィリアは思い付いた。

			「あ……」

			「……フィリアさん？」

			　行きたくなるのではなく、行くしかない理由を作ればいいのではないか。

			　勇気を持ってフィリアは総(そう)司(じ)に言い放った。

			「い、行きません」

			「はい？」

			「ソウジさんがついてきてくれないなら、私もパラケルススには行きません！」

			　これでどうだ。フィリアは内心呆れられたらどうしよう、とハラハラしていた。

			　そして、総(そう)司(じ)がため息をついたので、翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)に涙の膜が張りそうになった。

			「ごめんなさい、ソウジさ……」

			「さっきのお返しでしょうか」

			「？」

			「いえ。それじゃ、お言葉に甘えて、僕も一緒にいかせてください」

			「は……はい！」

			　少し強引な手に出てしまったが、作戦は成功だ。フィリアは元気よく頷くと、総(そう)司(じ)の手を引っ張り扉の前に連れていく。

			　普段は見せないような活発さに少年が少し困惑したような顔をしていたことには気付かずに。

		

	
		
			　

			少年と妖精霊の町

			　

			「おお、珍しい客人がこっちの世界にやってきたようだな」

			　水晶玉を覗いていた主が本当に珍しそうな口調でそう告げた。

			　だが、主に言われなくても分かっていた。『あの子』がこの場所に足を踏み入れた瞬間、懐かしい気配がしたのだ。

			　その姿を見たい、と心が叫んだが、この展開は予想していなかった。なぜなら『あの子』がこの世界を訪れたことは、主との約束を果たさなければならないことを意味していたからだ。

			　何の言葉も返せず沈黙を守っていると、主が優し気な声で語りかけてきた。

			「その気持ちも分かるがな。約束は約束だ。どんな方法を使ったとしても、あの娘がこのパラケルススに来たら『あれ』を返すとな」

			「…………………」

			　主との約束は絶対だ。従うしかない。

			　しぶしぶ頷くと、主は物分かりの悪い子供に接する親のように苦笑した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　パタン、と扉が閉まる音が背後から聞こえる。振り返ると、鍵(かぎ)と同じ色をした扉が浮遊していた。その鍵(かぎ)穴(あな)からは金色に光る魔法の糸が伸びており、総(そう)司(じ)が持つ鍵(かぎ)に結び付けられている。

			　糸はどこまで行っても切れることはなく、扉から離れれば離れるほど伸びていく。フィリアが何度か糸に触れようとしたが、するりと手をすり抜けてしまう。

			「もしかして帰り道が分かるようにしてくれてるんじゃないですかね」

			「し、親切ですね……」

			　アスガルドに帰るための道しるべがあるということは、初めてここに来た二人にとってありがたかった。

			　妖精霊の町とも呼ばれるパラケルスス。ここは正しく彼らの町であった。

			　空は夜明け前、あるいは日没のような黒に近い藍(あい)色に染まっており、様々な色を帯びた星たちがちりばめられている。

			　中心では、雪のような白さを持つ月が、太陽とは異なる穏やかな光を地上へ絶えず降り注いでいた。

			　光と闇(やみ)が静かに共演する空だが、地上にもこれまた幻想的な光景が広がっていた。

			　石畳の町には人一人歩いていないというのに、そこには多くの民家が存在していた。

			　花、茎、葉など、植物で作られた家や、ダイヤモンド、ルビー、サファイアなど美しい宝石で建てられた家。湖の近くには淡い色の貝殻でできた家が並んでいた。

			「あれ……？」

			「どうしました、フィリアさん？」

			「あの時計……針の進み方が逆になってます」

			　街の大通りには水晶でできた時計台が設置されていた。細長い枝のような形をした針は、本来の時計とは逆の方向に回っていた。アスガルドとは時間の概念が違うのだろう。

			「不思議な場所……ですね」

			「はい。本当に妖精や精霊以外を見かけませんね」

			　背中から小さな蜻蛉(とんぼ)のような羽根を生やした妖精や風の精霊シルフ。

			　下半身が青い魚の尾びれになっている水の精霊ウンディーネ。

			　全身毛むくじゃらのドワーフと似た容姿の土の精霊ノーム。

			　触れると火傷(やけど)しそうなくらい熱く赤い鱗(うろこ)を持った蜥蜴(とかげ)の姿をした火の精霊サラマンダー。

			　その他にもフィリアでも名前を知らないような精霊がたくさんいた。

			　彼らは突然現れた人間の少年とエルフの少女に気を害した様子もなく、のんびりと漂っているようだった。

			「……………」

			　まるで二人だけの世界のようだ。夢心地になりながら、フィリアは隣を歩く総(そう)司(じ)をそっと見た。

			　そのどこまでも深い闇(やみ)色の瞳(ひとみ)には、この世界はどのように映っているのだろうか。そんなことを考えていると、総(そう)司(じ)がフィリアのほうを向いた。

			「どうかしましたか、フィリアさん？」

			「えっとですね、ソウジさん楽しんでくれてるかなって」

			「楽しいですよ。連れてきてくれてありがとうございます」

			　そう言ってもらえるだけで幸せです。フィリアは心の中でそう叫んだ。

			　好きな人と憧れの地を歩ける幸福に浸りつつも、フィリアは一生懸命周囲を見回していた。どこを見ても妖精や精霊ばかり。父親どころかエルフの姿などどこにもない。

			「ひょっとしたら別の姿に形を変えているのかもしれませんね」

			　総(そう)司(じ)も同じことを考えていたのか、そんな発言をした。

			　だが、どこを見てもやはり妖精や精霊しか姿は見当たらない。妖精霊がエルフの転生した姿という話も聞いたことがない。

			「ここで一番偉い人に聞けば何か分かるかもしれませんけど……エリクシア様、でしたっけ？」

			「はい。古い時代、このアスガルドに大きな災(さい)厄(やく)が襲いかかり、すべての命が滅びたあと、大地を再生させ新しいアスガルドを創り出した三人の神様がいました。その一人が、エリクシア様です」

			　古くからアスガルドで言い伝えられている伝説である。

			　アスガルドは何千年か前、一度滅びている。それが人間たちによる愚(おろ)かな戦争の結末か、自然が引き起こした大災害なのかまでは、わからない。

			　だが、何もかもが消え失せた世界に新たな命を吹き込んだ三人の神がいた。

			　烈火のレーヴァテイン。

			　流氷のマフユ。

			　そして、治(ち)癒(ゆ)のエリクシア。

			　レーヴァテインとマフユに関する記述は、この創世の物語以外では一切語られておらず、架空の存在とされている。

			　だが、エリクシアに関しては、その後はパラケルススの番人となり、妖精霊やエルフを統括する偉大なる神として、特にエルフとハイエルフから厚い信仰を受けている。実際にエルフの国であるフレイヤの王族は年に数回エリクシアと対面していると聞く。

			（王様たちしか会えないようなお方の住んでいる場所に来てるんだ、私たち……）

			　そう考えると、緊張してしまう。

			「フィリアさん、あそこに何かいますよ」

			「ふえ？」

			　総(そう)司(じ)に声をかけられて見たのは湖だった。

			　水の精霊ウンディーネたちが、好き勝手に泳ぐ澄み切った湖。その中心で水面の上を地面と同じように跳ねながら移動を続ける物体がいた。

			　それは一匹の兎(うさぎ)だった。栗色のふわふわした毛並みに円(つぶ)らな黒い瞳(ひとみ)。どこからどう見ても可愛(かわい)いだけのただの兎(うさぎ)が水上を縦横無尽に移動している。

			　時折、跳ねた水が体にかかっているはずなのだが、毛並みには濡れた様子はなく、もふもふ感をキープしていた。

			「可愛(かわい)いですね……！」

			　動き回る栗色の毛玉。可愛(かわい)い小動物の登場に、フィリアは翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を輝かせていた。あの兎(うさぎ)を抱っこしてみたい。そんな願望が駄々漏れである。

			「ソウジさん、もっと近付いてみましょうよ！」

			　満面の笑みを浮かべてフィリアが総(そう)司(じ)の服の袖(そで)を引く。

			　テンションの高いエルフの少女と、彼女に引っ張られてきた人間の少年が湖に近付いても、兎(うさぎ)が逃げ出すことはなかった。それどころか、二人に近付いてきた。

			　総(そう)司(じ)は鞄(かばん)から橙(だいだい)色の細い物体を取り出して、湖の畔にしゃがんだ。

			「人参ですよ、食べませんか」

			　兎(うさぎ)が総(そう)司(じ)のほうを向いた。その鼻はひくひくと動き、野菜の匂いを探っているようだ。

			　ぴょん、ぴょん。兎(うさぎ)は物凄いスピードで総(そう)司(じ)に接近して人参にかぶり付いた。

			　その様子を目を輝かせてフィリアは見入っていた。

			「ソウジさん、兎(うさぎ)飼ってるんですか？　慣れてるみたいですけど……」

			「飼っていませんけど、家の近くの川でもよくこうしています。人参じゃなくて胡瓜(きゆうり)ですけど」

			　ちなみに動物とも言えない生物である。

			　ちなみにまだ中学生の頃、総(そう)司(じ)はその生物に尻子玉を抜かれそうになった。その際、総(そう)司(じ)が逆にジャーマンスープレックスを喰らわせてその生物の頭の皿を粉々に破壊し、慌てて家から皿を持ってきて弁償した時から、彼らの友情は始まった。

			　だが、こちらは特に命の取り合いをせずとも友情が成立した。何かに取り憑(つ)かれたように人参を食べる兎(うさぎ)は、総(そう)司(じ)に抱き抱えられても暴れようとしない。

			　一方、フィリアはそわそわした様子で手を出したり引っ込めたりしていた。

			「あ、あの、触っても大丈夫でしょうか……？」

			「大丈夫だと思いますよ」

			　もふもふ、なでなで。栗色兎(うさぎ)が抵抗しないのをいいことに、フィリアは撫(な)でまくった。それをしばらく続けていると、フィリアの肩に小さくて黄色いものが乗った。

			　小鳥だった。澄んだ翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)がじっと少女を見上げている。

			「どうしたの、小鳥さん？」

			　言葉が通じないとは分かっていても聞いてみる。小鳥は微動だにせず、フィリアを見詰めたままだ。総(そう)司(じ)は鞄(かばん)を漁(あさ)って何かを捜(さが)し始めた。

			「さすがに鳥の餌は入ってないかな……」

			『そんなもの普段は持ち歩かない物だ』

			　総(そう)司(じ)でもフィリアでもない、中世的な声だった。思わず二人が顔を見合わせていると、『ここだ、お主が人参を食わせている相手だ』とまた声がした。

			　まさか。フィリアが恐る恐る兎(うさぎ)を見ると、その背中から栗色の翼が生え、ぱたぱたと飛んでいた。

			　さらに頭の上にちょこんと乗った銀色の王(おう)冠(かん)。

			「わあ、兎(うさぎ)が飛んでるし喋(しやべ)ってますよ、フィリアさん」

			「そう……ですね……」

			　フィリアは引き攣(つ)った笑顔を浮かべるしかなかった。そんな対照的な二人の反応を見た栗色兎(うさぎ)は、前足で総(そう)司(じ)の頭を軽く叩いた。

			『こっちのエルフは驚いた顔をしておるのに、お主は全然そんなことがないな』

			「なんか、すみません」

			『よい。あまりお主を虐(いじ)めるとあとで白いのが怒る』

			　とりあえず謝った総(そう)司(じ)に、兎(うさぎ)がやれやれと言うように首を横にする。とてもあの人参を一心不乱に食べていた栗色の毛玉とは思えない。

			　しかも、先ほどとは違い、今の兎(うさぎ)からはかなりの魔力を感じる。

			　ある可能性に辿り着いたフィリアは、深呼吸をしたあとに尋ねた。

			「あ、あなたがもしかして……エリクシア様、ですか？」

			　その震えた声での問いに、兎(うさぎ)は飄(ひよう)々(ひよう)とした口調で答えた。

			『そう、私はこのパラケルススの番人であり、三界神が一人、エリクシアだ』

			　たった今までエリクシアを撫(な)でまくっていたフィリアは、気絶しそうになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　沖(おき)田(た)町(ちよう)に流れる沖田川。それは昔から河童(かつぱ)が出るという噂が流れており、地元住民も近寄らない場所だった。

			　その河畔に、一人の人物がしゃがみ込んでいる。その手には胡瓜(きゆうり)。胡瓜(きゆうり)は蜂蜜でこれでもかというくらいコーティングされており、加えて生クリームがかかっていた。さらにチョコチップまでまぶされている。

			　そして、川の中ではそれを食べたと思われる頭に皿を載せた緑色の生き物が沈んでいた。

			「あれー？　これ河童(かつぱ)さんの好みに合わなかったんですかねー……あの坊ちゃんは美味(おい)しそうにぼりぼりかじっていたんですけど」

			　拗(す)ねたような口調で呟(つぶや)いたのは、黒いコートを着た銀髪の若い青年だった。

			　その瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)は、不思議そうにおぞましい味付けの胡瓜(きゆうり)を見詰めていた。

			　そして、そんな青年を不思議そうに眺めていたのは、近所に住む小学生だった。河童(かつぱ)に出会えるかと親に内緒で来てみれば、そこには不審者がいた。

			　不審者、というには中性的な綺(き)麗(れい)な顔をした青年であったが。

			「お兄ちゃーん、そんなところにいたら河童(かつぱ)に尻子玉？　っていうの抜かれるよー」

			「ふふ、大丈夫ですよ。僕はそんな目に遭いませんから」

			「何で？　お兄ちゃん河童(かつぱ)より強いの？　何者!?」

			　青年はそんな子供の期待に応えるかのように、悪戯(いたずら)めいた笑みを浮かべて答えた。

			「僕は、神様ですよ」

		

	
		
			　

			少女とエーテル

			　

			　ここはエリクシアの住む小屋。

			　エリクシアによって招かれたそこには、様々な花が咲き乱れていた。室内に漂う甘く、けれど心を落ち着かせてくれる優しい香り。

			『ほれ、いくらでも飲んで食え』

			　木のテーブルの上には様々なものが載っていた。宝石でできたグラスが差し出される。中に注がれていたのは、甘い香りのする山吹色の液体。これはパラケルススで採れる花で作ったジュースだ。

			　それから果実や木の実で作ったケーキやクッキー。焼きたてのパンには黄金に光る蜂蜜が添えられている。

			　どれも今まで味わったことのない甘みだ。フィリアは一口食べるごとに感動で目を潤ませた。

			「おっ、美味(おい)しいです……！」

			『……そこまで大きな反応を見せることはないだろう』

			「だって、あのエリクシア様とこうしてお会いできて、しかもこんなに美味(おい)しい物を食べさせてくれるなんて……」

			『私はそんなに偉い身分ではないのだがなあ』

			　エリクシアは薄桃色の花びらをばりばりと食べた。ケーキにも飾られているが、花なのに噛むと桃のような甘みが口の中に広がった。

			「でも、こんなに美味(おい)しいのを僕たちだけでいただくのは……ちょっとヘリオドールさんたちに申し訳ないですね……」

			　総(そう)司(じ)はまだまだテーブルに載ったデザートや菓子を見て言った。

			　エリクシアが『だったら持ち帰ればいい』と提案する。

			「そんなことしてもいいんですか？」

			『こんなに用意したのを食べ残されたら、こっちも困るからな。いくらでも持っていけ』

			「では、お言葉に甘えまして」

			　鞄(かばん)からタッパーを取り出して、ケーキやクッキーを丁寧にしまっていく総(そう)司(じ)に焦(あせ)ったのはフィリアだ。パラケルススのものをこんな簡単にアスガルドに持ち帰ってしまっていいものか。

			「本当にいいんですか……!?」

			『本来はあまり良くない。ただ……今回は特別だ。ほれ、蜂蜜は壺ごと持っていけ』

			　エリクシアは総(そう)司(じ)を見ながらそう言った。

			『で、お主たちは何しにここに来た？　こっちの黒髪はただの観光客だが、エルフのほうは何やら深い事情があるのだろう？』

			「お父さ……小さい頃に亡くなった父に会いにきたんです。ここには亡くなったエルフが集まると聞いたので……」

			『亡者などに会ってどうする。もうアスガルドには戻れんのに』

			「ただ、大好きだったことを伝えたいだけなんです。でも、町のどこを見てもエルフなんて誰もいなくて」

			　フィリアの話を聞いたエリクシアは小さく息をついて、藍(あい)色の花びらを齧(かじ)った。

			『多くの魂(たましい)は死ねばヴァルハラか、生前に罪を犯した者であればニヴルヘイムに送られる。だが、エルフとハイエルフの魂(たましい)はこのパラケルススに流れ着く。ここは主たちの始まりの場所でもあるからだ』

			「ど、どういうことですか？」

			『エルフという種族は、人間に化けた妖精と人間が交わり生まれたのが始まりだ。妖精にとってこの地は生まれ故郷であり、墓場でもある。エルフも同じことなのさ』

			　ハイエルフは妖精の血を強く引き継いだため、頭からは触角が生え背中からは蜻蛉(とんぼ)羽が生えている。さらに魔力も強いためにエルフより高い身分に位置している。

			　フィリアは嬉しそうにエリクシアに聞いた。

			「やっぱりここにお父さんはいるんですね!?」

			『いる。……が、会わせることはできないよ。生者と亡者の邂(かい)逅(こう)は禁(きん)忌(き)とされている。ここでお主の頼みを聞いてしまえば、他のエルフからの頼みも聞き入れなければならない。許せ、掟(おきて)は掟(おきて)だ』

			「そう……ですか」

			　何となく、そんな気もしていたのだ。フィリアはそれ以上食い下がることなく黙るしかなかった。

			「ピィ」

			　肩にいた小鳥がフィリアの手に止まり、一鳴きした。慰(なぐさ)めてくれているのだろうか。

			「ありがとう……」

			『……その詫(わ)びと言っては何だがな、お主に渡したいものがある。ついてこい』

			　エリクシアの言葉に反応して、勝手に小屋の扉が開いた。そして、背中から生えた栗色の翼を羽ばたかせ、小屋から出ていく。

			　それをフィリアが追いかけようとしたが、なぜかエリクシアはすぐに小屋の中に戻ってきた。

			『おい、黒髪。主もせっかくだから来い』

			　一人と一匹を見送っていた総(そう)司(じ)に声をかけた。

			「僕もいいんですか？」

			『このエルフの娘は主のおかげでここに来れたんだ。だったら最後まで付き合わせてやる。まだ生者には誰にも見せたことのないところに連れていってやる』

			　

			　総(そう)司(じ)とフィリアがエリクシアに連れてこられたのは、『エッダの森』と呼ばれる場所だった。妖精や精霊も近付くことの許されない、聖なる地とされる森だ。

			　フィリアは森の入口を見て言葉を失った。

			（綺(き)麗(れい)……）

			　赤から橙(だいだい)へ。

			　水色から緑へ。

			　藍(あい)色から紫へ。

			　すべての木々が七色に煌(きら)めいていた。幹も、葉も、枝も、絶えず色を変えながら発光を続けている。

			　そして、この付近だけ空は闇(やみ)色に染まり、木の輝きを一層引き立てていた。

			　これほど美しい場所など、アスガルドには存在しない。フィリアはその場から動くこともできず、その不思議な光景に見入られていた。

			『エルフの娘、行くぞ』

			「行きましょう、フィリアさん」

			「あ……はい！」

			　エリクシアと総(そう)司(じ)に促(うなが)されてフィリアも歩き出す。

			「でも、私に渡したい物って何でしょうか」

			『主、治(ち)癒(ゆ)魔法は使えても他の魔法はからきしだろ』

			「はうっ！」

			　どうしてそれを。言い当てられてフィリアは頬を染めた。しかし、エリクシアにからかいの色はない。

			『それは主が不器用とかそういう問題ではないぞ。主のエーテルに問題がある』

			「私のエーテルに……ですか？」

			『エーテルはマナを取り込んで魔法を生み出す装置のようなものだが、それぞれ個人差がある。火の魔法を使うのに長(た)けたエーテルもあれば、水の魔法が使いにくいエーテルもある。主のそれは父親譲りのあらゆる属性に長(た)けた、治(ち)癒(ゆ)魔法ですら容易(たやす)く使えるほどの特級品だった。……本来はな』

			　何かを含んだ言い方に、フィリアは首を傾げた。

			『かつて、ある者の頼みによって、主のエーテルを治(ち)癒(ゆ)魔法しか使えないタイプと交換した。だから主はいくら魔力があっても、癒(いや)す力は使えるが炎も風も起こせない。まあ、はっきり言ってしまえば、私が原因だ』

			　フィリアは困惑した。

			　自分が魔法を使えない理由に、エルフにとって最も尊い存在であるエリクシアが絡んでいるとは思わなかったからだ。

			　どうして、誰が、エリクシアにそんなことを頼んだのだろう。

			　内容が衝(しよう)撃(げき)的すぎて混乱から覚められないまま辿り着いた最深部では、薄(はつ)荷(か)色の宝石のようなものが光り輝いていた。

			『これが主の本来のエーテルだ』

			「これが……私の？」

			『触れるだけでいい。それだけで主の体の中に入っていく』

			　エリクシアにそう促(うなが)され、フィリアは薄(はつ)荷(か)色の宝石に指先で触れた。

			　その瞬間。

			「きゃっ……！」

			　小さく悲鳴を上げると、フィリアは倒れ込んでしまった。同時に宝石も消える。今まで一番後ろを歩いていた総(そう)司(じ)が瞼(まぶた)を閉じたまま動かない少女を軽く揺さぶった。

			「フィリアさん？　フィリアさん？」

			『気を失っているだけだ。時間が経てば目を覚ますだろうから心配はいらんさ』

			「……そうですか」

			『どれ、帰るか。この娘を運ぶ役割は主に任せるぞ』

			　エリクシアにそう言われたのは、フィリアの周りを飛び回っていた小鳥だった。それは発光したあと、金髪の男性へと姿を変えた。

			　白い仮面をしているので顔は見えない。だが、耳が長いことからエルフであるのは分かった。

			　フィリアを背中におぶる男を見て、総(そう)司(じ)がエリクシアに尋ねた。

			「この人は亡くなったエルフの人ですか？」

			『そうだ。死んだエルフはパラケルススに辿り着いたあと、このエッダの森の木の一部となり、時が来たら転生する。……が、こうして何人かには、私の助手をしてもらっている』

			「兎(うさぎ)の姿だといろいろ面倒ですからね」

			『お主、微妙に反応するところが間違ってるぞ。この木については何も触れないのか』

			　エリクシアは総(そう)司(じ)の頭の上に乗ると翼を消した。

			　仮面を付けたエルフが元来た道を歩き出したので『あれについてけ』とエリクシアは総(そう)司(じ)に指示した。

			「エリクシア様は、どうしてフィリアさんのエーテルとやらを交換するよう指示した人が誰か言わなかったんですか？」

			『言ってもいいがな、父親に匹敵するほどの力を自分の知らないうちに奪われたんだ。その者に強い恨みを抱いてもおかしくはない。私はこの娘をよく知っていてな。そういう負の感情に惑わされる姿は見たくない』

			「でも、フィリアさんが上手く魔法を使えないようにした人は、フィリアさんを心配してくれていたのかもしれませんね」

			　総(そう)司(じ)の言葉に、仮面のエルフの動きが一瞬止まった。

			『娘をこれだけ泣かせといて心配していたって矛(む)盾(じゆん)していないか？』

			「だって、フィリアさんがお父さんみたいなすごい魔法を使えるようになったら、それだけ戦う機会が増えてしまうってことですよ」

			『そうだな』

			「戦わせたくないから魔法を使わせたくなかったんじゃないですか？」

			『……さあ、私には分からんよ。奴がどうしてこんなことを頼んだか、理由までは聞いていないからなあ』

			　そこからは会話もなく、エッダの森を出ると緑の扉が待ち構えていた。

			　鍵(かぎ)穴(あな)からは金色の光の糸が伸びており、総(そう)司(じ)のポケットに繋がっていた。総(そう)司(じ)がポケットからここに来る時に使った鍵(かぎ)に糸が結ばれている。

			『じゃ、お主たちはそろそろ帰れ。このあとに客と会う約束をしていてな』

			「分かりました。また、会いましょうね、エリクシア様」

			『お主、神様相手にまた会いましょうだなんて意外と軽いな』

			「すみません、あまり神様っぽく見えないので……」

			『やかましい』

			　エリクシアは翼を出すと、総(そう)司(じ)の頭を勢いよく蹴(け)って飛び立った。

			「ん……？」

			　フィリアが身じろぎ、ゆっくりと瞼(まぶた)を開く。まだ覚(かく)醒(せい)しきらない意識の中で、誰かに背負われているのだけは分かった。

			「お父さん……？」

			　金髪というだけで、なぜか父親と錯覚してしまった。

			　仮面の男は目覚めたフィリアをそっと降ろすと、小鳥に戻ってどこかへ飛び去っていった。

			　それをぼんやりとした表情で見送るフィリアに、総(そう)司(じ)が声をかけた。

			「フィリアさん、そろそろ……」

			「はい……そうですね。帰りましょう……」

			　フィリアは温かく、穏やかに笑った。

			　

			「おっ、おかえり。もう少し二人きりで散歩してても良かったのに、ずいぶん早かったじゃない」

			　家に戻るとエヴァにそう言われ、フィリアは時計に視線を向けた。自分が出ていってから、まだ一時間も経っていなかった。パラケルススには二時間ほどいたような感覚が残っているのに。

			　総(そう)司(じ)がフィリアにだけ聞こえるように囁(ささや)く。

			「……こっちと向こうでは時間の流れが違うみたいですね」

			「はい……」

			「お、何？　私には言えないやましい話？」

			「お姉ちゃん！」

			「真に受けるな。はい、これ纏(まと)めておいたよ」

			　いちいち顔を赤くして怒る妹にエヴァはからかいを含んだ笑みを浮かべつつ、数枚の紙を渡す。二人がいない間に書いたウルリーネ村の住民のデータだ。

			　フィリアは目を丸くした。

			「も、もうできたの？」

			「皆あんたのためならって協力してくれたんだ」

			「そうだったんだ……」

			「血痕があるのはどうしてだって何度も言われたけどな」

			　しかし、これで役所が恐ろしい場所だと一層思われてしまった。あんなにいい場所なのに、とフィリアは少し残念な気持ちになる。

			（でも、この血のこと説明できないし……）

			　フィリアが悩んでいると、総(そう)司(じ)が鞄(かばん)を開けながら話しかけた。

			「フィリアさん、蜂蜜、エヴァさんにプレゼントしませんか？」

			「ソウジさんがもらったのに……いいんですか？」

			「お仕事全部エヴァさんがやってくれましたから」

			　総(そう)司(じ)はそう言いながら蜂蜜の瓶を鞄(かばん)から取り出そうとする。しかし、その手をフィリアが止めた。

			「もう少しだけ待っててください、ソウジさん」

			「構いませんよ」

			「おーい、二人とも？」

			「ううん、何でもない。それじゃあ、私たちもそろそろ帰らなくちゃ」

			　フィリアの言葉にエヴァは一瞬だけ寂(さび)しげな表情をしたが、すぐに隠した。この書類を住民課とやらに持っていかなければならないのだろう。できれば、もう少しここにいてくれと言いたかったが、妹の邪魔をしてはならない。

			　じゃあ村の入口まで、とついてきたエヴァの笑顔を見たフィリアも涙ぐんでしまう。総(そう)司(じ)が「もう少しいますか？」と聞いてきたので、力強く首を横に振る。長くいた分だけ、寂(さび)しさが強くなるから。

			「またね、お姉ちゃん」

			「うん。今度は仕事とか関係なく遊びにきな」

			「……うん！」

			　総(そう)司(じ)とフィリアが森に向かって歩き出す。エヴァは二人が見えなくなるまで見送るつもりだった。

			　が、フィリアがこちらを振り向いた。

			「忘れてた！　あのね、お姉ちゃんにお土産(みやげ)があるの！」

			　叫ぶ妹の手にはたっぷりの蜂蜜が入った瓶。エヴァはそれを取りにいこうとしたが、「そこで待ってて！」と呼び止められてしまう。

			　まさか投げるつもりか。運動神経があまり良くないフィリアには難易度が高すぎる。

			「馬鹿、投げるなっ……」

			「四大精霊シルフ。我に力を貸したまえ。風は哭(な)き、風は叫び、風は咆(ほう)哮(こう)する。混(こん)沌(とん)を薙(な)ぎ払い、清浄なる大気を蘇(よみがえ)らせよ――」

			　それは風の魔法の詠(えい)唱(しよう)だった。フィリアの手から瓶が離れ、暖かな風に乗って宙を舞う。
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			　美しい琥(こ)珀(はく)色の蜜が詰まったそれは、言葉を失いながらもエヴァが伸ばした掌(てのひら)にそっと着地した。

			「フィリア……魔法が……」

			　フィリアは珍しく得意気な笑みを見せると、総(そう)司(じ)の手を引いて森の奥へ消えていった。

			　

			　二人が扉の向こうへ帰っていくのを見届けたあと、エリクシアは小屋に戻った。そこには遠くに消えたはずの小鳥がテーブルの上に乗っていた。

			『いい少年だ。主の感情をしっかりと理解してくれている』

			「ピィ」

			『ああいう男の下になら嫁に行かせてもいいじゃないか？　姉と違って温厚な性格の娘にはお似合いだ』

			「ピィ」

			『冗談だ』

			　扉が数回ノックされた。小鳥が白い球体となり、姿を消した。

			『入れ』

			　その声に従って扉が開かれる。入ってきたのは燃えるような紅く長い髪と、ガーネットのような深紅の瞳(ひとみ)、華(きや)奢(しや)な体に黒いドレスを纏(まと)わせた美女だった。

			「貴殿が三界神が一人、エリクシアか。私はラグナロクを統括する者、レイラだ」

			『統括する者。まわりくどい言い方なんぞしないで、ストレートに魔王と名乗ったらどうだ』

			「ここは本来魔族が足を踏み入れられる場所ではないだろう？　さらにやってきたのがかつてアスガルドを陥(おとしい)れた魔王となれば……」

			　魔王。この世界を滅ぼそうとした禍(まが)々(まが)しき悪鬼。魔王が勇者に殺されたあと、本拠地であり、魔族の大陸でもあるラグナロクを統括する者が必要となった。

			　その者こそがこのレイラ。彼女は二度と魔族による愚(おろ)かな戦争が引き起こされないよう、魔族に安息の平和をもたらすため、あえて魔王となった。

			　見(み)目(め)麗(うるわ)しい容姿をしているが、先代にも匹敵する魔力の持ち主だ。しかし、同時に気丈でありながら優しい心の持ち主で、彼女を慕(した)う魔族は多い。

			　エリクシアもそれが分かっているからこそ、こうして彼女をこのパラケルススに招いたのだ。いや、そもそも魔族がすべて悪という認識などエリクシアは持っていない。二十年前の戦争で戦いを望まなかった魔族も多く存在した。

			『では、二代目と呼ばせてもらうか。ほれ、主が求めていた物ならもう準備ができているぞ』

			　そう言ってエリクシアがレイラの眼前に出現させたのは、淡い青色の宝石だった。

			　レイラはそれを「感謝するぞ、エリクシア殿」と感謝の意を述べて手に取ると、そのまま口に放り込んだ。

			　エリクシアが露骨に顔を顰(しか)める。

			『馬鹿娘。それは食って体に取り込む物ではないぞ。まあ、主の体が何ともないようなら大丈夫だと思うが』

			　青い宝石の正体は、とある魔法を使うためのエーテルの素、のようなものだった。絶大な魔力を持つレイラのエーテルは超一級品である。

			　だが、魔王と呼ぶに相応(ふさわ)しい強力な魔法を使えるものの、それとは引き換えにある系統の魔法は使えないエーテルでもあった。

			　そして、それを補いたいということでこうして素を手に入れるために、レイラはやってきたのだった。

			「な、何だと!?　だが、ほんのり甘くて美味(おい)しかったぞ!?」

			　顔を赤らめて慌て出すレイラは、魔王どころか魔族にすら見えない。魔族の行く末が一瞬だけ不安になったが、こんな性格だからこそラグナロクの魔族からも愛されているのだろう。

			　……そんな優しくて少し抜けている彼女ゆえに、話しておかなければならないことがある。

			『二代目。まだ時間はあるか？』

			「あ、ああ、何だ？」

			『別に今の件について説教するわけではない。さあ、そこに座れ』

			　びくつくレイラを青い茸(きのこ)の形をした椅子に座らせて、先客たちに好評だった花のジュースを出してやる。

			「ほお、これは甘いな！　まるで果実のようだ」

			『喜んでくれて何よりだ。さて、二代目。主には知っておくべきことがある』

			「……？」

			『主はアスガルドを蘇(よみがえ)らせた三界神の伝説を知っているな？』

			「ああ、貴殿たちが一度は滅びた世界を作り直した、という話だろう？」

			　この兎(うさぎ)のような神がそんな大それたことをしたとは実感できない。半信半疑になりながらエリクシアを見る。

			『そう。私とレーヴァテイン、マフユ……この世界の神の創世記……だが、この話には裏がある。三界神とはアスガルドを統括する三人の神、ではない』

			「何？」

			『三界神の三界とはアスガルド、ウトガルド、そしてパラケルススを指している。アスガルドでの時空改変による影響で、別の解釈をされているようだが』

			「待て。話が見えない。改変？　お前はいったい何を言っているんだ」

			『今のアスガルドは本来なら、もうとっくに存在しない無の世界だ。あの時、すべての生命は死に絶え、何もかもが滅びた。二代目、お主の手で。いや……正確に言えば、お主が最も憎む者、と言うべきか』

			「……どういうことだ」

			　冗談、というわけでもないようだ。レイラの顔つきも神妙なものに変わる。

			『まあ、その説明をする前にまず三界神の紹介でもしておくか。私はエリクシア。このパラケルススの番人だ。次にマフユ。こいつはウトガルドを管理しているのんびりした男だ。……そして、三人目のレーヴァテインは、少し前までアスガルドを守っていた。だが、今はもういない。二十年前にアスガルドに召(しよう)喚(かん)された一人の少女によって倒されたからな』

			「一人の少女……？」

			　レイラの脳裏に、一人の少女の姿が浮かぶ。そんなはずはない。そんなはずは。

			『少女の名前はアイカ。レーヴァテインは、魔王と呼ばれる存在と成り果て、最期はアイカとの戦いで死んでいった』

		

	
		
			　

			魔族と神

			　

			　それぞれ異なる次元に、三つの世界が存在している。

			　一つは魔法技術が発展し、様々な種族が住まうアスガルド。

			　一つは純血の人間たちが優れた科学技術を持って世界を統括するウトガルド。

			　一つは妖精霊の住み処である、悠(ゆう)久(きゆう)と幻想の町パラケルスス。

			　これら三つの世界を創り、世界とともに生き、見守る番人。それが三界神だ。エリクシアはパラケルススを治める者として妖精霊の長となり、マフユはウトガルドを流離(さすら)いながら世界を観察し続け、レーヴァテインはアスガルドに住まう人々を守り続けた。

			　見るだけであって、ウトガルドに住む人々に必要以上に干(かん)渉(しよう)することのないマフユを、レーヴァテインは常に責めていた。

			　どうして世界を、人々を守ろうとしないのか。醜(みにく)い争いによって多くの命が消えていくのに、なぜ黙って見ているだけなのかと。

			　ウトガルドでは古代から人間による醜(みにく)い争いが起きていた。それは大量の命を奪い合う、国同士の殺し合いに発展した。それに対してかつてのアスガルドでは戦争はおろか、他者との衝突の起こらない平和な時間ばかりが流れていた。

			　怒り、憎しみ、悲しみ、妬(ねた)み……あらゆる人間の負の感情をレーヴァテインが吸い取っていたからだった。それによって人々の心は常に清浄なものとなり、互いが互いを助ける美しい世界が維持され続けた。

			　レーヴァテインは笑顔で生きる人々を見て、自分の正しさを再認識した。だからこそ、何も手を下さず傍(ぼう)観(かん)するばかりのマフユに強い憤(いきどお)りを覚えた。

			　そんな仲間からの糾(きゆう)弾(だん)の声にマフユは何も反論せず、何も変わろうとしなかった。だが、一つレーヴァテインに忠告をした。

			　――君こそこんな偽善的なことはやめるべきですよ。一番大事なものを壊したくなければ。

			　レーヴァテインもその時ばかりは何も言い返せず、悔しげにマフユを見ていた。マフユが何を伝えようとしているのか、レーヴァテインも分かっていたのだろう。

			　レーヴァテインは徐々に変わっていった。精神に異常をきたし始め、凶暴な一面を見せるようになった。本人もそれを自覚していたようで、自らに起きた異変を酷(ひど)く恐れていた。

			　レーヴァテインを変えたのは、人間から吸い取ったあらゆる負の感情だった。それらは消滅することなく、レーヴァテインの精神を侵食していった。

			　守ろうとしていた者たちによって間接的に壊されていくという絶望。

			　幸せそうに笑うアスガルドの人々に、激しい殺意を抱いてしまう絶望。

			　それらに耐え切れず、レーヴァテインはマフユとエリクシアに、自分を二度と目覚めない永遠の眠りに就かせて欲しいと懇(こん)願(がん)した。その言葉を叶えるために二人の神は一人の神を時空の彼方へと閉じ込めた。

			『だが、レーヴァテインは蘇(よみがえ)った。ともに封じられたどす黒い感情を力に変換して自力で封印を破壊し、アスガルドに戻ってきた。おぞましいまでの破壊衝動を抱えた魔王としてな』

			「……つまり、魔王とはもともと神と呼ばれていた者だったというわけか？」

			『その化け物じみた……いや化け物そのものの強さを持っていた奴を皆魔族と疑わなかったようだがな』

			　魔王となったレーヴァテインはすでに理性を完全に失っていた。

			　ただ、人間を殺すことしか考えていなかった。魔族を率いて人間を皆殺しにしてアスガルドを完全に壊し尽(つ)くすつもりだったのだ。

			　そんなレーヴァテインを死という形で救ったのは、ウトガルドから強制的に召(しよう)喚(かん)された少女で、勇者と呼ばれたアイカだった。

			　アイカは魔王を討った直後、自分の世界に帰り、すべてが解決したと思われていた。

			　だが、それは新たなる災(さい)厄(やく)の始まりだった。

			『レーヴァテインの肉体は滅びても魂(たましい)までは朽(く)ちていなかった。奴は己の体を捨てて逃げ延び、損傷した魂(たましい)をきたる時のために癒(いや)していった』

			「きたる時？」

			『自分と同等、あるいは近い力を持った魔族に憑(ひよう)依(い)して再び世界を滅ぼす時だ。そして、ここまで言えばもう分かるな？　その魔族こそがお主だ、レイラ』

			　今から十年ほど前のことだ。レーヴァテインはレイラに憑(ひよう)依(い)すると、あらゆるものを壊し、殺していった。

			　人間だけでない、エルフも、魔族も容(よう)赦(しや)なく殺していった。もう、戦争ですらなかった。蘇(よみがえ)った魔王の虐(ぎやく)殺(さつ)がひたすら続いた。

			　自らの意志でないとは言え、この手で世界を。

			　柘榴(ざくろ)色の双(そう)眸(ぼう)を見開くレイラにエリクシアは透明な水晶玉を出現させると、そこにある映像を映し出した。

			　それは炎色に染まった世界だった。大地が焼かれ、嘆き叫び、業火に包まれて死んでいく人々。

			　無へ帰っていく世界の中心で狂笑する少女。人間の焼け焦(こ)げる匂いを含ませた風に靡(なび)く紅(ぐ)蓮(れん)の髪、逃げ惑う者たちを愉しげに見下ろす柘榴(ざくろ)色の双(そう)眸(ぼう)。

			　今よりも多少幼い、レイラの姿だった。

			「これは……」

			『歴史が改変される前のアスガルドの姿だ。この後、お主の中のレーヴァテインは文字通り、アスガルドを火の海に変えた後、力をすべて使い果たしてその赤い海の中に消えていき、今度こそ死んでいった』

			「私の体を道連れにして……か」

			　それはせめてのもの救いだな、とレイラは思った。守りたいと思っていたものすべてを壊してしまった後に正気に戻ったところで、どうすることもできない。

			　そんな絶望を味わうくらいなら心が囚(とら)われたまま死んでいったほうが幸せだろう。

			　水晶玉に映る命を次々と刈り取っていく赤い少女の頬には一筋の涙が流れていた。それが精神を支配された彼女の叫びなのかもしれない。

			「エリクシア、本当ならこのアスガルドはこうなっていたというのは分かった。だが、なぜ、それが別の未来に切り替わった。お前たちは何をした？」

			『私たちはアスガルドに対して何もしていない。それぞれが三つの世界に番人として就く時に、互いが互いの世界に一切干(かん)渉(しよう)できないようにと、取り決めが行われた。そのせいで、レーヴァテインはマフユにいくら不満を抱いていてもどうすることもできなかったし、私たちもレーヴァテインの暴走を止められなかった』

			「取り決めだと？　そんなことで、一つの世界を見殺しにしたのか」

			『まさか。正確にはある面倒な法則を作り上げたんだ。私たち三界神が自分の世界以外での世界に干(かん)渉(しよう)してしまえば、自分の世界が崩壊してしまうような法則をだ。だからこそ、自分が守る世界のために、アスガルドに手を出すわけにはいかなかった』

			　打つ手はもはや残されていなかった。レイラにレーヴァテインが乗り移った時、まず彼女は力がある者を次々と殺していき、抵抗する暇(ひま)も与えなかった。

			　エリクシアはかつての仲間が愛していた世界を自らの手で滅ぼすという悪夢をぼんやりと見続けていた。

			　だが、マフユは違った。「あの人の尻拭(ぬぐ)いは僕が何とかしましょう」と笑った。もうあの世界はなくなってしまったというのに。

			『マフユは本当に何とかしてしまった。アスガルドが滅びるという時間は消滅し、代わりに今の時間を創り出した』

			「どうやってだ？　そのマフユとやらがこの世界をどうにかする手段はなかったのだろう？」

			『言っただろう。私たちは何もしていないと。マフユはあるウトガルドの人間にどうにかさせたんだ』

			「ウトガルドの人間……？」

			『本人曰(いわ)く偶然らしいがな。詳しくは知らないが、その人間はある方法によってアスガルドの人間の手を借りずにマフユとともにウトガルドから異世界に飛んだ。しかも、どういうわけか……二人が辿り着いたのは滅びたアスガルドではなく、それよりも少し過去のアスガルド』

			　今でも信じられない話だ。エリクシアは感心と呆れを含ませたように言った。

			『勇者によって、魔王であるレーヴァテインが倒される直前の時代だ』

			「…………………」

			『私は主を苦悩させたくて、こんな話をしたわけではない。強大な力は弱者を守ることもできるが、弱者を刈り取る危うさも持っている。あの水晶玉に映ったお主はひょっとしたら未来の主になるかもしれない。いいか、力に溺(おぼ)れるな。道を誤るな……主が愛した者たちをその手で殺(あや)めたくないのならな……』

			　エリクシアは強い口調で、けれど、どこか請(こ)うようにレイラに告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「河童(かつぱ)さーん？　生きてますかあ？」

			　沖田川の底に沈んだ河童(かつぱ)に呼びかけるが、反応がない。そんなにこの胡瓜(きゆうり)はまずかったのだろうかと、銀髪の青年は頬を膨(ふく)らませて甘い食材たちによって凌(りよう)辱(じよく)された胡瓜(きゆうり)を齧(かじ)った。

			「うーん、ナッツもまぶせばよかったですかねえ」

			「やめろ！　河童(かつぱ)が可哀想だろ！」

			　青年を止める声。青年が瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)を見開いて振り向けば、背後には黒いスーツを着た黒髪の男が、苦虫を噛み潰したような表情で立っていた。

			　青年は朗らかに笑って食べかけの胡瓜(きゆうり)を差し出した。

			「食べます？」

			「いるかそんなもん!!　血糖値が上がりそうな食い物勧めんじゃねえ!!」

			「君はいつも怒ってばかりですねえ。そんなんだからいつまでも息子さんと奥さんに頭が上がらないんですよ」

			「何で食い物拒否しただけで家庭事情に口出しされなきゃなんねえんだよ、何様だよ、アンタ」

			「神様ですけど？」

			　青年が即答すると、男は菫(すみれ)色の双眼で青年をきつく睨み付けた。常人であれば震えあがるほどの威圧感を漂わせていたが、相手はこれっぽっちも臆する様子を見せなかった。

			　むしろ、楽しそうですらある。

			「おい、マフユだったか？　アンタに聞きたいことがあって来たんだ。今日こそはちゃんと答えてもらうぞ」

			「何ですか？　近所の藤(ふじ)村(むら)さんの旦那さんの毛髪はあと何年ですべてなくなるかですか？」

			「誰だ藤(ふじ)村(むら)さん!?」

			　そんな人この辺に住んでいただろうか。考え込む男を無視して、青年は立ち上がると、その場から立ち去ろうとする。少し面倒臭そうにため息をついて。

			「どうせ、君はまた『どうしてあの時僕を助けてくださったんですか!?　教えてくださいマフユ様！』って聞きたいんでしょう？　二十年前からだらだらと……そんなんだから息子さんの実験台にされ――」

			「あいつのことは関係ねえだろ！　おれもそれについてはちょっと気にしてんだぞ!!」

			　あ、そこは否定しないんだ、と青年は男に同情心を抱いた。切なげに眉(まゆ)を寄せて胡瓜(きゆうり)をまた一口。蜂蜜と生クリームとチョコチップの甘みがたまらない。

			　ふと、男を見ればどこか困ったような表情を浮かべていた。本当に知りたいのだろう。

			　仕方ないなあ。青年は苦笑した。

			「教えてくれ……二十年前にどうしてアンタは俺を助けたんだ。本当だったらあそこで死ぬはずだった俺を、魔族の俺をこの世界に連れてきて……」

			「君も僕が本当の意味での三界神だって知ってるってことは、自分が本来の時間の中では魔王との戦いで勇者ちゃんを守るために死んだって分かってるでしょ？　……僕はその後、レーヴァテインが引き起こした終末を回避するために、こっちの世界の人間を利用した。君を助けたのは、その人間に君を死なせるなと頼まれたからですよ」

			　それさえなければ、いくら魔王撃破に貢献したとは言え、助けるつもりなど毛頭なかった。

			　レーヴァテインの魂(たましい)をどうにかできれば、もともと死ぬ運命だった者の命を救う必要はないと考えていた。というよりも、アスガルドの人間の運命を操作しようものなら、ウトガルドにどんな影響が出るかも分からなかった。

			　しかも、助けたら助けたでどうして助けたと執(しつ)拗(よう)に聞いてくるし、家庭を持つようにもなって、正直煩(わずら)わしい。

			　それにこの男は大きな勘違いをしている。

			「僕はその人間のおかしな願いを叶えるために君を助けた。ウトガルド人がアスガルド人を助けるのを手助けした。そういう形でならウトガルドも崩壊せずに済んだようですし」

			「……その人間は誰だ。見ず知らずの俺を死なせたくないだなんてメリットのない願いを言うくらいなら、他にもっと一(いつ)攫(かく)千(せん)金(きん)とか女に好かれるとかそんなことをテメエに頼むんじゃねえの？」

			「それは僕も思いましたけど、君を助けろってうるさくて。まあ、そんな願いを聞いて、その人間がもっと大好きになり言う通りにしてしまった僕も僕ですけどね」

			　青年――マフユは目を丸くして男――ロキに寂(さび)しげに笑いかけた。

			「でも、そのせいで僕はその人間と離れ離れになる羽目になりました。だから僕は君が嫌いだ」

			　やがて、マフユの体は白い霧へと変わり、それが晴れる頃には黒いコートの青年は消えてしまっていた。

		

	
		
			　

			間章・少年と占い

			　

			「これはこっくりさんですか？」

			　フィリアが貸してくれた本を読んでいた総(そう)司(じ)が、あるページを指差す。

			　それはアスガルド、それも獣人の間では広く知られている呪術だった。白く大きめの紙に文字と「はい」と「いいえ」の単語を書く。次に狐の精霊の紋(もん)章(しよう)を描く。これで文字盤のでき上がり。

			　そして、文字盤の上にコインを置き、指で押さえながら狐の精霊を呼び出すための呪文を唱える。そうすると、召(しよう)喚(かん)された精霊がどんなことでも教えてくれる、というものだ。

			　ウトガルドでいう、こっくりさん。それに興味を示した総(そう)司(じ)に、フィリアが説明する。

			「本当に教えてくれるとは限らないんですよ。狐の精霊にもたくさん種類がいて、ちゃんと教えてくれる子もいれば、いたずらをする子もいますから……」

			「そういうところも、こっくりさんにそっくりですね」

			「でも、どうしてソウジさん、こんなことを調べたいだなんて……」

			　フィリアが貸したのはアスガルドに伝わる呪術やおまじないを纏(まと)めた書物だ。

			　少女の疑問に、総(そう)司(じ)は重々しい理由を話す。

			「ヘリオドールさんが結婚できないと嘘のおまじないをしていたので、もっとちゃんとしたものはないかと」

			「そ、そうなんですか……」

			　結婚どころか、いい相手もいない上司のためにしてやれることは、他にもたくさんあるはずである。独身貴族候補にまじないなど、焼け石に水だ。

			「これ、ヘリオドールさんのためになるのかな」、フィリアの中で、新たな疑問が浮上した。

			「アスガルド版こっくりさん、やってみたいな……」

			　しかも、脱線している。総(そう)司(じ)の熱い視線がそのページに注がれていた。

			　本音を言えばフィリアも少し興味がある。

			　だが、まだフィリアは召(しよう)喚(かん)魔法を上手く使いこなせない。失敗して変なものを呼び出したら大変だ。

			　総(そう)司(じ)が思わぬ提案をしたのは、その時だった。

			「オボロさんに頼んでみますか」

			　狐の獣人である彼なら、力になってくれるかもしれない。早速本を片手に住民課へ向かう総(そう)司(じ)に、フィリアもあとを追った。

			　

			「え？　狐占いをやりたいの？」

			　総(そう)司(じ)と保護研究課の少女がやってきたと思えば、「これのやり方、知りませんか？」と聞かれたオボロは目を丸くした。

			「今時こういうのをやりたいって奴も珍しいと思うけどね……」

			「どうしてですか？」

			「狐占いで重要なのは、どんな狐の精霊を呼び出せるか、だ。ある程度頭がよくて予知能力も備わっているタイプが理想的だけど、精霊じゃなくてただの狐の霊もいるからね。そういうのに引っかかると、意味がない」

			「聞けば聞くほど、こっくりさんみたいですね」

			「こっくりさんって、何それ」

			「ウトガルド版狐占いです」

			「ウトガルド版狐占い……」

			　狐占いは召(しよう)喚(かん)魔法に長(た)けた者が行えば有効な占術だ。古い時代はこれを使って天候を予測し、作物を育てていた。

			　次第に誰でもできる占術と誤った解釈が広まってしまい、失敗する者が続出したので、今では「信(しん)憑(ぴよう)性(せい)の低い占い」として廃(すた)れつつある。ウトガルドでは、どのように使われているのかとオボロは気になった。

			　ちら、と時計を見たオボロが白い紙を取り出して文字を書いていく。

			「……ちょっとだけ暇(ひま)だから、見せてあげよう」

			「オボロさん、あんた棚の整理まだ終わって……」

			「あとでやるよ」

			　住民課の職員に指摘されるもオボロの動きは止まらない。彼もヘリオドール同様、総(そう)司(じ)には甘い。

			　文字盤を完成させたオボロは宙に向かい、小声で素早く詠(えい)唱(しよう)する。

			「コンッ」

			　すると、白い毛並みの仔狐が現れた。オボロの腕の中に収まったそれに、フィリアが嬉しそうに笑う。

			「わあっ、可愛(かわい)いですね」

			「一応、僕の使い魔でね。難しいことじゃないなら聞いてくれるよ」

			「コンッ」

			　オボロがコインを取り出して文字盤の上に置き、白い仔狐を抱き抱えながら、指で押さえる。

			「はい、準備いいよ。何が聞きたい」

			「えっ、えーと、えーと」

			「今日の朝、僕が食べたメニューは何ですか？」

			　急に話を振られ一生懸命考えるフィリアの横で、総(そう)司(じ)が無難な質問をした。ウトガルドでの彼の行動は、この場にいる誰も知らない。

			「コンッ」

			　白い仔狐が鳴くとコインがゆっくりと動き出した。コインは迷いなく文字の上を通過していく。それとともに、オボロも表情に陰りを見せる。

			「腐った豆……!?　君、どんな食生活を送ってんの!?」

			「ソ、ソウジさん」

			　過酷な生活を想像したのか、フィリアにいたっては涙ぐんでいる。

			「生活が苦しかったら、僕の家にご飯食べにきていいんだよ？」

			「私も力になりますから！」

			「すみません、多分腐った豆って、納豆のことです……」

			　二人がかりで鬼気迫るような表情で心配され、総(そう)司(じ)は少し言いにくそうに答えた。

			「……じゃ、気を取り直して次はお嬢さんだよ。何聞きたい？」

			「わ、私もいいんですか？」

			「この前手伝ってくれたお礼だよ。ほら」

			「それじゃ……私は将来お父さんみたいな、すごい魔術師になれますか？」

			「コンッ」

			　狐が一鳴き。コインはまっすぐ「はい」の文字に向かった。

			「よかったですね、フィリアさん」

			「はい！」

			　満開の花びらのように喜ぶフィリアに、オボロは苦笑した。狐占いで人間の未来を正確に予言することはできない。あくまでも、『そうかもしれない』程度だ。

			　二人が喜んでいるようだし、実現する可能性はあるので言わないでおく。

			「よし、次は……」

			「オボロさん、次はその狐を触らせてください」

			「触らせてください！」

			「占い関係ないな！」

			　そう言いつつ、白い仔狐を総(そう)司(じ)に渡すとピンク色の髪の魔女が、住民課に入ってきた。

			「あら、あんたたち狐占いなんてやってるの？」

			「オボロさんにお願いして、やってもらいました」

			「ヘリオドールさんもどうぞ！　何でも分かるんですよ、この狐さん」

			「ええ～……？　でも、私狐占いやっても上手くいかないのよねえ」

			「え？　ヘリオドールさん狐占いやったことがあるんですか？」

			「まあね。じゃ、私も久しぶりにちょっとやってみるかあ……」

			　フィリアの期待に満ちた眼差しから目を逸らしながら、ヘリオドールが答えた。そんな彼女にオボロが呆れを込めた声で指摘する。

			「あんた、自分に都合のいい結果が出ないからそう言ってるだけだろー……」

			「ちっがうわよ！　ちょっと見てなさい」

			　あらぬ誤解を受けたヘリオドールがオボロをどかして、コインに指を置いた。

			　ヘリオドールは瞼(まぶた)を閉じ、小さな声で召(しよう)喚(かん)の詠(えい)唱(しよう)を行った。

			　閉め切ったはずの室内に、冷たい風が吹いたのは直後のことだった。ぶるっと震えるフィリアの横で、総(そう)司(じ)が「おお」と感心したような声を発する。彼の漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)は狐占いを始めたヘリオドールの頭上に向いていた。

			「……ソウジ、お嬢さん。もうちょっとこっちに来て」

			　オボロが硬い声で二人をヘリオドールから離れさせる。

			　他の職員も青ざめた表情で魔女の頭の上を見ている。フィリアには何も見えないが、召(しよう)喚(かん)には成功したようだ。

			「ヘリオドールさん、どんな狐さんを召(しよう)喚(かん)したんですか？」

			「血まみれになってるわ、頭部は骨が剥(む)き出しになってるわで、すごい状況です」

			「おえっ……何であんなもん出してんの、あのおばさん……」

			　オボロがえずいた。

			　そんな中、何かを召(しよう)喚(かん)したヘリオドールは真剣な顔つきでコインを睨み付けていた。

			「今年中に私が結婚できるかどうか、教えてちょうだい」

			　コインが異常な速さで「いいえ」に向かうが、途中で止まった。いや、止められたのだ。ヘリオドールの人差し指によって。

			　互いの力は互角らしい。ヘリオドールの指もコインも、小刻みに震えている。
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			　オボロの時とはまったく違う状況に、フィリアは慌てた。

			「ソウジさん！　ヘリオドールさんの様子がおかしいです！」

			「いえ、いつも通りですよ」

			　総(そう)司(じ)のそっけない言葉に、口を手で押さえながらオボロが頷く。

			　ドン引きのギャラリーが見守る中、ヘリオドールは雄叫(おたけ)びを上げた。

			「させるかあああああああ!!」

			　ピシッ、と音がした。コインにヒビが入った音だった。

			　ヒビはどんどん大きくなっていき、やがてコインは砕け散ってしまった。

			「きゃあ！」

			「ヘリオドールさん！」

			　コインから放たれた衝(しよう)撃(げき)波に吹っ飛ばされたヘリオドールに、フィリアが駆け寄る。総(そう)司(じ)は吐き気を必死にやりすごそうとするオボロを見守っている最中だった。

			「大丈夫ですか、ヘリオドールさん!?」

			「いたた……毎回毎回こうなるから狐占いとは相性がよくないのよ。何であの質問をすると決まって同じ答えになるのかしら……ちっ」

			　舌打ちをするヘリオドールに、フィリアは恐怖を覚えた。やはり狐占いはオボロのように上手くいく例もあるが、こんなことになってしまうのだと。

			　その様子を眺めていた総(そう)司(じ)がおもむろに口を開く。

			「僕が占いを調べてたのは、ヘリオドールさんを喜ばせるためだったんですけど」

			「けど……何？」

			　青白い顔をしたオボロが次の台詞(せりふ)を促(うなが)す。

			「ヘリオドールさんみたいな人は占いやおまじないなんかに頼らなくても、自分の道を切り開いていけるんじゃないでしょうか」

			「そうだね。あんな化物呼び出して気合で退けられるくらいの根性を恋愛面に向ければ、結婚も夢じゃないかも……うぐっ」

			「頑張ってトイレまでは持ちこたえてください、オボロさん。ここでぶちまけようものなら、オボロさんの口を塞いででも僕が阻(そ)止(し)します」

			　生まれたての小鹿のように足を震わせ、総(そう)司(じ)に付き添われてトイレへと向かうオボロ。他の職員も顔面蒼(そう)白(はく)のままだったが、彼には特別はっきり見えたらしい。

			　コインが砕けた瞬間、ヘリオドールが呼び出した何かがどうなってしまったのかが。

			　何だかんだで仲のよい二人を眺めながらヘリオドールは思った。

			（総(そう)司(じ)君が私のことどう思ってるのか知りたいけど……まあ、変な結果が出たら嫌だし、もうやめましょう）

			　文字盤をびりびり引き裂いてゴミ箱へ放り投げるヘリオドール。都合の悪い答え＝変な答えに直結させる彼女に婚期が訪れる日はやってくるのか。

			　それは、どんな狐でも答えられないのかもしれない。

		

	
		
			　

			少年と再会

			　

			「アスガルドに行く前に寄り道していいですか？」

			　総(そう)司(じ)にそう言われたのは、暖かな日差しが降り注ぐ日曜日の早朝のことだった。

			　総(そう)司(じ)を迎えに、ウトガルド風の衣服に着替えて藤(ふじ)原(わら)家にやってきたヘリオドールは、その言葉に瞬きをした。

			「行くって……どこに？」

			「本屋です。大丈夫でしょうか？」

			「まあ……仕事が始まるまではまだ時間があるし」

			「ありがとうございます。では、行きましょうか」

			　ヘリオドールが来る前にすでに身支度を終わらせていた総(そう)司(じ)が、家を出て歩き始める。そのあとをヘリオドールも追いかける。ちょっとぐらいなら寄り道してもいいし、こちらの世界での総(そう)司(じ)の暮らしぶりを知るいい機会にもなる。

			　気になるのは、その本屋である。現在の時刻は七時十五分。こんな朝っぱらからウトガルドの本屋は開いているものなのだろうか。そんなヘリオドールの不安はどんどん大きいものとなった。

			　閑静な住宅街を歩いていたはずなのに、いつの間にか左右どちらを向いても空き地ばかりの道になっていた。

			　電信柱は薄汚れており、電線の上には夥(おびただ)しい数の烏が止まっている。彼らは鳴き声を発することもなく、総(そう)司(じ)とヘリオドールを静かに見下ろしていた。

			　人の声はおろか、遠くから車のエンジン音も聞こえることなく、空は分厚い灰色の雲に覆(おお)われてしまっていた。

			　総(そう)司(じ)が「今日はいい天気ですね」と呟(つぶや)くが、彼と自分とでは見ている世界が違うのではとヘリオドールは戦(せん)慄(りつ)した。

			　その時、空き地になっていない一軒家からキイ……と引き攣(つ)れるような音が聞こえ、ヘリオドールは咄(とつ)嗟(さ)に金色の瞳(ひとみ)を向けた。

			　玄関の扉が開いており、そこから住人らしき者が総(そう)司(じ)とヘリオドールを覗いていた。扉の隙間から見えた住人の姿に、ヘリオドールは息を呑んだ。

			　住人は何も服を着ていなかった。青白い鱗(うろこ)のような物に覆(おお)われて、ぼんやりと光る肌。魚のように丸い二つの双眼。両手足の指は水掻きのような形状をしている。

			　むわり、と臭ってくる生臭さにヘリオドールは手で口元を押さえた。住人はそれを見て、ゆっくりと扉を閉めた。

			「そ、総(そう)司(じ)君、あそこの家って」

			「伊(い)川(がわ)さんですか。時々、ああして覗いてくるんです。恥ずかしがりやさんなんですよ」

			「内面のことなんて知りたくないわよ！　外見についての情報を寄越しなさいよ!!」

			「あ、ヘリオドールさん、こっちです」

			　ヘリオドールの要求をさらっと無視して総(そう)司(じ)が入ったのは雑木林だった。いよいよヤバい、とヘリオドールの第六感が告げる。

			　中に入った瞬間、体が大きく震えた。ざあ、と吹き荒れる風によって揺れる木々はすべて枯れ落ちる寸前で、木の葉は茶色く変色していた。

			　風の音が誰かの笑い声に聞こえてきた。得体の知れない何かを感じて、ヘリオドールは総(そう)司(じ)の制服の袖(そで)を握り締めた。

			「総(そう)司(じ)君、本当に行くのは本屋よね……？　狐に化かされたとかそういうのじゃないわよね……？」

			「本屋ですよ。ほら、着きました」

			　総(そう)司(じ)の指差す方向にあったのは、小さな小屋のような店だった。脇に刺さっている『本屋』という立て看板のおかげで、ギリギリ店だと判別できるほどの古びた外装だった。見た目はまさに馬小屋。

			　ちなみに馬小屋というのは百歩譲っての表現である。一歩も譲らない状態で言うならば、昔悲惨な殺人事件が起きて以来、誰も足を踏み入れることなく朽(く)ち果ててしまった小屋、をイメージしたお化け屋敷だ。

			（うわああああああああ！）

			　早朝のウトガルドの町を総(そう)司(じ)と歩きたかった。本音を言えばただそれだけのために、わざわざ服まで用意したというのに、どうしてこんな恐怖に震えるような状況になってしまったのだろうか。

			　マナーモードの携帯電話並みにぶるぶる震えるヘリオドールに、総(そう)司(じ)が気付く。

			「あの……ヘリオドールさんは外で待ってていいですから」

			「えっ」

			　こんな首吊り死体がぶら下がってそうな場所に放置されても……。

			　それはそれで嫌だと複雑な思いのヘリオドールだったが、次の総(そう)司(じ)の一言で様子が一変した。

			「ちょっとここの店主と話しているのを見られるのは気恥ずかしいので」

			「えっ!?」

			　どういうことだ。ヘリオドールは愕(がく)然(ぜん)とした表情で総(そう)司(じ)を見るも、少年は近くに生えていた木に藁(わら)人形が打たれているのをのんびり見詰めているだけだ。

			　しかし、問題の発言を聞いた後では、それは単なる照れ隠しにしか見えなかった。

			　気恥ずかしい。つまり、ヘリオドールにはあまり知られたくない人物ということになる。同じ男でそんな人物がいるとは考えられないだろう。

			　だが、女だとしたら。それも総(そう)司(じ)と親密な関係にあるとしたら。

			「行くわ……」

			「え？　でも、怖いなら無理しなくても……」

			「無理じゃないわ！　全然無理じゃないわ!!」

			　怪しい。限りなく怪しい。ヘリオドールの頭の中では、総(そう)司(じ)とこのお化け屋敷の中にいる美女が談笑する光景が広がっていた。

			（フィリアちゃんやアイオライトの気持ちを無視して……どんな女なのか確かめてやる！）

			　と、心の中で自分に対してそう言い訳しつつ、猛烈な嫉(しつ)妬(と)心(しん)に突き動かされていたヘリオドールは気付いていなかった。

			　総(そう)司(じ)が意中の女性との交流を知られたくないのなら、初めからヘリオドールなど誘っていなかったことを。

			　

			　鼻息を荒くしながらヘリオドールが店内に入る。引き戸式の入口は建付けが非常に悪く、窓には奇怪な柄をした蜘(く)蛛(も)が巣を作っていた。

			　店の内部は薄暗かった。天井にぶら下がった弱々しい光を放つ黄色いランプ以外に明かりはなく、本屋のくせに文字を読むのに苦労しそうな環境だった。

			「な、何ここ……」

			「本屋です」

			「本屋って……」

			　確かに棚にはびっしり本が詰められている。だが、どの背表紙にもタイトルが記載されておらず、どんなジャンルの本かも分からない。

			　試しに一冊だけ棚から抜いてみる。表紙にもタイトルは書かれていない。その代わり、人間の顔のようなイラストが描かれており、何とも言えない不気味さを醸(かも)し出していた。

			　その本を開こうとしたヘリオドールはあることに気付いた。気付いてしまった。

			　本のカバーがしっとりと濡れているのだ。湿気によるものだろうか。他の本にも触れてみるも、濡れているのはそれだけだった。

			　というより、何となく奇妙な手触りのカバーだった。本に触れている感覚ではない。そう、まるで人間の肌に触れているような……。

			「……………………」

			　そこまで考えてヘリオドールは無言で本を棚に戻した。私は何も知らない。私は何も知らない。頭の中でそう繰り返しながら。

			　店の中に入ってしまったことを猛烈に後悔し始めた頃、最奥部にレジカウンターがあるのを発見した。いかにもウトガルドの店らしい光景に、ヘリオドールは安(あん)堵(ど)した。

			「チェケラ!!」

			　カウンターにいたのは、上半身裸のマッチョのアラブ人だった。上は何も着ていないくせに、黄色い帽子とサングラスを着用している。違うだろう。隠すべき場所が全然隠れていないではないか。

			　回れ右をして脱出を図ろうとするヘリオドールに、わずかに困惑した様子の総(そう)司(じ)が話しかける。

			「ヘリオドールさん？　どうしたんですか。顔色が悪くなってしまって……」

			「今すぐここから出るわよ、総(そう)司(じ)君。こんな混(こん)沌(とん)とした場所に居続けたら私たちもああなってしまうわ」

			「ああなってしまうって……ここの店主の人ですよ」

			　どうしたんですかとでも言うような総(そう)司(じ)の言葉に、ヘリオドールは勇気を出してカウンターへと視線を向けた。

			「チェケラッチョ!!」

			「帰るわよ!!　ラッパーもどきのマッチョが店主やってるってもうおかしいじゃない、この店!!」

			「安心してください、ヘリオドールさん。彼はアブドゥルさんと言いまして、この店の店長さんです」

			「何を安心しろって!?　なんでアラブ人がこんなところで店開いてるのよ!?」

			「ＹＯ ＹＯ ＹＯ！　フゥゥゥゥゥゥゥ!!」

			「アラブマッチョは黙ってろ!!」

			　どうしてくれよう、この惨状。これは確かに会っているところを見られたら気恥ずかしい。

			　こうなったら、一刻も早く総(そう)司(じ)には用件を済ませてもらうしかない。

			「アブドゥルさん、では例の物を……」

			「カモン！　イエアッ！」

			　アブドゥルがカウンターの下から何かを取り出す。

			　表紙にも背表紙にもタイトルが書かれていない黒い本だった。

			「フホオオオオオオオ!!」

			　もはや言語ですらない。しかし、総(そう)司(じ)にはちゃんと理解できたようで、彼は「ありがとうございます」と言って本を受け取った。

			「え……あんたそれ買うためにここに来たの？」

			「買うわけではありません。このネクロノミコンという本は普通に買うとあまりにも高いので、交換条件で僕が本の内容を日本語に訳す代わりに借りる形になったんです」

			「ふーん、どこの国の言葉なの？　あんたって頭がまあまあいいのは知ってたけど……」

			「一応アラビア語です。でも、僕にこの話が来たのは、僕がアラビア語を読み書きできるとかそういうことではなくて、僕以外の人がこの本を読むと、精神に異常をきたすからなんですよ」

			「何その怖い理由!?　何でそんな本を翻(ほん)訳(やく)の苦労を負ってまで借りようとしてんの!?」

			「それはその……高くて……」

			　総(そう)司(じ)は少し気まずそうに答えた。

			「私が聞きたいのはそこじゃないわよ！　だいたいいくらなの、それ!?」

			「十兆と九百八十円ダヨ！」

			　答えたのはアブドゥルだった。どうしてそこだけまともな言語になるのだ、陽気なアラブ人よ。

			　しかも何だ、その天文学的な値段は。

			　

			「で、それが君が借りてきた本？」

			　昼休み、役所の裏庭で日向ぼっこしていたオボロは、隣で黙々と本を読み続ける総(そう)司(じ)を見た。

			　正規の値段で買った場合の本の価格はとんでもない金額のようだが、傍(はた)目(め)から見てもとてもそんな重要なものには感じられない。

			　ウトガルドでは一冊の本にそこまで金をかけるものなのだろうか。それなりに読書家でもあるオボロも本に対する情熱は分からなくもない。

			　しかし、そんな破格の値の書物を翻(ほん)訳(やく)の仕事を承った程度で無料で貸出しするものなのか。

			　ヘリオドール曰(いわ)く「読んだら『チェケラッチョ』と連呼する怪生物になる」らしいが、逆にどんな内容か気になる。横から本の中身を覗き込んでからオボロはため息をついた。ウトガルドの世界の言語で書かれていては読めない。

			　渋い表情をするオボロに、総(そう)司(じ)はポケットから銀色の鍵(かぎ)のようなものを取り出し、オボロに手渡した。

			「何これ」

			「僕がいつもこちらの世界に来る時に持っている物です。これを持っていると、ウトガルドの言語をアスガルドの言語に、アスガルドの言語をウトガルドの言語に自動変換してくれるそうですよ。ヘリオドールさんに初めて会った時にもらいました」

			「へえ。じゃあ、これを僕が持てばウトガルドの本が読めるってわけね……」

			　早速、鍵(かぎ)を受け取ったオボロはページが開かれた本に目を通した。

			「おおうっ」

			　オボロが奇声を上げて鍵(かぎ)を総(そう)司(じ)に返した。

			「オボロさん、何だか顔色が……」

			「燃やせ！　そんな冒(ぼう)涜(とく)的な書物は燃やしてしまえ！　それはこの時の中で在ってはならないものだ!!」

			　虚(うつ)ろな表情で叫びながら、オボロが蒼い炎を出現させて総(そう)司(じ)へと放つ。総(そう)司(じ)はそれを軽々と避けると、オボロの背後に素早く移動した。

			　オボロが総(そう)司(じ)の気配に気付いて狂ったように叫ぶ。

			「やめろ！　その本に書かれた呪文を読むな！　世界が滅びてもいいのか!?」

			「いつものオボロさんに戻ってください」

			「ああ！　窓に！　マギャッ!?」

			　総(そう)司(じ)は躊躇(ためら)い一つ見せず、近くに落ちていた大きめの石で二階の窓を指差すオボロの後頭部を殴り付けた。

			　ガンッ、とヤバそうな音が、柔らかな陽光が燦(さん)々(さん)と降り注ぐ裏庭に響き渡る。

			　オボロは会心の一撃を受けて倒れ、一分ほどピクリとも動かなかったが、やがて涙目で起き上がった。

			「だ、誰だ、あのつるっぱげのオッサン!?　花畑の中心でこっちに向かって手振ってたんだけど!!」

			「つるっぱげ……もしかして先週亡くなられた大島さんのおじいさんでは……？」

			「何で僕の臨死体験の中に君の知り合いが登場すんの!?」

			　何はともあれ正気を取り戻したオボロはふう、と安(あん)堵(ど)のため息をつく。

			「ソウジ様ー！」

			　すると、可(か)憐(れん)な呼び声が上から聞こえた。見れば、役所の最上階の窓から何者かが手を振っている。
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			　柔らかそうな月色の髪と、アクアマリンを思わせる淡い蒼の双(そう)眸(ぼう)。そして、頭部からぴょこんと生えた二本の触角。

			　その美しいハイエルフの少女が誰なのかを気付いた総(そう)司(じ)は「あっ」と声を上げて、オボロは驚(きよう)愕(がく)で言葉を失った。

			　そんな二人の反応を嬉しそうに見下ろす少女は、窓から身を乗り出して手を大きく振った。

			「ソウジ様ー！　久しぶりですわー！」

			「こちらこそお久しぶりです、ティターニア様」

			「ふふっ、ティターニア様、ではなくて以前のように〝ティア〟と呼んでくださーい！」

			「では、ティアさん。お元気そうで何よりです」

			「はーい！」

			　楽しそうに会話をする二人に対してオボロは、この有り得ない状況をどう整理していいか分からず狼狽(うろた)えた。

			　フレイヤ国の王女、ティターニア。彼女が以前来訪した時の誘(ゆう)拐(かい)騒動で総(そう)司(じ)に絶大な信頼を寄せているのは知っている。

			　総(そう)司(じ)とずっと文通を続けていたことも。

			　問題はどうしてそんな大物が、ウルドにいるかだ。ティターニアがまた来訪するなんて聞いていない。

			「ティターニア姫、どうして貴女(あなた)が……」

			「今そっちに行きますわねー！」

			　オボロが疑問を口にするよりも早く、ティターニアが窓から飛び降りた。白いドレスと金の髪が華麗に宙を舞う。

			　ズドン。鈍い音とともに地面に着地したティターニアの周囲に土(つち)埃(ぼこり)が発生する。着地の際の衝(しよう)撃(げき)など物ともせず、ティターニアは総(そう)司(じ)に駆け寄った。

			「ソウジ様見てくださいました？　私とても強くなりましたわー！」

			「そうですね。着地した瞬間のティアさんの表情、歴戦を勝ち抜いた武将みたいでした」

			　年頃の少女への褒(ほ)め言葉ではない。淡々とした口調の総(そう)司(じ)の横ではオボロがティターニアのはしゃぎ声を聞きながら腰を抜かしそうになっていた。

			「ソウジ様、私と役所の中を回りませんか？」

			「いいですけど……どうしてティアさんってウルドに来たんですか？」

			「まだ秘密ですわ」

			　そう言いながらティターニアが総(そう)司(じ)の手を引く。オボロも総(そう)司(じ)に「ほら、オボロさんも」と誘われるものの、二人の親密な空気をぶち壊していいものかと悩む。

			「あっ、いた！　ちょっとティターニア姫様!?」

			　ティターニアが飛び降りた窓から今度はヘリオドールが降ってくる。こちらはちゃんと箒(ほうき)に乗っていた。どこかの誰かさんのように無(む)謀(ぼう)ではないということだ。

			　安(あん)堵(ど)と困惑が混じったような表情を浮かべる魔女に、頬を膨(ふく)らませたのはティターニアだ。

			「ヘリオドール様が心配する必要はありませんわ。私だって強くなったのです」

			「そういう問題じゃありません！　突然うちに一人でやってきたと思ったら、いなくなっちゃって……」

			「だってソウジ様が知らない男性と……しかも、かっこいいですし……」

			「ヒィ」

			　あらぬ誤解をされているとオボロが引き攣(つ)った悲鳴を上げた。

			　ヘリオドールは真顔で総(そう)司(じ)の両肩を掴んだ。

			「冗談よね？」

			「なんてことを聞くんですか、ヘリオドールさん」

			　総(そう)司(じ)は全力で首を横に振った。

			「ちっ、ヘリオドール様の怒りを別なところに向ける作戦が失敗してしまいましたわ……ソウジ様の馬鹿」

			　確実にふてぶてしくなっている。舌打ちしながら呟(つぶや)くティターニアに、魔女と狐は動揺を隠せずにいた。

			　だが、総(そう)司(じ)はどこまでも褒(ほ)めて伸ばすタイプだった。

			「ティアさん、ずいぶんと策略が上手くなりましたね。女スパイみたいな表情でかっこいいですよ」

			「褒(ほ)めるな！　これ以上よその国の王族を汚れさせるな!!」

			「ソウジ様もポーカーフェイスが上手ですし、将来は二人で世界を股にかけるスパイになりましょう！」

			　この姫様、総(そう)司(じ)と二人でこの世界を裏で回すつもり満々である。

			「姫様も何とんでもない野望を抱えてんのよ!?」

			「……そうですよ、ティアさん。ちょっと待ってください」

			　見兼ねた総(そう)司(じ)が制止の声を上げる。ティターニアも彼の言葉なら素直に聞くはずだ。ヘリオドールとオボロはホッとした。

			「ブロッド君が仲間外れで可哀想です。ブロッド君も仲間に入れてあげましょう」

			「こんな計画立ててる時点で可哀想じゃない！　何勝手にブロッド君を巻き込んでんのよ!?」

			「そうですわね！　三人で頑張りましょう」

			　総(そう)司(じ)もティターニアの手(た)綱(づな)を持たせてはいけない人物だった。どっちもどうしようもないので、結局どうしようもない展開になる。いや、総(そう)司(じ)はティターニアのノリに合わせて面白がっているだけかもしれないが。

			　異様な盛り上がりを見せる馬鹿（擬似）親子に、ヘリオドールは金色の瞳(ひとみ)を吊り上げた。自分がこいつらの暴走を止めないで誰が止める。

			　もうオボロは口出しする気もなくなったようで、口を固く閉ざしたままだ。

			「とにかくティターニア姫様が、このウルドにいる間は私たちが護(ご)衛(えい)をさせてもらいます！　あまり一人で動かれると困りますから！」

			「はーい……」

			　ヘリオドールの正論に、ティターニアも反発することなく頷く。その様子を見ていた総(そう)司(じ)が感心するように口を開いた。

			「ヘリオドールさんってお母さんみたいですね」

			「そう言われても全然嬉しくないわよ。せめてお姉さんって呼びなさいよ」

			「ヘリオドール様がお姉様……」

			　ティターニアはしばし考え込んだあと、梅干しを食べた時のような顔をして手を横に振った。

			「そりゃないですわー。お姉様よりお母様ってほうがしっくりきますわ。いつまでも子離れができない母親ってイメージ半端ありませんもの」

			「優しいお母さんって感じでしょうか」

			「子離れができない親の愛情は優しさよか重苦しさを感じるものですわ」

			　少し前まで親との関係で悩んでいた人物による説得力ときたら。真面目な顔をして語るティターニアに、黙って聞いていたヘリオドールはハッとした。うんうんと聞いている場合ではない。

			「ちょっとぉぉぉぉぉ!?　私まだ結婚すらしてないのに母親論語られてもめっちゃ困るだけなんだけど!?」

			　総(そう)司(じ)もオボロも真剣に話を聞いているだけで、ヘリオドールのフォローを誰も行おうとしない。話題の渦中にいたはずなのに、このアウェー感。叫ばなければやってられんわ。

			「というか、姫様って私に明らかに敵対心持ってんでしょ!?　全然私の言うこと聞く気ないし!!」

			　護(ご)衛(えい)役として選ばれたヘリオドールの側から一分もしないうちに離れて、敷地内とは言え、勝手に役所の外に出るという自由さ。ティターニアからの信頼が小さじ一杯分程度も得られていないような気がする。

			　反抗期の娘に手を焼く親とはこういう感じなのか。叫ぶ魔女に、ティターニアは唇を尖(とが)らせる。

			「別にヘリオドール様が嫌いってわけではありませんわ。あの時私をソウジ様と妖精の涙に行かせてくれた恩も忘れていません」

			「だったら何よ。年だってそんなに総(そう)司(じ)君とは離れちゃいな……」

			　そこでヘリオドールは言葉を止めた。十歳差とまではいかなくても、わりと離れていた。

			　フリーズしてしまった魔女を見詰めながら、ティターニアは総(そう)司(じ)の手をぎゅっと掴んだ。その表情は拗(す)ねた子供のようである。

			　その様子を見て、オボロは何となくティターニアがどうしてヘリオドールに対して刺(とげ)があるのか勘付いた。

			　こればかりはどうにもならないな、と判断してヘリオドールには内緒にすることに決めたが。

			「……ヘリオドール様の言う通りですわ。私一人で歩き回るのはあまりよくはありません」

			　ティターニアはティターニアで表情を切り替えて、明るい笑顔を浮かべていた。ようやく言うことを聞いてくれるようになった！　とヘリオドールの顔にも笑みが浮かぶ。反抗期の終了である。

			「ソウジ様たちと役所の中を回りますわ」

			　訂正しよう。反抗期の終(しゆう)焉(えん)は訪れていなかった。何が何でも総(そう)司(じ)と一緒であることが重要らしい。こうしてティターニアの役所巡りが始まった。

			　以前訪れた時は一部の職員しか、その美しい姿を目にすることはなかったが、本日は普段と同じように大勢の職員がいる。

			　フレイヤの国の王女がなぜか単身でウルドにやってきたという話はほとんどの課に広まり、役所の中はどこもかしこもざわついている状態だった。

			　前方にはヘリオドール、後方にはオボロ、そして隣には総(そう)司(じ)。三人に守られるようにして廊下を歩くティターニアはご機嫌だった。

			　ガシャン、ガシャン。

			「…………………」

			　ガシャン、ガシャン。

			「…………………」

			　ガシャン、ガシャン。

			「…………………」

			　ガシャン、ガシャン。

			「やっぱり広いですわね。それに人もたくさんいて楽しそうですわ！」

			「ティアさん、ちょっといいですか」

			　総(そう)司(じ)が足を止めた。

			「なんですか、ソウジ様？」

			「さっきからティアさんからロボットみたいな足音が聞こえてくるんですけど」

			　よくやった。密かに気になってはいたが、聞けずにいたヘリオドールとオボロは内心で総(そう)司(じ)を讃(たた)えた。周りの職員も「あれは何だ」と疑問に思っていたとこだった。

			「あらやだ、聞こえていたのですね。恥ずかしいですわ」

			　ティターニアは照れ臭そうに笑い、両手でドレスの裾を摘まんで太ももが見えるところまで持ち上げた。

			　突然の行動に、遠巻きの男性職員が網膜に焼き付けようと目を見開き、ヘリオドールがティターニアを男たちの視線から守るために体を盾にする。

			　そんな彼らなどに構わず、オボロは「ヒイッ」と悲鳴を上げた。美少女のサービスシーンを見た男の反応ではなかった。

			　ティターニアの脚部は謎の銀色のブーツに覆(おお)われていた。その光沢のある見た目と少し動かしただけでガシャンと音が鳴ることから、金属製であると分かる。

			　ティターニアが窓から飛び降りた時は、何で彼女がここにいるんだと動揺していたために気付かなかったが。

			「ふふふ、これは私のために作られたトレーニングブーツですわ！」

			「トレーニングブーツと言うと、足を鍛(きた)えているということでしょうか？」

			「そうですわ、ソウジ様。これは片足の重量が五十キロあるのです」

			「つまり、ティアさんは両足合わせて百キロの重しを着けて歩いているようなものなんですねえ」

			　彼らののほほんとした会話を聞きながら、ヘリオドールたちは戦(せん)慄(りつ)していた。脳が理解を拒もうとする。

			　おいおい、あれ履(は)いたままフレイヤからノルンまで来たのかよ……。

			　口に出さずとも、彼らは全員ティターニアから総(そう)司(じ)と同じ匂いを感じ取っていた。

			「ティターニア姫様……ちょっといいですか？」

			「はい？」

			「そのドレスに付いてるのは……」

			「ブーツだけでは物足りないと思いまして」

			　オボロがさらにとんでもないものを発見してしまった。

			　それはティターニアのドレスの内側にぶら下がっている無数の鉄球だ。

			　男のロマンが詰まっているはずの純白のドレスの下には想像を絶する狂気しか隠されていなかった。

			　超怖いんですけど……。

			　息をするのも辛い、重苦しい沈黙が流れる中、ティターニアは「斬(ざん)新(しん)な体の鍛(きた)え方ですね」と非常に的確なコメントする総(そう)司(じ)に向かって足を上げた。

			　シャキン。つま先の部分から無数の刺が現れた。

			「どうですか、ソウジ様!?」

			「ティアさんは本当にスパイにでもなるつもりですか？」

			　もしくは暗殺者。

			「スパイもかっこいいですが、私の夢はソウジ様のような強さを身に付けることですわ！」

			「あんたのせいよ、総(そう)司(じ)君！　ハイエルフのお姫様が強さのみを求める孤高の戦士みたいになっちゃったじゃない！　姫様の一人称が『私』から『我』に変わったり、顔に大きな傷跡ができる前に何とかしなさい!!」

			　総(そう)司(じ)のせいではないと分かっていても、ヘリオドールは半泣きになりながら叫ぶしかなかった。

			　

			「まあ、ここが鑑定課なのですね」

			　相変わらずロボットのような足音を立てながら辿り着いたのは鑑定課だった。

			　鑑定の品を持ち込んできた冒険者はもちろん、それを運んだり冒険者の応対をしていた職員もハイエルフの美少女の登場にぽかん、と口を開けたまま固まっている。どうやらこちらにはまだ話が行き渡っていなかったようだ。

			「おいおい何だよ、その可愛(かわい)い女の子。何であんな重量感ある音させてんの？　役所滅ぼしにきたの？」

			「ソウジ、この子誰？」

			「フレイヤ国のお姫様のティターニア様です」

			　苦笑いを浮かべながら聞いてきた職員たちが凍り付いた。周りの職員や冒険者は正気に戻ると、ティターニアを間近で見ようと一斉に群がった。

			　それに対して目くじらを立てたのはヘリオドールだ。

			「あんたたち何なのよ。ティターニア姫様は見世物じゃないんだけど」

			「なあ、お前はヘリオドールとティターニア姫様どっちが可愛(かわい)いと思う？　俺は姫様」

			「俺はヘリオドールだな。でも、怒らせると杖(つえ)で撲(ぼく)殺(さつ)されそうで怖いからなあ……」

			　ティターニアを怒らせても蹴(け)り殺されそうだが、ドレスの中の悪夢を見ていない鑑定課の面々は、その事実を知らない。

			　職員の物言いにヘリオドールが無言で杖(つえ)を宙から出現させて構えようとする。それを阻(そ)止(し)するべく総(そう)司(じ)が杖(つえ)を取り上げる。

			「冷静になってください、ヘリオドールさん。ここで喧(けん)嘩(か)は駄目です」

			「離せぇぇぇぇぇ!!　せめてあいつの息の根は止める!!」

			「止めるなら人気のない場所のほうがいいですよ。ここは目撃者が多すぎます」

			「あんたは私の凶行を止めるつもりはないの!?」

			　完全犯罪を促(うなが)す総(そう)司(じ)の横で何もなかったかのように、ティターニアが鑑定課の職員に尋ねた。

			「そういえば、ブロッド様は？」

			「あいつは今日、非番です。何か御用でしたか？」

			「ちょっと用件がありまして。……はっ」

			　王族の娘らしく穏やかに、けれど友人の一人との再会を果たせず寂(さび)しげに微笑(ほほえ)んだティターニアの表情が変わった。姫から、歴戦の戦士のそれに。

			　何事。周りにいた野次馬たちが、姫君が纏(まと)う雰囲気ががらりと変わったことに戸惑っていると――、

			　事務用の机の上にあったティーカップが、カタカタと揺れ始めた。誰かが机を動かしているわけでも、地震が起きているわけでもない。

			　そして、正確に言えば揺れているのはティーカップそのものではなく、中に注がれていた紅茶だった。

			「皆さん、伏せてください!!」

			　ティターニアの叫びに促(うなが)されて全員が言う通りにする。ティーカップの揺れは増していき、琥(こ)珀(はく)色の液体が零れて床に滴り落ちた。はずだった。

			　紅茶は床に落ちるよりも先に、無数の水の珠(たま)となってティターニアへと襲いかかった。ヘリオドールが杖(つえ)で結界を張ろうとするが、ティターニアが動くほうが速かった。

			　左右合わせて百キロの金属のブーツと無数の鉄球の重みをものともせず、天井付近まで跳躍して後方に飛び退く。

			　直前までティターニアが立っていた場所に水の珠(たま)が次々に降り注ぐ。床は穴だらけとなっていた。

			　ティターニアはどこから取り出したのか、太い針を数本指の間に挟み込んだ状態で周囲を見回した。

			　そして、狙いを定めて針を放つ。

			「そこですわ！」

			　ティターニアが投げた針の先にいたもの。それは、床に伏せていた冒険者の出で立ちをした男だった。

			　男は迫る攻撃に恐れを見せず嘲(ちよう)笑(しよう)した。針が冒険者の眼前に現れた結界によって弾かれる。

			「まだまだ甘いぞ、ティターニア」

			　冒険者の口から放たれた煽(あお)るような声は、明らかに女のものだった。

			　しかも、結界で弾かれた針はその場に落下せずに、持ち主に向かっていった。そのスピードはティターニアが放った時よりも遥かに速い。

			　ヘリオドールがティターニアの周囲に結界を構築した。鋭い衝(しよう)撃(げき)音とともに針が結界を貫(つらぬ)こうとするも、結界の耐久力が針の攻撃力を勝った。一本も通さなかった上に、針を粉々に破壊する。

			　冒険者が笑みを浮かべる。

			「ほう……やるではないか」

			「あなたこそ、さすがですわ！」

			「ちょ……姫様!?」

			　ティターニアが結界に拳を叩きこんで破壊する。内側からの思わぬ攻撃に結界が消えてしまう。

			　その直後、ティターニアは凄まじいスピードで冒険者に突っ込んでいった。

			「はあああああああっ!!」

			　耐久度が多少低い内側からとはいえ、ヘリオドールの結界を打ち砕いたティターニアの拳が冒険者に迫る。冒険者も同じように拳を突き出す。

			　互いの拳と拳がぶつかり合う。その際に生じた衝(しよう)撃(げき)波に皆吹き飛ばされそうになりながらも、何とか耐える。

			　拮(きつ)抗(こう)する力。ティターニアはきつく冒険者を睨み付け、冒険者は愉快そうにティターニアを見詰める。

			　このままでは決着が付かないと判断したようで、両者は互いから離れて距離を取った。

			　しばしの睨み合いの後、再び接近するべくティターニアが動こうとする。その足元に色とりどりの細くて短い棒のような物が突き刺さる。

			「これは……？」

			「ティアさん、こんなところで喧(けん)嘩(か)はいけませんよ」

			　ティターニアを諌める総(そう)司(じ)の手には、ペンケースが握られていた。ティターニアの動きを止めた棒の正体はカラーボールペンだった。

			　それは冒険者の足元にも二、三本突き刺さっていた。冒険者は口元を笑みで歪(ゆが)めると、ボールペンを静かに見下ろす。

			「……これは何の武器か。とても美しい姿をしておるが。そちの物か」

			「いえ、これは武器じゃなくて……」

			「……もう！　いつまでもそんな姿で喋(しやべ)るのはやめてください！」

			　ティターニアが冒険者に指を突き付けて叫ぶ。すると、冒険者は肩を竦(すく)めると自らを白く発光させた。

			　それなりに屈強だった体格だったのが、みるみるうちに細身に変化していく。耳は長く尖(とが)ったものに変化し、浅黒かった肌も雪のように白くなっていく。

			　青みがかった白銀の長髪。そして、頭部から生えているのはティターニアと同じ二本の触覚。

			　光の中から現れたのは、むさ苦しい男などではなく美しいハイエルフの女性だった。

			「……これでよいか、ティターニア」

			「でも、ひどいですわ！　いきなり攻撃してくるなんて」

			「馬鹿者。敵は常に死角から現れる者どもばかりぞ。脅(きよう)威(い)は己の傍(かたわ)らにあるものと思え」

			「分かってますわ！」

			　微笑(ほほえみ)を浮かべる女性にティターニアが憤慨するが、二人の間に先ほどのような殺伐とした空気は流れていない。どこか相手に親しみを持っているようにも見られる。

			「あのー、姫様？　こちらのハイエルフの方は……？」

			　ヘリオドールが恐る恐る尋ねたのは、聞かずとも彼女が高貴な身分であると分かったためだ。そうでなければ、ティターニアと呼び捨てにすることはないだろう。

			　おそらくはフレイヤの重役。そんなヘリオドールの予想は見事当たった。ティターニアは満面の笑みを浮かべて、殺し合い一歩手前の戦いを繰り広げていた女性の肩に手を置いた。

			「この人はアーデルハイト。私の叔(お)母(ば)様で、フレイヤの大臣ですわ！」

			「妾(わらわ)の姪(めい)がずいぶんと世話になったな。早くソウジ様に会いたいと先に国を出てしまった。心配は無用と思っていたが……」

			「アーデルハイト様が来るのが遅いのですわ」

			「…………………」

			　アーデルハイトは無言でティターニアの頬をつねった。間抜けな悲鳴を上げる姪(めい)に満足げに鼻を鳴らすと、床に刺さったボールペンを回収する総(そう)司(じ)に視線を向けた。

			「そちが例の『ソウジ様』か。なるほど、底知れぬ何かを感じるな」

			「はあ……」

			「ここの所長と顔を合わせたい。所長室とやらに案内してもらえぬか？」

			「いいですけど……」

			「なに、大した話ではない。少し頼みがあっての」

			　アーデルハイトは解放されて赤くなった頬を擦るティターニアを見て、もう一度その山吹色の瞳(ひとみ)に黒髪の少年を映した。

			　

			　その頃。所長はいつも通り最低限、本当に最低限の仕事をした後、リリスとのんびりと高級クッキーと紅茶で優雅なおやつの時間を楽しんでいた。

			　他の職員に見付かると面倒なので、隠し部屋にこもりながら。

			　すると、誰かが所長室に入ってきた気配がした。気になって水晶玉で隣の部屋の様子を見てみれば、あの憎たらしいほどに涼しい表情をした黒髪の少年と、銀髪の美女がいるではないか。長耳と触角からして、美女のほうはハイエルフだろう。

			　ハイエルフは男女ともに美しい容姿をしていると言われている。あのティターニア姫も愛らしい外見をしていたが、こちらもなかなかのものである。

			「うひょー！」

			　直接その姿を見たいと所長は鼻息を荒くしたが、ここで一つ問題が生じた。

			　美女に会いにいくには、この部屋から出なくてはならない。しかし、ここから出るところを見られたら何を詮(せん)索(さく)されるか分からない。

			　仕事をサボるためにわざわざ作ったこの部屋の存在を、職員ならともかく外部の客に知られてはならない。社会的抹殺ルートだ。

			「あらぁ、ソウジちゃんと……お隣のハイエルフさんはアーデルハイトと言ったかしら？」

			　悩む所長の後ろから、クッキーを齧(かじ)るリリスが水晶玉を覗き込む。

			「知っておるのか、リリスちゃん」

			「知ってるわよ。フレイヤの大臣だもの。……でも、どうしてこんなところにいるのかしらねえ」

			「ぐぬぬ……いったん部屋から出ていってくれないかのう。そうすりゃここからワシも出られるのに」

			　だが、そんな所長の願いも虚(むな)しく、アーデルハイトは室内を歩き回って何かを観察している。

			「すまぬが、姪を迎えに行ってはもらえぬか？」

			「いいですけど……」

			　アーデルハイトに促されて、総(そう)司(じ)が部屋から退室する。

			　アーデルハイトは本棚の前に立った。ふわり、と棚に並べられていた本が次々と引き抜かれ、宙を舞ったかと思えば床に綺(き)麗(れい)に積み上げられていった。

			「ふむ」

			　次の瞬間、本棚が爆発した。アーデルハイトの魔法によるものだと所長が理解した時には、隠されていた部屋に大穴が開き、白い煙の向こうから銀髪のハイエルフが笑みを浮かべて現れた。

			「ほう、こんなところに隠し部屋があるとはの」

			　アーデルハイトが隠し部屋に足を踏み入れる。

			「こ、これはっ、アーデルハイト様っ」

			　パニックになりながら所長は必死に考えた。思いっきりティータイム中の現場を見られているのだ。言い逃れはできないだろう。

			　ならば、彼女からびしびしと伝わってくる不愉快オーラをどう和らげるかだ。

			　所長は年老いてからはろくに回転させてこなかった頭を必死に動かした。フル回転である。

			　しかし、所長の傍(かたわ)らで美味(おい)しそうに紅茶を啜るリリスはどこまでも空気を読む気がないようだった。部屋の入口が木(こつ)端(ぱ)微(み)塵(じん)にされるという非常事態にもかかわらず、来訪者ににこやかに笑った。

		

	
		
			[image: p127.jpg]
		

	
		
			「アーデルハイト様こんにちは。相変わらず大胆なんだから」

			「そちには言われたくないな。あのソウジという少年には姪(めい)を迎えにいかせた。あやつが仕事をする気のない上司の姿を見る前に出てこぬか」

			「姪(めい)!?　どういうことじゃ!?」

			　事態を飲み込めずにいる所長に、アーデルハイトはなぜか気を良くしたようで不愉快オーラを消し去った。

			「いい反応をしてくれる。普段の所長殿の仕事ぶりを見たくて、あえてそちには妾(わらわ)たちが訪れることは内密にするようにと職員たちには言いつけていたが……まさかここまで上手くいくとは」

			　くすくすと笑うハイエルフに返す言葉もない。

			　少し前までなら、いくら他国の大臣の言い付けだとしても、役所の権力者である所長に告口をしてくれる優秀な職員は多数いた。

			　しかし、今は違う。そもそも、その職員らが優秀で居続けた理由は、所長に従ってさえいれば女性職員への軽いセクハラも免罪になるからというひどいものだった。所長そのものに忠誠を誓う者はいなかったのだ。

			　そんな理由で所長に媚(こび)を売っていた者たちも、近頃は少しずつ足を洗おうとしていた。女性の尻や胸を撫(な)でようとすることもなくなってきている。立派な一人の男として長すぎた思春期からの脱出を図っているのだ。

			　あの子がタイプだとか、彼女の胸の大きさはどうこうという猥(わい)談(だん)は、まあ、大目に見てもらいたいものだが。

			　所長派からの離反者。彼らを動かしたのは所長が最も恐れ、忌むべき存在である総(そう)司(じ)だ。

			　総(そう)司(じ)は初めて役所にやってきた時に所長の結界を強引に破壊した上に、所長が放った魔法まで無効化している。

			　その現場に居合わせたヘリオドール、リリスに話を聞いた喪男たちは焦(あせ)った。とんでもないのがうちに来た、と。将来、所長の座を奪い兼ねないとも。

			　総(そう)司(じ)には今のところ、所長の椅子を奪い取ろうというような野心はないものの、いろいろとやらかしてはいる。彼を異世界から連れてきた張本人であるヘリオドールからは弟のように可愛(かわい)がられ、儚(はかな)げな美少女のエルフであるフィリアを一目惚(ぼ)れさせた。クエスト課のマスコット幼女であるアイオライトを恋する乙女に変えてしまい、さらにリリスまでもが一目置く存在になってしまった。

			　役所にいる美少女、美女の矢印がすべて総(そう)司(じ)に向けられるという事態。この現状を放置するわけにいかないと、一時期は総(そう)司(じ)を何か理由を付けて解雇しようという動きも出た。

			　だが、その頃にはすでに少年の存在はあまりにも大きなものとなっていた。総(そう)司(じ)を解雇すれば、多くの課から批判が飛んでくるのは明らかだった。

			　彼を認めているのは何も異性だけでない。保護研究課の課長であるジークフリートに、今や住民課の真の課長とも言われるオボロ、鑑定課の次期課長候補のブロッド。彼らが食ってかかるのは確実だ。

			「しかし、あのソウジという少年は、童顔のくせに相当な実力者じゃ。姪(めい)の護(ご)衛(えい)役に引き抜きたいものよ」

			　何より、総(そう)司(じ)にはティターニア姫を守り、彼女からの信頼を勝ち得たという偉大な功績がある。

			　ノルンは今、フレイヤと少しずつではあるものの、良好な関係を築きつつある。今、総(そう)司(じ)を解雇すれば城の人間から冷たい目で見られることは明らかだった。

			「ぐぬぬ……ソウジが羨(うらや)ましい……！　ティターニア姫のお婿(むこ)に選ばれるとは羨(うらや)ましい限りじゃ！」

			　一言も婿(むこ)などと言っていない。そんな残念な思考回路の持ち主である所長に、アーデルハイトは冷めた眼差しを送る。

			「幸せな頭じゃ」

			「私も所長の側に居られて幸せよお」

			「黙っておれ、色魔の女」

			　総(そう)司(じ)という恐るべき脅(きよう)威(い)を前に為す術(すべ)もなかった所長。後ろ盾がなくなるかもしれないと危機感を抱いた喪男たちは離れていき、いつの間にか真人間になりつつあった。いや、戻りつつあるというべきか。

			　彼らも、もともとは国のために力を尽(つ)くしたいという使命感に燃えていた者の集まりだったのだ。それが甘い汁を啜(すす)り続け肥え太っただけであって、今はまたシェイプアップしただけの話だった。

			　唯一の味方であるリリスの胸に顔を埋めて嘘泣きをする所長に、アーデルハイトは哀れむようにため息をついた。

			「そちも昔は有能な魔術師であったと聞いておるが……のう、そちはソウジを羨(うらや)ましいと申したな」

			「そうじゃ！　可愛(かわい)い女の子や綺(き)麗(れい)な子にちやほやされおって……」

			　すると、所長室のドアが二回ノックされた。総(そう)司(じ)が入っていいかを聞いている。ティターニアも連れてきたようで、彼女の声も聞こえてくる。

			　あの可(か)憐(れん)な妖精姫が扉の向こうに。瞬時に所長はリリスから離れて扉へ駆け寄ろうとするも、アーデルハイトが作り出した球体状の結果に閉じ込められてしまう。

			「先に言っておく。姪(めい)に手を出そうとすれば、そちの命はないと思え」

			　美人は怒らせると、ものすごく怖い。

			　しかし、少し興奮もする。女性を虐(いじ)めるのは好きだが、実のところ虐(いじ)められるのはもっと好きな所長はそう思った。人はこのような性(せい)癖(へき)を持つ者を変態と呼ぶ。

			　

			「……遅い！」

			　住民課で出生届を整理しながら、そう叫んだのはヘリオドールだった。さっきからそわそわしてはいたが、ついに我慢できずに声に出したかと肩を竦(すく)めたのはオボロだ。

			「何でティターニア姫様を所長室に連れていくだけで、こんなに時間かかってんのよ！　ねえ!?」

			「ねえって……ソウジもアーデルハイト様の話に関わってんじゃないの？」

			「関わってるって……ま、まさか総(そう)司(じ)君をフレイヤに連れていくとか!?」

			　ヘリオドールの過保護モードにスイッチが入った。半泣きで詰め寄る魔女に、オボロはげんなりしつつ「その可能性もあるな」と考えていた。

			　総(そう)司(じ)はティターニアが一番信頼している人物である。国を動かす一人であるアーデルハイトまでやってきた以上、その可能性は十分あった。

			　それにアーデルハイトはフレイヤとノルン、二つの国に関わることだと語っていた。

			　ならば、ウルドではなく国の中枢部のユグドラシルに向かうはずだ。こちらにやってくるメリットがない。

			　あるとしたら、この都市にはティターニアが慈(いつく)しむものがたくさんあることぐらいか。

			「でも、あの国ももうすぐで建国五百年を迎えるっていうのに、ようやく他の国と仲良くする気になったんだなー」

			　二人の会話に割り込んできたのはエルフである住民課の職員だ。彼もかつてはフレイヤに住んでいたが、その閉(へい)鎖(さ)的な国の在り方に疑問を抱き、ノルンにやってきたらしい。

			「五百年……そういえば今年がそうなんだっけ。確かティターニア姫様も『今年はフレイヤにとって重要な年ですわ！』ってテンション高くして言ってたわね」

			「だから今年のエリクシア祭は例年より力入れるから里帰りしろって母ちゃんから手紙も届いちゃってさあ」

			「エリクシア……？」

			　エルフの職員はどこか楽しそうに話を続けた。

			「フレイヤじゃエルフの中で一番偉い存在で、妖精霊の町パラケルススに住むエリクシア様を讃(たた)える祭典が年に一度開かれる。それがエリクシア祭なんだ。何をするかって言われると屋台がたくさん出て、皆でその日だけは仕事を忘れてパーって飲み食いする感じなんだけどさ」

			　他国との接触を一切絶っていたフレイヤの国でも、馬鹿みたいに羽目を外すことはあるようだ。厳格なイメージがあったのだが、楽しいことは思い切り楽しむのはどこの国でも共通らしい。

			　だが、少し前まではそうでもなかったようで、かつてのエリクシア祭はその日はずっとエリクシアへ祈りを捧げ続ける静かな内容だったとエルフの職員は言った。これが苦痛で国を出ていったとも付け加えて。

			「それが今から十何年かぐらい前に変わったんだよ。エリクシア様からこんなしけた祭典やるくらいならやめろ。やるならもっと明るく騒げってお告げがあったってことで」

			「……人間味のある人ね」

			「今のこの世界があるのは、人の思いの力によるもの。何もしてやれなかった私を感謝するぐらいなら、自分たちが楽しめる内容に変えろって言ってたみたいだぜ。……何のことかはさーっぱりだったけど、言う通りにして今のどんちゃん騒ぎになったわけだ」

			　フレイヤの国はどんどん変わりつつあった。それを進化という者もいれば、退化だと吐き捨てる者もいる。

			　エリクシアのお告げを王族が作り上げた虚構と否定し、他種族を忌み嫌う者も少なくない。

			　変化がもたらすのは何も吉兆ばかりではない。いまだにフレイヤでは一部のエルフによるエリクシア祭の初期化を求める声も上がっていた。

			　結局、国民全員が幸せになれるような国など存在しないのだ。エルフの職員のように昔のフレイヤに嫌気が差して出ていった者も、他の国と積極的に関わろうとする今のフレイヤに不安を抱く者もいる。

			　なかなか上手くいかないのね、とヘリオドールは嘆いた。そんなヘリオドールに、明るい話題をとエルフの職員は思い出したように言った。

			「で、でも、今年はティターニア姫様もレースに参加するんだよ。きっと楽しくなるって！」

			「レース？」

			「エリクシア祭の一番の見所だよ。三人一組でゴールを目指していろんな障害物を越えて走るんだ。一位になったチームは、エリクシア様から加護を授かるって言われてる」

			「いろんな障害物ってどんなのよ？」

			「魔物倒したり罠(わな)を通り抜けたり……」

			　そんなものに王族を参加させて果たしていいのだろうか。というよりも、以前のエリクシア祭の面影が見られない。それでいいのかフレイヤ国。

			　ヘリオドールとオボロは凶悪な罠(わな)を回避しながら、魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)が蔓延(はこび)る道を突っ走るティターニアを想像した。実に楽しそうである。

			「つか、そんなのに姫様出していいの？　本人は参加する気満々だろうけど、何かあったらどうすんのさ」

			「うん、それはフレイヤでも騒ぎになって同じチームになるって言う兵士が大量に現れたって」

			「そりゃそうよね」

			「でも、姫様は最適な人がいるって言って全部断ったって」

			　ティターニアが選ぶ最適な人。非常に心当たりがある。

			　もしかしてウルドにわざわざ来た理由というのは。どんどん顔色が悪くなっていくヘリオドールに、エルフの職員が何事かと心配する。

			　オボロも何となく事の流れを察して苦笑いを浮かべている。

			「で、でもさ、どんなに強い奴なんだろうな。ティターニア姫様がチームに入れたいって相手は」

			「こんな感じですわ！」

			　背後から聞こえた明るい少女の声。一斉に振り向けば、ティターニアが総(そう)司(じ)と手を繋いで満面の笑みを浮かべていた。

			　やっぱりか。予想が当たったことにため息をつく魔女と狐。

			　エルフの職員も最初は困惑していたが、すぐに「なるほど」と納得した。

			「ソウジは強いからなあ……」

			「それで納得するってどうなのよ。……そんでもって、ティターニア姫様！　総(そう)司(じ)君はうちの職員です。いくら姫様でも職員をそんなレースに連れ出すだなんて……」

			　建前半分、本音半分だなとオボロはヘリオドールの発言を解析する。

			「ヘリオドールさん、別に僕はレースに参加するためだけにフレイヤに行くわけでは……」

			「え、どういうこと？」

			「こやつには祭の準備を手伝ってもらおうと思っての」

			　ヘリオドールの疑問に答えたのは、いつの間にかティターニアの背後に立っていたアーデルハイトだった。

			「ウルドだけではない。他の二つの役所からも数名、城の連中も何名か連れていくことになっておる」

			「今年のエリクシア祭は新たな一歩を踏み出したフレイヤを讃(たた)えるという意味もありますわ。そこで他種族の方々も祭の開催に携わってもらうことになりました！」

			「僕はそのついでにレースに参加することになりました」

			「そうですわ。お祭りの準備のついでにソウジ様とレースに参加して、他の参加者を蹴(け)散(ち)らして優勝をもぎ取ってやりますわー！」

			　ガッツポーズを決めるティターニアは、ドレスを着ているのにもかかわらず雄々しい。それを見ていたアーデルハイトは、総(そう)司(じ)とティターニアの手をほどくと、総(そう)司(じ)だけを連れて皆から離れた。それから、小声で総(そう)司(じ)に謝罪をした。

			「済まない。うちの姪(めい)の娯楽に巻き込む形になってしまった」

			「お祭りは好きなので、むしろありがとうございますって感じですけど」

			　見た目はどう見ても祭などの騒がしいイベントが嫌いで、自室に閉じ籠(こも)っていそうな総(そう)司(じ)だが、むしろ大好きなほうらしい。逆に礼をされてアーデルハイトは若(じやつ)干(かん)申し訳なさそうに眉(まゆ)を下げる。

			「妾(わらわ)もあやつが明るくなったことは喜ばしいがの。さすがにここまで言い出すとは思わなかった。この礼はいつか……」

			「アーデルハイト様、ソウジ様！　二人で内緒話なんてずるいですわ！」

			　頬を膨(ふく)らませたティターニアが割り込んでくる。それに律儀に「すみません」と謝る少年に、アーデルハイトは頭が痛くなる思いだった。

			「時にティターニア、一つ聞きたいことがあったのだが、いいかの？」

			「？」

			「レースは三人一組。とすると、そちはもう一人を選ばなければならぬ。決めておるのか？」

			　アーデルハイトの素(そ)朴(ぼく)な疑問。すると、総(そう)司(じ)とティターニアは互いの顔を見合わせて頷いた。

			「えーと、実はですね」

			「三人目はもう決まっているのですわ」

			「あとで彼のところに行こうと思っていたんです」

			「ソウジ様の話だと今日は私のお気に入りの宝石店にいるそうなのです。とっても優しい方ですわ！」

			　まだ本人の了承を得ていないくせに、引き込む気だけは満々である。アーデルハイトはまた謝らなければならない人物が増えた、とため息をついた。

			　ティターニアとは親族でもある彼女ですら制御が不能なら、自分たちの手には負えないだろうとヘリオドールたちは何も言わなかった。

		

	
		
			　

			オーガと一目惚れ

			　

			　ウルド中心部にある妖精の涙はゴブリンとドワーフが営む宝石店である。

			　それゆえに少し前までは人気がまったくなく、女店主が一時は閉店を考えたほどの不況ぶりだった。

			　それが変わったのは、ティターニアが初めてウルドに訪れた時だ。それを記念して開かれた祭の最中、妖精の涙は宝石店巡りをしていたフレイヤの姉妹国であるフレイのエルフの目に留まり、それがきっかけで爆発的に人気が上がった。さらにボロかった外装は謎の兜(かぶと)の男によって美しく仕上げられた。

			　それから数ヶ月。店は売上の大幅な増加により、立派な造りになっていた。立派というか、明らかに面積が増えていた。

			　客が多くなったことと、宝石細工師の従業員が増えたことで店を改築したのである。

			　改築には約一月かかるとされていたが、ノルンとフレイの大工が総力を結集したおかげで、半月で完成となった。

			　ちなみに入口の扉だけは、顔見知りの家具職人たちが作った物をそのまま使っている。

			「ここがそちの友が営む店か」

			「そうですわ。あっ、店長―！」

			　透明な硝子(がらす)で作られたショーケースの中には、きらびやかな宝石細工が美しい輝きを放っている。

			　アーデルハイトが思わず見(み)惚(と)れていると、ティターニアは店長の下へ一直線に向かっていった。

			　妖精の涙を長い間支えてきたゴブリンの女店長は、いきなり抱き着いてきたティターニアにその厳(いか)つい顔を綻(ほころ)ばせた。なんか妙に重くないかと疑問に思いながら。

			「よく来たね、姫様。前よりもっといい顔をしているじゃないか」

			「店長こそ！　お店も大繁盛しているようで私も嬉しいですわ」

			「あとで、うちの宝石職人にも会ってくれないかね。きっと喜ぶよ」

			「もちろんですわ。あ……今日はブロッド様に会いにきましたの。こちらにいらっしゃいますか？」

			「あいつなら、あそこにいるよ。ほら」

			　店長の視線の先にあったのは、女性の人だかり。そこに紛れるようにしていたのは一人のオーガの青年だった。彼は女性客とともにショーケースに入った商品をじっと見詰めていた。

			「何を見ているんですか？」

			「あっ、ソウジ君だ！　こんにちはだ！」

			　話しかけてきた総(そう)司(じ)にオーガの青年――ブロッドは無邪気な笑みを見せる。

			　ブロッドが眺めていたショーケースには、何とも不思議な商品がいくつも展示されていた。

			　それは一見、花束のようにも見えるが、すべて蕾(つぼみ)のままで、咲いているものは一輪もない。さらによく観察してみると、茎や葉、蕾(つぼみ)は宝石でできていた。

			　ウトガルドではまずお目にかかれない珍品。じっと眺めている総(そう)司(じ)に、ブロッドが得意気に説明を始める。

			「これは『愛の薔(ば)薇(ら)』という宝石だ！　愛情を養分にして育つ不思議な宝石で、好きな人に自分がどのくらい愛されているかが分かるだ」

			「それはすごいですね」

			「渡した相手に愛してもらえていれば、蕾(つぼみ)が開いて真っ赤なルビーの薔(ば)薇(ら)が咲くだ。愛が深ければ深いほど花びらが大きく開くだ」

			「逆のパターンはどうなるんです？」

			「粉々に砕けるだ……」

			　天国と地獄とはこのこと。しかも、愛の薔(ば)薇(ら)は一輪から販売されているが、値が張る品物だ。これで砕けてしまったら無駄金にもなるし、恋人の想いを知ってしまい残(ざん)酷(こく)なことだらけだ。

			　ゆえに二人の愛が試される宝石として、通称『試練の薔(ば)薇(ら)』と呼ばれている。

			「一輪だけ欲しいですねえ……」

			「えっ、ソウジ君、誰かにあげるだ!?」

			「母に」

			「えっ!?」

			　この薔(ば)薇(ら)が作用するのは恋愛感情に対してのみである。それを分かっているのだろうか。分かっていながら欲しがるとすれば、ますます反応に困る。

			　すると、とんでもない誤解をされていると気付いた総(そう)司(じ)が、付け加えるように言った。

			「そして、母から父に渡すように仕向けます。概要を何も話さずに」

			「ソウジ君、勇気があるだ……オラはそんなこと怖くてできねえだよ……下手すっと家庭崩壊の危機だ」

			「いえ、むしろネタばらしをしたあとの父の反応が楽しみで楽しみで」

			　なかなか恐ろしいことを言う息子である。ブロッドは苦笑しつつ、緑の花束を穏やかな眼差しで見詰める。

			　この薔(ば)薇(ら)の宝石は『愛』を養分として育ち、花を咲かせる。自分もいつか、その美しい姿を見ることができるだろうか。

			「オラもこれを渡せる人に巡り会えるといいだ……」

			「ブロッド君が好きになる女性はきっと、素敵な方でしょうね」

			「ところでソウジ君、オラに何か用だ？」

			「君に用件があるのは僕だけじゃありません」

			「ブロッド様ー！」

			　店内に響く麗(うら)らかな少女の声。見れば、前に出会った時よりもさらに明るく笑うようになったハイエルフの姫君が元気良く手を振っている。

			　久しぶりの再会にブロッドも最初は驚いたものの、すぐに同じように笑顔を浮かべる。

			「久しぶりだ！　ティターニア姫さ……」

			　だが、そこでブロッドは硬直してしまった。その視線はティターニアではなく、初めて見る銀髪のハイエルフに注がれていた。

			　ブロッドの全身が赤く染まっていく。やがて何かに耐え切れなくなったように総(そう)司(じ)の後ろに隠れてしまった。

			　しかし、オーガであるブロッドに比べたら一回り小さい総(そう)司(じ)の背後に避難しても、その姿は丸見えである。今にも発火する勢いで照れている様子のブロッドに、ティターニアは困惑した。

			「ど、どうしましたの、ブロッド様？」

			「ティ、ティターニア姫様、そちらにいる綺(き)麗(れい)な人は誰だ……？」

			「私の叔(お)母(ば)のアーデルハイト様ですわ」

			「そちがブロッドというオーガか」

			　総(そう)司(じ)の肩にしがみつくブロッドへ、アーデルハイトが歩み寄る。途端、ブロッドはますます赤くなった。
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			　ティターニアは首を傾げるばかりだが、店長には純情なオーガがなぜここまで狼(ろう)狽(ばい)しているのかが分かっていた。

			　そして、肩を掴まれている総(そう)司(じ)が心配になった。オーガは本気を出せば岩石をいとも簡単に砕くほどの力を発揮する。

			「うちの姪(めい)が世話になったの。こやつから話は聞いておる」

			「そっ、こっ、こけこっこっ！」

			「ブロッド君、落ち着いてください」

			　緊張のあまり、ますます力を強めていくブロッドの手を容易(たやす)く引き剥がしながら、総(そう)司(じ)が宥(なだ)めの言葉をかけた。

			　アーデルハイトは吹き出すように笑った。

			「面白いオーガじゃ。もしや、ティターニア。こやつが三人目か」

			「そうですわ！」

			　ハイエルフ二人の会話に少し冷静さを取り戻したブロッドが目を丸くする。

			「さ、三人目？」

			「ブロッド君、お祭は好きですか？」

			「え……楽しいことは好きだ……」

			　頷いたブロッドに、総(そう)司(じ)がエリクシア祭の説明を始める。うんうん、と聞いていたブロッドだったが、レースに参加するくだりになると妙に焦(あせ)った様子で制止の声をかけた。

			「ちょちょちょ、待つだソウジ君！　オラがティターニア姫様と同じチームって……そんな大役務まらないだよ！」

			「大丈夫ですよ。それなりに一般人も参加するようなお祭ですし」

			「ソウジ様の言う通りですわ！　それに優勝すると、賞金がたくさんもらえるのですわ!!」

			「ティアさん。エリクシア様の加護、エリクシア様の加護」

			　エリクシアの加護よりも賞金のほうが餌として上質と判断したのか、ティターニアが金の話を持ち出す。

			　さすが、将来は国を引っ張っていく人物である。何事も綺(き)麗(れい)事だけでは解決できないとしっかり分かっている証拠だ。

			　そして、賞金の金額はブロッドを動揺させるだけの破壊力があった。

			「そんなにもらえるだ!?」

			「三等分にする予定ですけどね」

			「うーん……で、でも……」

			　総(そう)司(じ)とティターニア。自分はこの二人と同じチームに入るに相応(ふさわ)しい男だろうか。

			　本音を言えば、また三人で祭を楽しみたい。

			　でも……と悩むブロッド。そんな彼にアーデルハイトが優しく声をかける。

			「無理に引き受ける必要はない。姪(めい)がわがままを言って悪かっ……」

			「や、やりますだ！」

			「む？」

			　本心で言ったつもりのアーデルハイトの言葉は、逆にブロッドを吹っ切れさせたようだった。彼らの横で総(そう)司(じ)とティターニアがハイタッチを決め、店長は呆れきった眼差しでブロッドを見詰めていた。

			　

			「それにしてもブロッド君が三人目かあ……よく引き受けたわねえ、あの子」

			　エリクシア祭まであと一週間。総(そう)司(じ)がウトガルドで買ってきてくれたスルメを食べながら、ヘリオドールは意外そうに呟(つぶや)いた。

			　ティターニアと総(そう)司(じ)が言う三人目がブロッドであることは何となく気付いていたのだが、彼はオーガらしくなく気弱で大人しい性格だ。ただの競争ならともかく、危険だらけのレースに参加するとは思っていなかった。

			　最初は総(そう)司(じ)に言いくるめられたかと思いきや、どうやらそうでもないらしい。

			　あのあと役所に総(そう)司(じ)たちとともにやってきたブロッドは、ずっとアーデルハイトに熱い視線を送っていた。レースに参加するのは本当かと聞いてみれば、顔を赤くする。

			　あーあ。ヘリオドールはオボロと目を合わせて同時にため息をついた。恋の力は恐ろしいものだと。

			　大丈夫かしら、と心配しすぎて頭が痛くなってきたヘリオドールに、総(そう)司(じ)はスルメの足をちびちび食べながら、瞬きを数回した。

			「レースはそんなに危険なものでもないみたいだから、大丈夫ですよ」

			「私が言ってんのはレースの内容じゃなくてブロッド君がアーデルハイト様を好きになったことよ」

			「えっ、そうなんですか」

			「そうなんですかって……アンタ気付いてなかったの!?」

			　ティターニアも「応援しますわ、ブロッド様！」とどこか悪戯(いたずら)っ子のような笑顔を見せて言っていたというのに。変なところで鋭くて、重要なことには無(む)頓(とん)着(ちやく)。

			　こういう年頃は色恋沙(ざ)汰(た)に多感な時期なのに、とヘリオドールは呆れたように息を吐いた。

			「私たちですら話聞かなくても何があったか分かったのに……」

			「だって、ブロッド君がアーデルハイト様にお会いしたのは、こないだが初めてですよ。好きになる暇(ひま)なんてないでしょう」

			「一目惚(ぼ)れしたって可能性があるじゃない」

			「……一目惚(ぼ)れ」

			　ううむ、と総(そう)司(じ)が少し考える素振りを見せる。そういえば前にオボロが話してくれたが、この少年は一目惚(ぼ)れ否定派らしい。誰にでも温厚な性格だが、そういったドライな面も持ち合わせているということか。

			　ヘリオドールはスルメを食べやすい大きさに裂きつつ、ブロッドを哀れに思った。

			　ところが、総(そう)司(じ)はここで意外なことを言い出した。

			「まあ、それもあるかもしれませんね」

			「え……えっ？」

			　ヘリオドールは驚いてスルメを握り締めた。一目惚(ぼ)れ否定派に何が起こったのだろう。

			「最近、そういうアニメを見て考えが少し変わりました」

			　オタクの心を変えたのは、やはりアニメだった。

			「なーるほど……」

			　二次元ってすごいと考えていたヘリオドールは、ふと、ある好奇心が沸き上がり尋ねてみることにした。頬はうっすら赤らんでいる。

			「総(そう)司(じ)君は私と初めて出会った時、私を見てどう思った？」

			「綺(き)麗(れい)な人だと思いました」

			「ほう、ほほう！　それで？」

			「それで？」

			「ほら、あるじゃないの！　こういう美人と付き合ってみたいとか、いちゃいちゃしたいとか！」

			「いちゃいちゃ……」

			　やや困惑した様子の総(そう)司(じ)をよそに、ヘリオドールはにやけそうになる顔を必死で抑える。頑張れ筋肉。

			　しかし、そんな幸せな時間は唐突に終わりを迎えてしまった。休憩室に話題の中心人物となっていたオーガとハイエルフの少女がやってきたからだ。

			「あっ、ソウジ様いましたわ！」

			「ソウジ君、オラも休憩時間に入っただよ～」

			「分かりました。では、行きましょうか」

			　席から立ち上がった総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは不思議そうに聞いた。

			「どこ行くの？」

			「魔物召(しよう)喚(かん)の儀式をしにいきます」

			　すごいことを言い出した。凍り付くヘリオドールに、ブロッドがハッとした様子で口を開く。

			「レースには三人一組で出場するけど、最大三匹まで魔物を連れていくことも可能だ」

			「ふーん……でも、あんたたちって誰も召(しよう)喚(かん)術使えないでしょ？　姫様だって……」

			「魔物と言っても普通に捕まえてきたものや、自分で勝手に召(しよう)喚(かん)したものは駄目らしいです。違反になってしまうようなので」

			　総(そう)司(じ)がティターニアへ何かを指示するように視線を送る。すると、ティターニアは手にしていた黒い書物を得意気な表情でヘリオドールに見せ付けた。

			　タイトルが書かれていないようだが、分厚いそれからは強い魔力を感じる。

			「連れていく魔物は、この魔導書を使って召(しよう)喚(かん)したものに限定されていますわ。これは魔力をほとんど持たない人でも簡単に魔物を呼び出すことができるのですわ！」

			「へえ、便利……」

			「ただし、呼び出せる魔物がどんな物なのかはランダムみたいですわ。それも一つの楽しみですけれど」

			　つまり、魔力が高く高名な魔術師であっても、いざ召(しよう)喚(かん)してみれば、とんだポンコツ召(しよう)喚(かん)獣が出てくる可能性が十分あるということだ。

			　もちろん、その逆も然り。ただ自分の運を信じて呼び出さなければならないらしい。

			　さらに、一人一体という制限もあるようだ。と、そこまで説明を聞いたヘリオドールは怪(け)訝(げん)そうに総(そう)司(じ)を見た。

			「ちょ……総(そう)司(じ)君、大丈夫なの？　この子はこっちの世界の人間じゃないのよ？」

			「安心してください、ヘリオドール様。これまでも実はエルフに変装してこっそりレースに参加していたウトガルドの人間は何人かいます。その全員がちゃんと召(しよう)喚(かん)に成功していますわ」

			　ティターニアが胸を張って言う。そういうことなら今度は、総(そう)司(じ)がどんな召(しよう)喚(かん)獣を呼ぶのか気になってくる。

			　ヘリオドールはそわそわした様子で口を開いた。

			「ね、ねえ、私もその召(しよう)喚(かん)に立ち会っちゃ駄目？」

			「すみません。規定で召(しよう)喚(かん)した魔物はレース直前までチーム内の人しか見てはいけない決まりになっています。きっとかっこいい魔物を召(しよう)喚(かん)してみせますから、楽しみにしててください」

			「総(そう)司(じ)君……」

			　総(そう)司(じ)はいつもよりも活き活きしているように見えた。総(そう)司(じ)は魔力がなく、魔法が使えない。だが、フレイヤの魔導書を使えば一度きりではあるが、召(しよう)喚(かん)術が使えるのだ。

			　平静を装ってはいるものの、実は嬉しくて仕方ないのだろう。そう考えると、総(そう)司(じ)が途端に可愛(かわい)らしく感じられてヘリオドールはにやけが止まらなくなってしまった。

			「はいはい。じゃあ、楽しみにしてるから行ってらっしゃい」

			「？　分かりました」

			　ヘリオドールのご機嫌の理由が分からず、首を傾げつつ総(そう)司(じ)は二人のチームメイトとともに休憩室を出た。

			　そして、無人になった室内で魔女は一人じたばたするのだった。

			　

			　三人が向かったのは、使用されていない会議室だった。念のため誰かが潜んでいないかを確認してから、扉を閉めて施(せ)錠(じよう)もする。

			　準備も済んだところでティターニアが魔導書をブロッドに渡した。

			「では、最初はブロッド様ですわ！」

			「オ、オラかあ。とっても緊張するだよ」

			「気合いと根性で猛(も)者(さ)を呼び起こすのですわ！」

			　姫の口から出るとは思えない荒々しい言葉である。「本当に変わったなあ」とブロッドは少し怯(おび)えながらも、本を手に取った。

			　総(そう)司(じ)が何かに気付いたように、挙手したのはその時だった。

			「召(しよう)喚(かん)するのはいいんですけど、ものすごいでかいのを出してしまったら役所が一瞬で崩壊するような気がします」

			「さすがはソウジ様ですわ！　いいところに気付きましたわね。でも大丈夫ですわ」

			　レースのために使用される魔導書で召(しよう)喚(かん)できる魔物はランダムだが、規格外の強さや大きさを持つタイプは含まれていない。同行できる召(しよう)喚(かん)獣はあくまでも補佐役だ。

			　召(しよう)喚(かん)獣の強弱そのものがレースの結果に影響を及ぼさないようにするためである。

			　なので、この建物を破壊してしまうような巨大な魔物を呼び出すことはないのだ。

			「さあ、行っちゃってくださいませ、ブロッド様！」

			「分かっただ……！」

			　ブロッドは本の表紙に掌(てのひら)を置くと瞼(まぶた)を閉じた。この魔導書での召(しよう)喚(かん)術に詠(えい)唱(しよう)は必要ない。念じるだけでいいのだ。

			　現れてくれ、と。

			「あっ、魔法陣が出ましたわ！」

			　本の表紙とブロッドの前方に青白い魔法陣が現れた。あとは前方の魔法陣からブロッドが呼び出した召(しよう)喚(かん)獣が現れるのを待つのみである。

			　強そうなのが出ますように、と祈りながらブロッドは念を送り続けた。すると、ティターニアが「ああっ！」と叫び声を上げた。

			　そんなにすごいものが出たのだろうか。興奮した様子でブロッドは瞼(まぶた)を開いて自らが召(しよう)喚(かん)した魔物を確認した。

			「キャンキャン！」

			　甲(かん)高(だか)い鳴き声。そこにいたのはゴツい魔物でもグロテスクな魔物でもない、小さな犬の魔物だった。ふわふわとした茶色い毛並みとぶんぶんと振られている尻尾(しつぽ)。

			　召(しよう)喚(かん)主であるブロッドの足元で鳴いている犬に、ティターニアが蕩(とろ)けた笑顔を浮かべた。

			「可愛(かわい)いですわ～～～～～～～～～～～!!」

			「僕の世界にいるポメラニアンとよく似ていますね。大成功ですよ、ブロッド君」

			　二人からは賛美の声が上がったものの、ブロッドは複雑な気持ちだった。

			「いいだ？　こんなんでいいだ!?」

			「いいんですわ！　さて、次は私ですわ」

			　次にティターニアが魔導書に念を送る。ぼう……っと現れた魔法陣。

			　王女が呼び出す召(しよう)喚(かん)獣。総(そう)司(じ)とブロッドは目を逸らすことなく、魔法陣を見詰めていた。

			「キャンキャン！」

			　ティターニアが呼んだのは、ブロッドが呼んだ小型犬の黒いバージョンだった。こちらも元気よく鳴いている。

			「二匹目ですわ～～～～～～～～!!」

			　ティターニア、ヘブン状態。黒いポメラニアンを抱き上げてはしゃぎ回っている。

			　二匹ともちっさいポメラニアン。この緊急事態にブロッドは慌てふためく。

			「この魔導書不良品だ!?」

			「そんなことありません。最後はソウジ様ですわ。三匹目をお願いしますわ！」

			「三匹目はちゃんとした魔物を出すだ、ソウジ君」

			「僕はどうすればいいんでしょうか」

			　相反する二人の願いを聞き入れながら、総(そう)司(じ)が魔導書に掌(てのひら)を乗せる。妖(あや)しげな光を帯びた魔法陣が姿を見せる。

			　ポメラニアンか。まともな魔物か。本日一番の大勝負。

			「出てきましたわ……」

			　魔法陣の中から魔物の部位らしきものが抜け出てくる。あれはいったいなんだろう。ティターニアとブロッドは目を凝らしてその物体を注視する。

			　徐々に明らかになっていく魔物の姿。だが、それが何なのかはまったく分からなかった。

			　アメーバのような透明な半固体状の体をしており、ぐちゃぐちゃと粘着質な音を立てている。

			「テケリ・リ！　テケリ・リ！」

			　何あの鳴き声……。

			　魔物が発する謎の声にブロッドは恐れおののいた。

			　だが、人懐っこい性格なのはポメラニアンたちと同じらしく、召(しよう)喚(かん)してくれた総(そう)司(じ)にぴったり寄り添ってうごうごと蠢(うごめ)いている。

			　犬どころか、名称も分からない魔物に、ティターニアはショックを受けているのでは。ブロッドが恐る恐る様子を見てみれば、姫君は謎の物体に触りまくっていた。

			「きゃー、柔らかくてひんやりしてて気持ちいいですわ」

			「癒(いや)されますね」

			「召(しよう)喚(かん)大成功ですわね！」

			「これで優勝目指して頑張りましょう」

			　自分が何とかしなければ、このチームは大変なことになる。ブロッドはそんな予感にごくり……と生唾を飲み込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、やってきたエリクシア祭当日。生まれて初めて訪れたフレイヤの国に、ヘリオドールは開いた口が塞がらない状態だった。

			「うわー……」

			　住民のほとんどがエルフ、またはハイエルフで、美しい容姿をした者ばかりが歩く町。至るところに花々が咲き誇り、建築物も皆木造である。常に甘い花の香りが漂っており、ノルンでは見かけないような幻想的な色彩の翅(はね)を持った蝶が飛び交っている。

			　自然との共存とはこういうことを言うのだろうか。森で育ってきたヘリオドールには、とても素晴らしい場所に感じられた。空気も美味(おい)しい。

			「すっごいわね……」

			「ティアさんによると、フレイという国もこういう感じらしいですよ」

			　ヘリオドールの横を歩いていた総(そう)司(じ)が周りを見回しながらそう語る。手に持っているクレープのような食べ物は、先ほど露店で買ったものだ。薄い生地の中には牛の乳で作ったクリームと、フレイヤでしか採れない果実がふんだんに包まれている。この果実は生のままだというのに、砂糖漬けしたかのような甘みを持っており、国内でも人気の食材らしい。

			　はぐはぐと食べ進めていく総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは「ゆっくり食べないと詰まらせるわよ」と注意した。

			　彼女は総(そう)司(じ)と同じようにクレープを買って、あまりの美味(おい)しさに総(そう)司(じ)よりも速いペースで食べ終えていた。その途中で実際に詰まらせて死にかけているので、説得力がある発言だった。

			「ふふ……」

			「どうしたんですか、ヘリオドールさん」

			「何でもないわよ。ふふふ……」

			　何でもないと言いつつ、ヘリオドールは頬を赤らめて喜んでいるようだった。いや、実際彼女は喜んでいるのだ。
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			（お似合いかあ……やっぱりそう見えるのかしら）

			　クレープ売りの露店に行った時のことだ。店主はクレープを二つ頼んだ総(そう)司(じ)に、ニヤニヤした表情でこう言ったのである。

			「あんたら、お似合いだぜ」

			　たとえお世辞だとしても、嬉しいことに変わりはない。ウルドの中心部では姉弟のようだとはよく言われるが、恋仲に見えるとはあまり言われなかった。

			　決して総(そう)司(じ)をそういう目で見たりはしていないものの、若い異性とお似合いと褒(ほ)められて嬉しくないはずがない。

			　……決して総(そう)司(じ)をそういう目で見たりはしていなくても。大事なことなので、二回心の中で唱えながら悦に入る。

			　いつまでも店主の一言を脳内再生させている上司。そんな彼女をずっと眺めていた総(そう)司(じ)が少し申し訳なさそうに言う。

			「すみません、妙な勘違いをされてしまいましたね」

			「え」

			「あのクレープ屋さんに僕たちが恋人だと勘違いされてしまいました」

			　直球である。クレープがはみ出た白いクリームを零れないように食べる総(そう)司(じ)に、ヘリオドールの顔色は赤くなったり青くなったりを繰り返した。

			「な、何言ってるのよ！　別にあんたが私の彼氏って思われても実際は違うんだから、どうもしないわよ。変なことで悩むんじゃないの！」

			「それなら良かったです」

			　ぱく。話を終了させてクレープを一口かじる総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは悟った。この子は先ほどの勘違いを真実に発展させるために話題を出したのではない。本当にヘリオドールを気遣っていただけなのだと。

			　しかし、その優しさが今はとても気に食わない。ヘリオドールは自らの容姿が少なくとも中の上であると自覚していた。そんな異性とお似合いだと言われたのだ。

			　ほんのちょっとでもいいから照れたりはしないのだろうか、この鉄仮面少年は。

			「あ、あんたこそどうなのよ。私みたいな年上の女が彼女なんて……」

			「僕は……」

			「ソウジ様―！」

			　遠くから聞こえたティターニアの声。彼女は民家の屋根を次々と飛び移りながら、二人の下に近付いていった。

			　それだけでもヘリオドールには衝(しよう)撃(げき)的だったのに、さらにすごいことに気付いて思わず目を擦った。

			　ティターニアはドレスを着ていなかった。上下ともに身軽そうな黒い衣服に身を包んでいる。長い髪も後ろで一つに結い上げていた。

			　それだけならまだいい。問題は両手に装着している赤い籠(こ)手(て)である。アスガルドでは見られない文字が刻まれていた。

			　ヘリオドールはその文字に見覚えがあった。これはウトガルド、それも総(そう)司(じ)が暮らす日本という国で使われている『漢字』である。

			「総(そう)司(じ)君、ティターニア姫様の籠(こ)手(て)の漢字って……」

			「闘(とう)魂(こん)ですね。僕が教えました」

			「ゴルァ!!」

			　姫を辞めさせるつもりか。

			　しかし、当の本人は厳(いか)つい文字が刻まれた籠(こ)手(て)を幸せそうに見下ろしている。

			　この日のために妖精の涙が特注で作ってくれたらしい。彼らはいったいどんな気持ちでこれを作っていたのだろう。

			　ヘリオドールが生暖かい気持ちになっていると、人混みを掻き分けてブロッドが駆け寄ってきた。

			「ソウジくーん！　姫様ー！　そろそろレースの準備が始まるから集まって欲しいそうだ！」

			「はい。呼んでくれてありがとうございます、ブロッド君」

			「どういたしましてだ！　今日は一生懸命頑張るだ！」

			「アーデルハイト様のためにですか？」

			　本日二度目の直球。総(そう)司(じ)からのシンプルかつ破壊力抜群の質問に、ブロッドはビョンとその場で跳び跳ねた。

			「ソ、ソウジ君、知ってただ……!?」

			「先日、ヘリオドールさんに教えてもらいました」

			「ど、どうして言っちゃうだ、ヘリオドールさん！」

			　ブロッドから上がる非難の声に弁解もできず、ヘリオドールは素直に「ごめんなさい」と謝った。

			　心を許す友人に恋心を知られていたという事実に悶(もん)絶(ぜつ)するブロッド。そこにティターニアが急かすように言った。

			「告白はいつしますの？」

			「こ、告白ぅ!?」

			「だって、アーデルハイト様は独身ですけど、狙っている男はたくさんいますわ。ここは先手必勝ですわ！」

			「告白だなんてそんなの無理に決まってるだ！」

			　ティターニアからの提案に、ブロッドは必死で首を横に振った。

			　確かにアーデルハイトにこの想いを伝えたいという気持ちはある。

			　しかし、どうせ実らない無駄な恋心を伝えたところで、どうなるものか。

			　自分は総(そう)司(じ)と違って揺るがない強さを持っているわけでもない。こんなちっぽけなオーガが、この華やかな妖精国の大臣に好きだと告白したとしても――。

			　告白もしていないのに、今からアーデルハイトに拒絶される場面を想像し、落ち込むブロッド。

			　しかし、そんな彼の肩を叩いた者。それは、総(そう)司(じ)だった。

			「ではブロッド君、こういうのはどうでしょう」

			「？」

			「僕らが優勝したらブロッド君がアーデルハイト様に告白するんです」

			「えっ!?」

			　思わぬ言葉に頭の中が真っ白になったブロッド。

			　だが、女性陣は総(そう)司(じ)に賛成するように、明るい笑みを見せていた。

			「いいわね、それ！」

			「ソウジ様、名案ですわ！」

			「ま、待って欲しいだ！　オラは……」

			「優勝するとエリクシア様の加護が得られます」

			　総(そう)司(じ)がブロッドの困惑の声を遮(さえぎ)った。

			　エリクシアの加護。ブロッドは呆けた表情で頷く。

			「エリクシア様はとても優しい人です。きっとブロッド君を後押ししてくれるはずですよ」

			「うん……うん！」

			　ブロッドの目に輝きが戻る。

			　エリクシア様の加護云々よりも、総(そう)司(じ)に応援してもらっている。それだけで勇気が湧いてくるので不思議だ。まるで彼の強い心を分けてもらっているかのように、勇気が湧いてくるのだ。

			「オラ……やるだ。レースで優勝してアーデルハイト様に告白するだー！」

			「その意気です、ブロッド君」

			「一緒に頑張って欲しいだ、ソウジ君！　姫様！」

			　完全にやる気モードのブロッドに、総(そう)司(じ)とティターニアはアイコンタクトした。

			「当たり前ですわ！」

			「君の友達として、できることは何でもします」

			「ありがとうだ！」

			　人間とオーガとハイエルフ。種族も立場も違えど、友人を思いやる気持ちに変わりはない。

			（頑張ってね、皆……！）

			　暖かい三人の友情に、ヘリオドールは涙ぐむのであった。

			　

			　ヘリオドールが感動している頃、フレイヤ城には一人の獣人が招かれていた。

			　町も緑に覆(おお)われていたが、城の内部にも様々な花が咲いていた。さすが、自然を愛するエルフの国である。

			　ユグドラシル城とは大違いだ、とオボロは周囲を見回した。

			「そんなに珍しいかの？」

			　オボロの前を歩いていたアーデルハイトが苦笑気味に尋ねた。背中に目でも付いているのか。オボロは露骨に顔をしかめた。

			「フレイヤに入れる日が来るなんて思ってなかったんだ。好きに観察させてくれてもいいんじゃないの？」

			「見るなとは一言も言っていないが。そちは客人。青臭い国だが、ゆっくりしてくれると妾(わらわ)も気が楽になる」

			「気が楽になる？　逆じゃなくて？」

			　オボロの声色が変わる。冷気を孕(はら)んだ探るような眼差しが、アーデルハイトの背中に突き刺さる。アーデルハイトが足を止めた。

			「変だと思ったんだよ。本当は来る必要なんてなかった僕とヘリオドールに、昨日になって急に人手が足りないから来て欲しいって言うなんて」

			「……気付いておったのか」

			「三日前にアイオライトとジークフリートがユグドラシル城に行ったきり戻らないのも引っかかったから、少し調べてみたんだ。そしたら、こんな話が出てきたんだ」

			　オボロは余裕を崩そうとしないアーデルハイトにため息をついてから、言い放った。

			「大臣は知ってる？　以前、ティターニア姫を誘(ゆう)拐(かい)しようとした『漆(しつ)黒(こく)の魔手』の残党が蠢(うごめ)いているそうだよ」

			　殺人、誘(ゆう)拐(かい)、人身売買などあらゆる非道行為を行っていた犯罪組織『漆(しつ)黒(こく)の魔手』。彼らはリーダーであるバイドンが捕らえられたことによって散り散りとなり、多くのメンバーは各地で捕縛されて壊滅状態にあるはずだった。

			　それが近頃になって再び勢力を蓄えているという情報が入った。その主力はバイドンの側近たち。

			　彼らの現段階での最大の目的は、ユグドラシル城に幽(ゆう)閉(へい)されているバイドンの奪還だった。

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手は数多くの犯罪に関わっており、捜査のため、それらがすべて解決されるまではバイドンが処刑されることはない。

			　しかし、それが残された部下たちを奮(ふん)起(き)させることに繋がってしまった。

			　フレイヤの兵たちの話によると、数日前から漆(しつ)黒(こく)の魔手らしき者たちが城下町を彷徨(さまよ)っているという情報もあった。おそらく、彼らはこのエリクシア祭の日に何かをするつもりなのだろう。

			　一番可能性があるのは、漆(しつ)黒(こく)の魔手とは苦い因果を持つティターニアに危害を加えること。彼女の誘(ゆう)拐(かい)を失敗したために、バイドンは捕まってしまったのだ。

			　今度こそ攫(さら)うことに成功すれば、バイドンを釈放させるための道具として使えるし、過去からの脱却のきっかけにもなるだろう。

			　だが、漆(しつ)黒(こく)の魔手の企みは実際に起こらなくては判明しない。ティターニアではなく、この国そのものに多大な被害を加えるということも有り得る。

			　オボロはアーデルハイトへ呆れた視線を送りながら言った。

			「エリクシア祭、今からでも中止にできないの？　何かあったあとじゃ遅いからね」

			「……安心するがよい。町や城には兵や魔術師を総動員させて警備につかせておる。このフレイヤは小悪党ごときに屈服するような脆(ぜい)弱(じやく)な国ではない」

			「じゃあ、何で僕やヘリオドールまで呼んだ？　お宅たちだけで十分なら、その必要はなかったはずだよ」

			「万が一……万が一、姪(めい)をあの少年が守りきれなかった時のための保険じゃ」

			　その、どこか苦々しい表情で答えたアーデルハイトの言葉に、オボロはうっすらと笑みを浮かべた。

			「ふーん、そっか。だからレースに参加させるのを許したってことね。それならソウジがずっと側にいても不自然ではないし。で、姫様は漆(しつ)黒(こく)の魔手のことは全然知らないんだね」

			「ティターニアはこの日を楽しみにしてきた。こんなくだらぬことで気分を損ねさせたくはないからの」

			「そのくだらないことで僕の友人が危険に遭うっていうのは、分かってる？」

			「ニーズヘッグを倒したウルド役所の職員とは……あのソウジという少年のことであろう？　そのような者が簡単にやられるとは思えぬが？」

			　アーデルハイトがさらりと言い放ったそれに、オボロの顔から笑みが完全に消える。

			「姫様はいい子だよ。彼女の喜ぶことはしてやりたいって僕も思う。でも、そのせいでソウジが傷付くなら話は別だ。姫様だって、そんなこと望むはずはないよ」

			「そうじゃな。望んでおるのは姪(めい)ではなく、妾(わらわ)のほう……何があろうともティターニアには笑顔で何も知らずに過ごしてもらいたい」

			　アーデルハイトが振り向いてオボロに笑みを見せる。泣くのを堪えて無理矢理作ったかのようなその顔に、オボロはぐっと息を詰まらせた。

			　そんな顔をされてしまっては、これ以上は批(ひ)難(なん)しにくくなってしまう。加えて、アーデルハイトの気持ちが理解できないわけでもない。

			「……万が一があっても、その時は僕やヘリオドールがいるから姫様のことは安心していいんじゃないかな」

			「そうか。頼もしいの」

			「だから、そっちはそっちで漆(しつ)黒(こく)の魔手の対応を頼むよ」

			　そろそろレースの準備が始まる。ここに来た用件も終えたので、総(そう)司(じ)たちの様子も見にいきたい。

			　元来た道を戻るべく踵(きびす)を返したオボロは、そこで動きを止めた。

			「あなたも気を付けてくださいね。僕はぶっちゃけあなたがどうなっても知ったこっちゃないけど、うちの鑑定課の職員に、悲しみそうな男がいるんで」

			「……その忠告、有り難く受け取っておこうかの」

			　今度こそ立ち去っていくオボロの背中を見送るアーデルハイトの脳裏に浮かんだのは、ティターニアがチームメイトとして選んだあのオーガだった。彼が自分に好意を寄せていることは気付いている。

			　あれもこんな女に惚(ほ)れるとは、悪い趣味を持っている、とアーデルハイトは自(じ)嘲(ちよう)する。

			　ティターニアの望みを叶えようとしているのは、彼女のためであり、自分のためでもある。それは単に姪(めい)を長年縛り付けていた罪悪感から、逃れたいだけだった。

			　

			　エリクシア祭のレースに参加する者たちは、フレイヤの城下町の一角に集められる。総(そう)司(じ)たちが着いた頃には、すでに大勢の参加者が集まっていた。

			　その多くは自国のエルフだったが、人間や獣人の姿もちらほら見受けられる。中には魔族までもいた。

			「いろんな人がいますね」

			「ドキドキするだ……」

			「平常心ですわ、ブロッド様。ソウジ様、魔導書を」

			　召(しよう)喚(かん)獣はレースが始まる前に呼び出しておかなければならない。ティターニアに催(さい)促(そく)されて、総(そう)司(じ)は鞄(かばん)の中から黒い書物を取り出した。

			「じゃ、今回も最初はブロッド君からお願いします」

			「わ、分かっただ」

			　周りを見れば、先に召(しよう)喚(かん)された魔物たちの姿があった。巨大な鋏(はさみ)を持った赤黒い蠍(さそり)の魔物や、鋭い牙(きば)と爪を持った狼の魔物。

			　それに比べて自分の召(しよう)喚(かん)獣は子犬。戦力になどならないだろう。落ち込みながらブロッドは本に掌(てのひら)を当てた。

			「……!?」

			　その瞬間、ブロッドの体が大きく震えた。

			　一方、総(そう)司(じ)はあることに気付いて鞄(かばん)からもう一冊本を取り出す。それは、今ブロッドが手にしているものと同じく黒くて分厚い書物だった。

			「ブロッド君に違う本を渡してしまいました。こちらが本当の魔導書です」

			「それじゃあ、今ブロッド様が持っている本は何ですの？」

			「ネクロノミコンっていう僕が借りていた本なんですけど……」

			　総(そう)司(じ)とティターニアはブロッドへ視線を向けた。

			「クックックッ……何だぁ～？　この連中は。雑(ざ)魚(こ)ばっかりじゃねぇか」

			　明らかに様子がおかしい。見下すような視線で他のチームを観察し、鼻で笑っている。

			　ブロッドはこんな人を嘗(な)めたような表情をするオーガではなかったはずだ。

			　困惑するティターニアを尻目に、ブロッドは総(そう)司(じ)の肩を叩いてニヤリと笑った。
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			「行こうぜ、ソウジ！　こいつら全員皆殺しだ!!」

			「僕たちがするのはレースであって殺し合いではありませんよ、ブロッド君」

			「細かいことは気にすんじゃねえよ！　俺とテメェが本気を出せばここにいる奴ら全員瞬殺だぜぇ！　ヒャッハァァァァァァ!!」

			「ブロッド様から離れろォ、悪霊が!!」

			　高笑いを浮かべるブロッドに、ティターニアのドロップキックが炸(さく)裂(れつ)する。見事鳩尾(みぞおち)に命中し、ブロッドは「ぐおっ」と唸ったあとにその場に倒れた。倒れてしまった。

			　ティターニアが我に返ってブロッドを揺り起こそうとする。

			「ブロッド様！　ブロッド様!?」

			「起きませんね」

			「どうしましょう……レースが始まってしまいますわ」

			　落ち込むティターニアに、総(そう)司(じ)は少し考え込んだあと、口を開いた。

			「替え玉を用意しましょう」

			「いい考えですわ！」

			「何堂々と不正行為に手を染めようとしてんの!?」

			　不穏な会話をする二人にツッコミを入れたのは、レースの運営陣のエルフだった。

			　自分の国の姫だとしても、不正を見逃してはならない。

			「ティターニア姫、このオーガはどうして倒れているんですか？　仲間割れしているかのようにも見えましたが、そういったことでメンバーを欠いたのならレースには出場できな……」

			「事故ですわ」

			　真顔でティターニアが言った。

			「でも、今ティターニア姫思いっきり蹴(け)りを入れて……」

			「紛れもなく、立派な事故です」

			　総(そう)司(じ)もきっぱりと言い放つ。何だかとてつもなく腑(ふ)に落ちないが、相手は王族である。これ以上責められはしない。

			　しかし、やはり不正は認められない。

			「何らかの事情があり、チームの一人が出られないようでしたら二人一組、魔物三体での出場が可能となります。だから替え玉だけは本当に止めてください」

			「魔物三体……でも、ブロッド様がこれでは召(しよう)喚(かん)できませんわ」

			「その場合は特例で他のチームメイトに二回目の召(しよう)喚(かん)が認められます」

			「そういうことでしたら……ソウジ様！」

			　ティターニアはフレイヤの魔導書を総(そう)司(じ)に押し付けた。総(そう)司(じ)なら素晴らしい召(しよう)喚(かん)獣を呼び出せると信じて。

			　それに応えるように総(そう)司(じ)は頷くと、魔導書に掌(てのひら)を置いて瞼(まぶた)を閉じた。

			　青白い魔法陣。

			　……ティターニアが全幅の信頼を寄せる人物の召(しよう)喚(かん)獣が、姿を現す。

			「チェケラッチョ!!」

			　魔法陣から出てきたのは、褐(かつ)色(しよく)の肌を持ち、上半身裸で筋肉モリモリの謎の男だった。しかも、下は密着性のある下着しか穿(は)いていない。形がよく分かる。

			　なのに、黄色い帽子とサングラスを装着している。違うところを隠せと言いたくなるファッションセンス。ふざけてんじゃねえ。

			　とんだ変態野郎が召(しよう)喚(かん)されてしまった。ざわつく人々。

			　頭の中で整理がついていないのか、こればかりはさすがの総(そう)司(じ)も「わお」と小声で呟(つぶや)いたきり固まってしまう。

			　そんな中、ティターニアは口元を押さえ、わなわなと震えていた。

			「人型の召(しよう)喚(かん)獣は魔導書に登録されていなかったはず……まさか、エリクシア様が私たちの危機に姿を変えて……!?」

			「オゥ！　イエース!!」

			「んなわけねーだろ!!」

			　運営陣は相手が姫であることも忘れて力強く叫んだ。

		

	
		
			　

			少年とレース

			　

			　レースの舞台は城下町となる。スタートは町の入口でゴールは城の前。参加チームは待ち受ける様々な困難を乗り越えてゴールを目指さなければならない。

			　三人一緒ではなく、一人でも城の前まで辿り着けば、チーム全体としてのゴールと見なす。レースの運営陣の中には治(ち)癒(ゆ)魔法の使い手もいるので、深手を負った場合は無償で治療もしてもらえる。しかし、その場合は棄(き)権(けん)扱いとなるので注意しなければならない。

			　他のチームへの妨害は容認するが、ほどほどに。

			　これらの規定が書かれたチラシをヘリオドールが眺めていると、城下町に変化が起きた。あらゆる建物、草木を守るように、結界が張られ始めたのだ。

			　いよいよ大会が始まる。もう少しすればスタート地点であるこの辺りに参加者が集まるらしい。

			　自分が参加するわけでもないのに、ガチガチに緊張する魔女。そこにある人物が現れ、彼女に声をかけた。

			「何で君がそんなふうになってんの」

			　オボロだ。馬鹿にしたような笑みを浮かべる狐の青年に、ヘリオドールはしかめっ面になる。

			「いいじゃないのよ。総(そう)司(じ)君の晴れ舞台なんだから」

			「お気楽だねー……そういやさ、君はソウジたちの召(しよう)喚(かん)獣ってもう見た？」

			「まだよ。でもヒントはくれたわ。犬二匹とよく分かんないの一匹だって」

			「一匹だけヒントになってないじゃん」

			　嫌な予感がする。オボロが苦笑いを浮かべていると、運営陣のエルフに先導されて参加チームがスタート地点にやってきた。

			　彼らの多くは召(しよう)喚(かん)獣を呼び出しており、その姿に見物客は感嘆の声を上げる。

			　その中に総(そう)司(じ)たちもいた。総(そう)司(じ)は「テケリ・リ！」と鳴き声を放つアメーバ状の物体とともに歩いていた。

			　その横ではティターニアが四つん這いでパンツ一丁のガチムチ男の背中に乗り、にっこり笑っていた。その手には、小刻みに震える黒い子犬もいる。

			　大変なことが起きている。

			「そ……総(そう)司(じ)君!!」

			「ヘリオドールさん、それにオボロさんも」

			「何それ、何それ!?」

			「どっちのことですか？」

			　総(そう)司(じ)もつっこまれることは予想していたらしい。

			　ただ、ツッコミどころがいくつもあるので、特定できないようだった。

			「姫様が乗ってる奴、誰!?　私の記憶が正しければ、そいつはこの前本屋にいた奴じゃないの!?」

			「犬です」

			「ほぉら、犬らしく鳴くのですわ！　オホホホホホ!!」

			「ワンワン！」

			「犬ってそっちの意味かい!!」

			　姫というより女王様のように高飛車に振る舞うティターニアと、元気よく鳴くアブドゥル。ウトガルドでなら通報される案件である。

			　最悪だ。友情のチームだったはずが、ゲテモノ集団になってしまった。

			「そんで君の横にいるのは何!?　ヒントに出てたよく分かんない魔物って絶対それだろ!!」

			「とりあえずショゴスと名付けてみました」

			「テケリ・リ！」

			　ゲテモノ二体に怯(おび)えて、一番まともな黒い子犬はすっかり縮まっていた。戦闘力が皆無そうに見えても、かなりまともな外見をしている。

			　ここまで期待が悪いほうに裏切られることもそうそうない。が、一番重大なことに気付いたヘリオドールが慌てて叫ぶ。

			「あんたたち、ブロッド君は!?」

			　馬鹿二人のストッパー役の姿が見当たらない。

			　総(そう)司(じ)とティターニアは質問に答えず、顔をヘリオドールから背けた。何も聞いてくれるなと言うように。

			「いや、聞くわよ!!　あんたら優勝してブロッド君に告白させるって言ってたじゃない！　その主役がいないってどういうこと!?」

			「まあ……僕たちだけで優勝しても、ブロッド君にも加護はもらえると思うんで」

			「多分セーフですわ」

			　超適当。二人の頭はアウトだ。

			「ティターニア～～～～～～!!」

			　と、そこへ、客の中から大声でティターニアの名前を呼ぶハイエルフの女性が現れた。立派な白いドレスを纏(まと)い、頭には宝石がちりばめられた王(おう)冠(かん)を載せている。

			　そして、どこかティターニアと似た顔立ち。

			　女性に呼ばれたティターニアが嬉しそうに返事をする。

			「はーい、お母様ー!!」

			　女性の正体はこの国を統括する女王であり、ティターニアの母親でもあるフリッグだ。その周りを私服に身を包んだ精鋭護(ご)衛(えい)部隊が固めている。

			　厳重な警備の中でフリッグは変わり果てた娘の姿に嘆くどころか、明るい声援を送っていた。

			「頑張って優勝するのよー!!」

			「分かってますわー!!」

			　夫を亡くしてからは塞ぎ込むようになり、娘に対して異常なまでに過保護になっていた女王も近頃では昔のような溌(はつ)剌(らつ)とした性格に戻りつつあるらしい。

			　血とは恐ろしいものである。ヘリオドールとオボロは戦(せん)慄(りつ)した。

			「こ……この国大丈夫!?」

			「王も活発な性格だったらしいけど……カエルの子はカエルって言うものね」

			　ティターニアの下に運営陣のエルフがやってくる。彼は悪戯(いたずら)をした子供のような笑みを浮かべた。

			「姫様だからと言って容(よう)赦(しや)はしませんよ。頑張ってくださいね」

			「ええ。力の限り、走らせていただきますわ」

			　不敵な笑みを浮かべて言葉を返すティターニアに、運営陣のエルフも嬉しそうに頷く。

			　祭とはみんなで平等に楽しむもの。王族であろうとえこひいきをしてはいけないし、市民だからといって遠慮する必要もない。

			「他のチームを蹴(け)散(ち)らしてゴールを目指しますわよ、ソウジ様」

			「妨害はほどほどにっと書いてあるので、ほどほどにしましょう」

			「実際戦いが始まれば、規定なんて関係ありませんわ。信じられるのは仲間と己の拳だけですわ」

			「……このレースが終わったら、僕と一緒に帰りましょうね」

			　ティターニアの問題発言をあえて受け流し、総(そう)司(じ)は彼女の犬と化した本屋の店主に語りかけた。

			　突然異世界に召(しよう)喚(かん)された挙げ句、この理不尽すぎる仕打ち。もはやキレてもいいレベルだが、アブドゥルは「オ～～～ウ」と奇声を上げながら笑っている。すごくいい人。

			「では、間もなくレースを開始します！」

			　運営陣のエルフが叫ぶと、参加者たちの顔色がさっと変わった。和やかな雰囲気は一変し、一気に緊迫したものとなる。

			　運営陣らの頭上に浮いている巨大な赤い風船。そこに針を一斉に刺していく。

			　パァン、と勢い良く弾けた風船。

			「「「スタートです!!」」」

			　その声に参加者たちは雄叫(おたけ)びを上げてスタート地点から走り出す。

			　ティターニアもその一人で、店主から降りて駆け出そうとする。が、総(そう)司(じ)に肩を叩かれて動きを止めた。

			「ティアさん、髪にゴミがついてます」

			「あら、ソウジ様。ありが……」

			「ギャアァァァァァ!!」

			　悲鳴は前方から聞こえた。先頭チームが、突如足元に現れた巨大な蟻(あり)地(じ)獄(ごく)に飲み込まれていた。やがて悲鳴は聞こえなくなり、彼らは完全に土の中へと沈んだ。

			　間一髪のところで蟻(あり)地(じ)獄(ごく)を回避した他のチームが顔を歪(ゆが)める。

			「さ、最初から……こんなのありかよ……」

			「おい、さっさと行く……あああああぁぁ……!!」

			　彼らの前にも蟻(あり)地(じ)獄(ごく)。開始三十秒で二つのチームが脱落した。

			　だが、参加者たちに襲いかかるのは蟻(あり)地(じ)獄(ごく)だけではない。何とか流砂の落とし穴ゾーンを抜けたとしても、本当の戦いはそこからだった。

			　足元から突き上げて参加者たちを空高く吹き飛ばす巨大な針山。

			　どこからともなく現れて参加者たちを巻き込む竜巻。

			「すごい……罠(わな)だらけですわね」

			「何という初見殺し」

			「何か言いましたか、ソウジ様」

			「いえ、何も。それより、ちょっとこっちにきてください」

			　総(そう)司(じ)がティターニアを手招きして呼び寄せる。たった今までティターニアがいた場所に鉄の檻(おり)が降り注いだ。

			「ティアさん、安全第一で行きましょう」

			「ソウジ様がそう言うなら了解ですわ！」

			「チェケラッチョ!!」

			　アブドゥルはいつまで四つん這いのままなのだろうか。

			　

			　水晶玉の中に映るティターニアたちの姿を、アーデルハイトは静かに見詰めていた。漆(しつ)黒(こく)の魔手の動向を見張るために城に残ったとは言え、レースはやはり気になった。

			　危うい罠(わな)を掻い潜り、現れた魔物を拳や蹴(け)りで返り討ちにするティターニア。娘の活躍を自分のことのように喜び、はしゃぐフリッグ。

			　できれば、自分も直接この目でその光景を見たかった。ふと芽生えた寂(せき)寥(りよう)の思いに苦い笑みを浮かべていると、偵(てい)察(さつ)に行かせた兵士たちが戻ってきた。

			「ただいま戻りました、アーデルハイト様」

			「どうじゃ。小悪党どもを見付けたか？」

			「はい、それらしき者どもを発見しました」

			「……やはりか」

			　忌(いま)々(いま)しい。アーデルハイトは目を細めた。

			　しかし、何か起こる前に発見できて良かったと安(あん)堵(ど)する。

			「それで、奴らは今どこにおるのじゃ」

			「ええ。奴らは……」

			　兵士の一人が苦々しい表情を見せながら言葉を濁す。アーデルハイトは嫌な予感に駆られて、続きを促(うなが)した。

			「答えよ」

			「奴らは……あなたの目の前にいます」

			　兵士が愉しげに口角を吊り上げる。アーデルハイトが何もかもを悟った時には遅く、背後から二人の兵士――いや、兵士に変装した漆(しつ)黒(こく)の魔手に拘(こう)束(そく)される。

			　ならば、と魔法を発動させようとすれば、首に黒い首輪を填(は)められてしまう。

			「うっ……!?」

			　全身に襲いかかる脱力感。全身の力を無理矢理搾(しぼ)り取られ奪われていくような感覚に、アーデルハイトは目を見開く。

			　それだけではない。魔法を使うための魔力すら首輪に吸い取られていく。

			「こ、これは……!?」

			「いくら魔法の達人のハイエルフでも魔力がなければ、ただの女だ」

			「うっ……」

			「あんたにはボスのために協力してもらうぜ、大臣様」

			　その場に倒れ込むアーデルハイトの銀髪を掴み上げ、偽りの兵士が醜(しゆう)悪(あく)に笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ブロッドが瞼(まぶた)を開くと、見慣れない白い天井が広がっていた。自宅や役所の仮眠室の物よりも質の良いベッド。

			　そして、甘い花の香り。

			　ブロッドが眠っていたのは、フレイヤ城の中にある医務室だった。

			　周りを見れば、怪(け)我(が)人が次々と運ばれてきて、手当てを受けている。その何人かはブロッドも見覚えがあった。

			　彼らは皆、エリクシア祭のレース参加者だ。

			　どうしてこんなところに、と困惑するブロッドの下へ救護班の一人がやってきた。

			「ああ……大丈夫なようですね。前代未聞ですよ、レースが始まる前にリタイアしてしまうなんて」

			「始まる前ってことは、レースはもう……」

			「とっくに始まってますよ。今年も怪(け)我(が)人が多くて見ていて面白いですよ～。どうしてこんな怪(け)我(が)をすると分かっていて、皆祭に参加するんですかね～」

			　傷付き呻(うめ)く患者たちを鼻で笑う救護班の姿が、ブロッドには極悪人に見えた。患者たちも手当てしてもらう側なので文句が言えないのか、はたまたブロッドのように恐れをなしたのか反論できずにいた。

			　それにしても、とブロッドは次々と運ばれてくる参加者を見て言葉を失う。

			　命に関わるような傷を負っている者こそいないものの、重傷の患者も多い。医務室に漂っていた花の香りは、血の匂いに掻き消されていった。

			　屈強そうな冒険者も負傷した状態でやってくる。まさかと思いながら、周囲を見回すが、今のところ総(そう)司(じ)とティターニアの姿は見当たらない。

			「…………………」

			　そして、ブロッドは安(あん)堵(ど)した。

			　まだ総(そう)司(じ)たちがレースに残っていることに。

			　こんなに危険なレースに、参加せずに済んだことに。

			　今この瞬間まで、ブロッドは心底安心しきっていた。アーデルハイトにいいところを見せたい。それだけの下心丸見えで参加しようとしていたレースが、こんなにも危険なものだなんて思ってもいなかった。

			　美しいこの国でそこまで過激なことはしないだろう。そう心のどこかで、たかをくくっていたのかもしれない。

			　救護班の話によると、ブロッドはティターニアからの蹴(け)りを受けて気絶したらしい。ブロッドにはその辺りの記憶がまったく残っていない。

			「そ、そうだ……オラなんかじゃ、こんな危ないレースなんて……」

			　他人とまともに喧(けん)嘩(か)もしたことない。見た目ばかりが厳(いか)つくて、中身は弱虫で泣き虫。いいところがない。

			　自分がレースに出ても、きっと怖くてその場から一歩も動けなかっただろうし、動けたとしてもすぐに怪(け)我(が)をして医務室送りだ。いてもいなくても変わらない。

			　そんな目に遭わないように、レースが始まる前に気絶させてくれたティターニアには感謝しなければならないだろう。彼女には総(そう)司(じ)がついている。二人だけでも何とかなるはずだ。

			「はあ……」

			　喜ぶべきだというのに、何なのだろう。胸がズキズキと痛み、目頭が熱くなってくる。視界が滲(にじ)んできて、よく見えない。そのくせ、周囲にいる人々の声はよく聞こえる。

			　傷の痛みに呻(うめ)く者。レースを脱落したことを悔しげに語る者。まだ生き残っているチームメイトに希望の言葉を送る者。

			　彼らの声を聞いていると、ますます胸が痛くなる。喧(けん)騒(そう)から逃れるようにブロッドは医務室を出た。ふらついた足取りではあったが、問題ないと判断されようで救護班に呼び止められることもなかった。

			「ソウジ君……姫様……」

			　もう自分にできることは何もない。ただ、せめて二人の応援だけはしたい。その思いに突き動かされるように、重い足を前へ前へ出していく。

			　しかし、ブロッドはしばらくしてその歩みを止めてしまう。深く考えずに歩いていたが、ここは初めて訪れるフレイヤ城。どこに何があるかなど、分かるはずもなかった。

			　ここはどこなのだろうか。だだっ広い廊下の中心でブロッドは自己嫌悪のため息をつく。

			「はあ……」

			　その時だった。ゴトンとブロッドの横の部屋から小さな物音がした。

			「！」

			　何をしたわけでもないが、悪いことをしてしまった気分になり、ブロッドは慌てて逃げ出そうとした。その足を止めたのは、部屋の中から聞こえた「助けてくれ」というか細い声だった。

			　ブロッドは怯(おび)えた表情を浮かべながら、扉を開こうとした。だが、鍵(かぎ)が掛かっているのかびくともしない。

			　単なる悪戯(いたずら)。とも一瞬考えたが、あの声はとても冗談には聞こえない緊迫したものだった。

			「だ……誰かいるだ？」

			　扉の前で呼びかけてみる。すると、先ほどの声が再び聞こえてきた。

			「頼む……腕の立つ魔術師を呼んで、この扉を開けさせてくれ……早くしなければアーデルハイト様が……」

			「ど、どうしただ!?　アーデルハイト様がどうしただ!?」

			「『奴ら』に連れていかれてしまった……早く……時間が……」

			「ええっ!?」

			　緊急事態だ。状況はよく分からないが、想い人であるアーデルハイトに危険が迫っていることだけは理解できた。

			　だが、ブロッドがこの慣れない城を歩き回って、誰かを見付け出す前に、手遅れになってしまったら。その可能性にブロッドは背筋を凍らせた。

			　そもそも、どうして扉を開くことがアーデルハイトを救うことに繋がるのだろうか。開ける暇(ひま)があるのなら、彼女を捜(さが)しにいくのが先のはずなのに。

			　それに中にいる者の声は苦痛に耐えているようにも聞こえる。嫌な予感がしてブロッドは恐る恐る尋ねてみた。

			「あ、あなたは大丈夫だ？　なんだかとっても苦しそうだ……」

			「俺はどうでもいい！　早く誰かを連れてきて扉を開いてくれ！　アーデルハイト様は……」

			「アーデルハイト様は!?」

			「………………」

			「しっかりするだ！」

			　必死に呼びかけるも反応がない。ブロッドは青ざめ、その場に立ち尽(つ)くすしかなかった。

			　自分でも壊せないのかと、取っ手を握って強引に動かす。だが、オーガの力でもびくともしない。

			　よく目を凝らせば、扉にはうっすらと黒い紋(もん)章(しよう)が刻まれていた。何者かがこの扉に魔法をかけて、開かないようにしているようだった。

			　魔術の知識がほとんどないブロッドでも、扉に掛けられた魔法がかなり強力なものだと分かった。

			　ブロッドではどうしようもない。ヘリオドールかオボロ。瞬時に彼らの姿が浮かんだが、二人を見付け出すよりも先に、扉の向こうにいる者やアーデルハイトが手遅れになってしまうのでは。そう考えると脚が動かなかった。

			「どうすれば……」

			　おそらく部屋の中にいる誰かはブロッドが何者かなど知らないだろう。今すぐここから立ち去って静かにウルドに帰れば、ブロッドがここに来たという事実は知られることはない。どうして放っておいたのだとブロッドを責める者もいない。何も知らない振りをしていればいい。

			　しかし、そんな考えがよぎったブロッドの脳裏に、あの銀髪ハイエルフの女性の姿が浮かんだ。

			　次の瞬間、ブロッドは取っ手を先ほどよりも強い力で握り締めた。

			「ぐおぉぉぉぉぉぉぉ!!」

			　動かない扉を必死になって開こうとする。

			（オラは逃げるだなんて……絶対にしたくないだ!!）

			　逃げ出して、彼女を見捨てたくなんかない。その強い思いが戸惑うばかりだったブロッドを動かした。

			　それに……それに総(そう)司(じ)であれば、見捨てることは何があってもしないはずだ。どんなに強固な扉があったとしても、「開きませんねえ」と言いながら強引に破壊して困っている人々を救うに違いない。

			　そうだ。開かないならもう壊してしまえばいい。ブロッドは取っ手を離すと扉に体当たりを始めた。

			　だが、扉は相変わらず侵入者を許そうとしない。そう見えたかに思われた。

			「うおおおおおおお!!」

			　黒い紋(もん)章(しよう)が次第に薄れていく。魔法そのものが壊されようとしているのだ。ブロッドの力が、どんどんと上がっていく。

			　そして、バキッと何かが砕ける音とパリンと何かが割れる音と同時に、紋(もん)章(しよう)が消滅し、扉が開いた。

			「やっただ……！」

			　だが感動に浸っている暇(ひま)はない。ブロッドが中に入ると、薄暗い室内には手足を縛られたエルフの兵士たちがいた。その首には黒光りする首輪が填(は)められており、全員衰(すい)弱(じやく)しきっているようだった。

			　首輪からは禍(まが)々(まが)しい闇(やみ)の魔力を感じる。これは良くない物だ。見ただけでそう判断したブロッドは、首輪に恐る恐る触れてみた。それは一瞬で砕けて砂のようになってしまった。

			　だが、首輪が壊れた瞬間、荒々しかった兵士の呼吸が落ち着きを取り戻したのを見て、ブロッドは他の兵士の首輪も次々と外していった。

			　最後の一人の首輪を外していると、その男がうっすらと笑みを浮かべた。

			「驚いたよ……強引に魔法を解除するなんて……まさかオーガに助けられる日が来るとは思っていなかった」

			　それは扉の内側からブロッドに助けを求めていた者の声だった。

			「よ……良かっただ！　この首輪は……」

			「体内の魔力を吸収する呪いがかけられた首輪だ。装着者以外なら誰でも外せる物だが、皆こうなってしまっていてね……本当に助かったよ」

			「……ここにいる人たち全員フレイヤの兵士だ？」

			　ブロッドの質問に男は頷いた。そして額には脂汗がびっしり浮かんでいた。

			「助かったぞ、オーガ。早くアーデルハイト様を……うぐっ」

			　ブロッドに手足を縛っていた縄もほどかれ立ち上がろうとするも、すぐにその場に崩れ落ちる。

			　アーデルハイト。彼女に何があったのだろう。

			「どういうことだ？　アーデルハイト様に何があっただ!?」

			「苦しむ俺たちに見せ付けるようにして、奴らはアーデルハイト様を連れてあの中に入っていった……」

			　男が睨み付ける先にあったのは、部屋の奥。そこの空間にはぽっかりと黒い大穴が開いており、揺らいでいた。

			「あの穴はどこに繋がっているだ……？」

			「分からない。だが、あの中からは微かにアーデルハイト様の気配を感じる。アーデルハイト様はまだ……」

			　ぐにゃり、と穴が大きく動き出す。それだけではなく、どんどん縮んでいく。

			　男が表情を歪(ゆが)めた。

			「まずい！　穴が閉じてしまったら……！」

			「……アーデルハイト様！」

			「お、おい!?」

			　ほぼ反射的にブロッドは走り出し、急速に縮小していく穴へと飛び込んでいった。

			　直後、空間からは穴が消え去っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつもは穏やかで緩(かん)慢(まん)な時が流れるフレイヤの城下町だが、今やその面影は見られない。

			　多くの者が雄叫(おたけ)びを上げながら前に突き進み、傷付き、散っていく。彼らを待ち受けるおぞましい罠(わな)や、獰(どう)猛(もう)な魔物。中には畏(おそ)れが戦意を上回り、その場から動けなくなる者まで現れた。

			　自らを鼓(こ)舞(ぶ)するための咆(ほう)哮(こう)。恐怖と悔しさの入り交じる絶叫。仲間を傷付けられたことによる怒号。様々な負の声が血なまぐさい空気を震わせる。

			　結界によって守られた観客たちも最初は盛り上がっていたが、そのあまりに凄(せい)惨(さん)な光景に、次第に言葉を失っていった。中には涙ぐむ参加者の家族や友人もいた。

			　だが、彼らは誰一人帰ろうとはしなかった。エリクシアの加護を得れば幸福な未来が手に入るとされており、参加者たちはそれを掴み取るため、必死に戦い続けていた。

			「脱落者が増えてきましたわね……」

			　正面から突っ込んでくる巨大な丸い岩石を拳で砕きながら、ティターニアは周囲を見回す。そろそろコースの半分まで来た頃だが、参加者の人数は減っていた。

			　今も参加者数名が地面から突き出る魚のような出で立ちの魔物に、丸飲みされたところである。

			「活気がありますねえ」

			　自分をも飲み込もうと体をくねらせて迫る魔物を、赤くて小さなハンマーのような武器で叩きつけながら総(そう)司(じ)が呟(つぶや)いた。魔物はその衝(しよう)撃(げき)で頭部が地面にめり込んでいた。尾びれが、苦しそうにびちびちと左右に揺れている。

			　ハンマーは叩く度にピコピコと可愛(かわい)らしい音が鳴る。ティターニアは興味深そうに、それを眺めた。

			「そんな見た目なのにとてつもない威力ですわね」

			「『叩いてかぶってじゃんけんポン』って遊びで使われるものです。武器みたいなのも必要かと思いまして、持ってきてみました。……武器というよりおもちゃですけど」

			「武器を持つソウジ様もかっこよくて素敵ですわ！」

			「僕より、あの人のほうがすごいですよ。ほら」

			　総(そう)司(じ)が指差す先。そこには頭上から降り注ぐハーピーの大群を前に、満面の笑みを浮かべる本屋の店主兼犬のアブドゥルがいた。

			「チェケラッチョ!!」

			　アブドゥルが口を開けると、顔の前に小さな火球が生まれた。それがハーピーの群れへと放たれる。

			　その直後、火球が爆発を起こした。空にいたハーピーたちは悲鳴を上げる間もなく灰(かい)塵(じん)と化す。

			　アブドゥルは総(そう)司(じ)に向かってピースをした。総(そう)司(じ)は数秒間、動きを止めて彼を見詰め、やがて褒(ほ)め称(たた)えるようにぐっと親指を立てた。

			　アブドゥルのおかげでハーピーからの攻撃を免れた参加者の中には、「こいつらとは争えない……」と恐怖で腰を抜かす者が現れていた。

			「ソウジ様！　補給所ですわ！」

			　コースの半分まで走ったところで大きなテントが現れた。そこでは運営陣がグラスに水を注いで待ち構えていた。

			　補給所には魔物や罠(わな)が出現しない。何とか生き残った参加者は安(あん)堵(ど)のため息をつきながら、水を口にして渇きを満たしていた。

			　総(そう)司(じ)とティターニアの下にも運営陣の女が駆け寄ってきた。

			「さあさあ、どうぞ姫様。そちらの可愛(かわい)いお顔の騎士様も」

			「……………？」

			「ソウジ様のことですわ！」

			　あれほど怯(おび)えていたくせに修(しゆ)羅(ら)場(ば)を潜り抜け、ちゃっかり二人についてきていた黒いポメラニアンに視線を向ける総(そう)司(じ)。と、真実を伝えるティターニア。

			　総(そう)司(じ)はわずかに訝(いぶか)しむ表情を見せながらも、女が持つ澄んだ水が注がれたグラスを手に取った。

			　そんでもって、グラスを握り砕いた。

			「何で!?」

			　女が驚(きよう)愕(がく)した。ティターニアも心配そうに総(そう)司(じ)の様子を窺(うかが)う。

			「どうしましたの、ソウジ様!?　硝子(がらす)で手を切っていませんか!?」

			「すみません、ちょっと気持ちがあらぶってまして、衝動が抑え切れず……」

			　何だ、この危険分子。他の運営陣は引きつった笑みを浮かべた。

			「ガルルルルルルッ!!」

			　その微妙な雰囲気をぶち壊したのは、黒いポメラニアンだった。総(そう)司(じ)があらぶって破壊したグラスの残骸に向かって威(い)嚇(かく)している。

			　怖がることは多々あったが、これだけ怒りを露(あらわ)にする姿は初めて見る。ティターニアは自らの召(しよう)喚(かん)獣の異変に、グラスの破片を注視した。

			「あら……？」

			　すると、破片の一つが独りでに動き出した。

			　いや、破片そのものが動いているのではない。何かが破片を乗せた状態で移動しているように見えた。

			　ティターニアは気になって破片を持ち上げてみたものの、そこには何もいなかった。見間違いだろうか。そう思った時だった。

			　一匹の手足の長い虫がぼんやりと浮き上がるように現れた。それを見た女の表情が青ざめる。

			「そっ、それは何でしょうかね、姫様！」

			「これ……ソウジ様のグラスに入ってましたの？」

			「変な形の虫ですね」

			　異様に怯(おび)え始める女をよそに総(そう)司(じ)が呑(のん)気(き)に呟(つぶや)く。

			　女は慌てて後退りをして逃げようとするが、両腕を掴まれてしまう。右腕を掴んだのはヘリオドール、左腕を掴んだのはオボロだった。

			「な……何をするんですか！」

			「その虫、水の中に入れると体が透明になるのよ。それで何も気付かないまま体内に入れると、鋭い牙(きば)で飲んだ人間の内臓をズタズタにするの」

			「それは……とても怖いですね……」

			　据わった目をしたヘリオドールの説明に女は顔面蒼(そう)白(はく)の状態で、何とか笑みを作ろうとするも失敗していた。オボロは女からいったん離れると、総(そう)司(じ)とティターニアが観察していた虫を捕まえた。

			　そして、女の顎(あご)を掴んで虫を口元に近付ける。

			「試してみるかい？　ソウジがあのままこいつが入った水を飲んでいたらどうなっていたか……」

			　オボロの目は本気だった。愉しげに笑う獣人の青年に女の足がガクガク震え始める。

			　ヘリオドールはやりすぎなんじゃ、と横で眺めていたが、止める気は特になかった。

			　が、何も事情を知らないのか総(そう)司(じ)がオボロから虫を取り上げる。

			「可哀想ですよ、オボロさん」

			「可哀想？　この女が？」

			　オボロが女の服の袖(そで)を捲(まく)り上げる。

			　しみ一つないはずの美しいエルフの腕には、禍(まが)々(まが)しい鉤(かぎ)爪(つめ)のような黒い刺青(いれずみ)が刻まれていた。言い逃れはできないと女は唇を噛み締め、傍(はた)目(め)からこちらの様子を窺(うかが)っていた運営陣がざわついた。

			　ティターニアも刺青(いれずみ)を見てアクアマリンの瞳(ひとみ)を大きく見開いた。

			「あなた……その刺青(いれずみ)はひょっとして……」

			「そういえば僕の近所に刺青(いれずみ)好きな留学生の女性が住んでいると聞いたことがありますけど、まさか」

			「総(そう)司(じ)君、あんたちょっと黙ってて!!」

			「まあ、ソウジ様の知り合いでしたのね……」

			「ちょっと誰かこの二人黙らせなさい!!」

			　総(そう)司(じ)のボケに緊迫した空気が乱れる。おまけにティターニアが便乗してきた。二人とも真顔なので、わざとなのか天然なのか判断できない。

			　オボロがため息をついて説明をする。

			「この女は漆(しつ)黒(こく)の魔手の一味だよ。この名前には覚えがあるでしょ？」

			「……………？」

			「……………？」

			　総(そう)司(じ)とティターニアはほぼ同時に首を傾げると、顔を見合わせてひそひそ話を始めた。

			「覚えてないなら覚えてないって素直に言えよ！」

			　深刻そうな雰囲気を漂わせる二人に、オボロがツッコミを入れる。

			　そんな呑(のん)気(き)さに拘(こう)束(そく)されていた女が忌(いま)々(いま)しそうに言葉を吐き捨てる。

			「お前らのせいでバイドン様は捕まったんだ！　それを忘れただと!?」

			「！　あなたたち、私を誘(ゆう)拐(かい)しようとした……？」

			「そうだ！　お前が大人しく捕まっていたら漆(しつ)黒(こく)の魔手が崩壊することはなかったんだ！」

			「………………」

			　憎悪を剥(む)き出しにする女にティターニアが言葉を失う。そんな様子を見ていたオボロが、ふん、と鼻を鳴らす。

			「リーダーを取られた腹いせが姫様への喧(けん)嘩(か)売りだなんて豪快だね」

			「詳しい話は向こうで聞かせてもらうわ。ここにいるとレースの邪魔になりそうだし」

			「……何かあったんですか？」

			　女を連行しようとする二人を呼び止めたのは総(そう)司(じ)だった。

			　ヘリオドールは一瞬表情を曇らせたものの、すぐに笑顔を浮かべた。

			「な、何でもないわよ、ほら。あんたたちも他の運営陣から水もらってきなさい」

			「はあ……」

			「そうですわ！　早く行きましょう、ソウジ様！」

			　レースはまだ続いている。ハッとした表情で総(そう)司(じ)の腕を引き、水を持つ運営陣の下へ走っていくティターニア。その姿を見て、ヘリオドールは安(あん)堵(ど)のため息をつくのだった。

			　

			　ティターニアがもらった水を美味(おい)しそうに飲んでいる。総(そう)司(じ)も今度はグラスを割らなかった。

			「生き返りますわー！」

			「この水、少しだけ花の香りがしま……」

			「ソジ君、ソジ君」

			　アブドゥルが総(そう)司(じ)の肩を人差し指で叩く。総(そう)司(じ)は運営陣からもう一つグラスをもらって彼に差し出した。

			「あなたもどうぞ」

			「センキュウ。アト、コレ」

			　グラスと引き換えにアブドゥルが渡してきたのは、黒いトランシーバーだった。その黒光りする物体に、ティターニアが目を丸くする。

			「何ですの、これ」

			「イエーイ！　盗聴器！　魔女ノ帽子ニ付ケタヨ！」

			「ヘリオドールさんに怒られますよ」

			　と言いつつ、総(そう)司(じ)がトランシーバーを弄(いじ)り始める。その手付きは初心者とは到底思えず、明らかに慣れている感があった。

			　ティターニアが感心の眼差しを向ける。

			「ソウジ様、使えますの？」

			「僕が使ったわけではありません。友達の部屋に仕掛けられたものを外す作業をするついでに、使い方を覚えただけです」

			　トランシーバーからノイズ音混じりに人の声が聞こえてくる。ヘリオドールやオボロだけではなく、ティターニアがよく知る人物の声も聞こえてきた。

			『ティターニアには、まだこのことは伝えるべきでは……』

			　その声に、ティターニアは息を飲む。

			「お母様……？」

			　その黒く四角い物体から聞こえてくる彼らの会話。それはティターニアの表情を曇らせるには十分すぎるものだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　全身に纏(まと)わり付く男たちの卑(いや)しい目。そして下品な会話がとても耳障りだ。

			　指一本動かすことさえも億(おつ)劫(くう)になるほどの疲労感。アーデルハイトは閉じかかる瞼(まぶた)を何とか抉(こ)じ開けて、辺りを見回した。

			「ここ……は……」

			　薄暗くてはっきりとは分からないが、屋内のようだ。きらびやかなフレイヤ城の一室とは違い、剣や斧(おの)を始めとした武器や縄などが乱雑に置かれている。ろくに換気もしていないのか、空気は淀(よど)んでいた。

			　混(こん)濁(だく)する意識の中で、アーデルハイトは先ほど見た光景を思い出していた。

			　魔力を無理矢理吸い取る首輪を填(は)められ、使われていない空き部屋に放り込まれた兵士。彼らはアーデルハイトを救おうとし、逆にアーデルハイトを盾にされて怯(ひる)んだところを返り討ちに遭ったのだ。

			　魔力を奪われ衰(すい)弱(じやく)していく兵士たちは、それでもアーデルハイトを助けようと主の名を呼び続けた。

			（あの下(げ)衆(す)どもめ……！）

			　怒りと悔しさに奥歯を噛み締める彼女の脳裏に浮かんだのは、兵士らをせせら笑う漆(しつ)黒(こく)の魔手のメンバーたち。奴らは余興として、兵士の眼前で空間魔法を発動し、連れ去る光景をわざと見せ付けたのだ。

			　首輪の力によってまったく抵抗できない状態で、主を守りきれなかった絶望を味わわせるために。

			　最後に見た、自分を信頼してくれていた部下たちの顔。その様々な負の感情を混ぜ合わせたような表情に、アーデルハイトは気が狂いそうになった。彼らはあのまま無念を抱え、誰にも助けられることなく死んでいく。あんな屑(くず)のような連中の手によって……。

			　アーデルハイトの首輪は現在、装着者の魔力の吸収を停止している。死なない程度まで搾(しぼ)り取り、抵抗できなくなった状態を維持させるつもりのようだ。それはおそらくアーデルハイトが人質としての価値がなくなるまで続くだろう。

			　だが、その時が来たとしてもアーデルハイトが楽になれるとは限らない。用済みとして殺されるか……生かされたとしても、奴らの慰(なぐさ)み者になる道しか残されていないだろう。

			（姉上……ティターニア……）

			　彼女たちの足(あし)枷(かせ)となるくらいなら、いっそここで自らの命を絶つか。死の恐怖よりも守るべきものを守れないことのほうが恐ろしい。

			　アーデルハイトは静かに口を開き、自身の舌を噛み千切ろうとして。

			「おっと、余(よ)計(けい)なことはするなよ？」

			　その粘ついた声とともに、アーデルハイトに再びあの感覚が襲いかかった。体内に無数の手が入り込み、残るわずかな魔力さえも掻き出されるような、強烈な不快感。

			　力が抜けていく。悲鳴を上げる気力すらなく、アーデルハイトの青い瞳(ひとみ)に涙が滲(にじ)んだ。

			　首輪の能力を発動させていた男は、薄汚い床の上で体を痙(けい)攣(れん)させるアーデルハイトを愉快そうに見下ろしていた。それを他の仲間が制止する。

			「その辺にしとけ。死んじまったら意味がないだろ？」

			「悪ぃ悪ぃ。だって、たまんねぇだろ。澄ました面の美人の泣き顔なんてよ」

			「まあ、気持ちは分かるわ」

			　首輪の力が止まる。アーデルハイトは声すら出せず、虚(うつ)ろな視線を男たちへ向ける。

			「ようこそ、アーデルハイト殿。漆(しつ)黒(こく)の魔手のアジトへ」

			「あんたにゃ、しばらくここで俺らと暮らしてもらうぜ」

			　男の手が、アーデルハイトへ伸ばされる。

			　ビリッとアーデルハイトの衣服を引き裂く音。それを耳にしながらもアーデルハイトには、どうすることもできなかった。舌を噛み千切る力さえ失われた。

			　無数に聞こえる下(げ)劣(れつ)な男たちの笑い声。人質として生かしておく必要はあるが、逆を言えば死ななければ何をしてもいいということになる。

			（妾(わらわ)は自害することすら許されず、この者どもに体を弄(もてあそ)ばれるのか……）

			　性欲に満ちた眼球。劣情を滲(にじ)ませた息遣い。

			　嫌だと叫ぶ。そんな簡単なこともできない。

			「……………………」

			　衣服に守られていた肌が外気に触れ、その冷たさに体が震える。アーデルハイトの反応を見た誰かがヒュウと口笛を吹く。

			　……アーデルハイトの中にとある感情が沸き上がる。国を守る者として心の奥底に沈めていた「それ」が、今となって浮かび上がってくる。

			　誰でもいい。誰か。

			「た……すけ……」

			「たすけ？　助けてってか？　来ねえよ、お前を助けにきてくれるような奴なんざ。お前を守っていた兵士らは全部使いもんにならなくしたし、ここに繋がる空間魔法もとっくに切れた頃……」

			「おい！　おもしれえモンがこの大臣を追っかけてきたぞ！」

			　向こうの部屋から引き摺(ず)られるように連れてこられた男に、アーデルハイトは瞠(どう)目(もく)する。

			　なぜなら、その男は自分を好いてくれたオーガだったからだ。ブロッドというそのオーガは、この漆(しつ)黒(こく)の魔手のアジトに迷い込み、見付かったところを抵抗もできずに暴行を受けたのだろう。全身には殴られた痕(あと)ができ、右目は潰されていた。

			「うぅ……」

			「こいつオーガのくせに気弱でよぉ！　単身乗り込んできたくせに俺に見付かった途端逃げようとしたんだ……ぜっ！」

			　男の一人が、ブロッドの腹部を思い切り蹴(け)り上げる。だがブロッドは短く呻(うめ)き声を発し、項(うな)垂(だ)れるだけだった。

			　つまんねえ。誰かが口にしたその呟(つぶや)きに、弱っていたアーデルハイトの心が怒りという焔(ほのお)で熱くなった。動けないながらも殺意を宿した眼光を放つハイエルフに、男たちは口元を下品に吊り上げる。

			「そんな顔すんなよ。今からあんたのことも嫌ってくらい構ってやるから……」

			「ころ、して……や……る……ころして……っ」

			　アーデルハイトの憎悪に満ちた声が室内に響いた時だった。ほとんど意識などなかったはずのブロッドの目が、うっすらと開いた。

			「アーデルハイト……様……？」

			「おお、大臣様のピンチに頼りない騎士様が目を覚ましたぞ」

			「こりゃいいや。そいつにアーデルハイトを犯すところを見せ付けてやろうぜ！」

			　聞こえてくる声にブロッドは、ぼんやりと霧がかかっていた意識がはっきりしていくのを感じた。右目はとても痛くて開かない。

			　だから左目だけでその先にあるものを見る。

			「……アーデルハイト、様？」

			　どうしてだろうか。アーデルハイトが服を引き裂かれた状態で苦しそうにしている。

			　その周りにはいやらしい笑みを浮かべた男たちがいる。今から何が始まろうとしているのか。ブロッドでも分かった。

			　分からないのは、どうして彼女がこんな目に遭っているのか。呆然とするブロッドに、男たちが『親切』に教えてやる。

			「気にすんなよ。アーデルハイト様も嫌がってはいるけど、始まりゃ嬉しそうに腰をいくらでも振ってくれるさ」

			「う、嘘だ。だって……あんなに嫌そうに……」

			「嫌も嫌も好きのうちって言うだろ。ほら、お前も見とけよ。気が向いたら一緒に混ぜてやるって」

			　その言葉を最後に、ブロッドの耳には何の音も声も届かなくなった。

			　ただ、アーデルハイトに無数の男の手が迫ろうとする光景を見ることしかできなくなっていた。

			　ソウジ君、早くきて。アーデルハイト様を助けて欲しいだ。

			　そんな自分勝手な願いが浮かび、叶うはずがないとすぐに霧(む)散(さん)する。

			　そう、ここには頼りになるあの黒髪の少年はいない。アーデルハイトを救えるのは、自分しかいないのだ。

			　でも、どうやって。

			　そんなこと無理だ。いや、それじゃ駄目だ。

			　次々と浮かび上がる弱気な考えを打ち払う。方法など考えるな。する前に諦(あきら)めるな。早く、早く動かなければ、アーデルハイトが。

			「アーデルハイト様……大好きだ……」

			　自分を奮い立たせるように呟(つぶや)いた。アーデルハイトの美しい肌にごつくて穢(けが)らわしい手が触れたのは、その直後。

			　ブロッドの視界は、雪のように真っ白になった。

			　ぐちゃっ。

			　果物が潰れたような音が、アーデルハイトを犯そうとしていた漆(しつ)黒(こく)の魔手たちの手を止めた。

			　見ればオーガを拘(こう)束(そく)していたはずの男らの顔面が血まみれになり、鼻が陥(かん)没(ぼつ)してしまっていた。

			　そして、両手を血で染めたオーガが憤(ふん)怒(ぬ)の面持ちで立っている。

			「ぐ、が、が……」

			　唸り声を上げるブロッドの全身の筋肉がみるみるうちに隆(りゆう)起(き)していく。鋭い牙(きば)が生え、眼球の白眼の部分が血色に染まる。

			　明らかに、先ほどまでのオーガではない。

			「やべえ！　さっさと殺さねえと……！」

			　焦(あせ)りの色を浮かべた男の一人が、ナイフを携えてブロッドへと突進していく。

			「があああああああっ!!」

			　ブロッドは自分へ迫ってきた男の頭を鷲(わし)掴(づか)みにすると、そのまま壁に向かって勢いよく投げ放った。壁が砕け、瓦(が)礫(れき)に飛び散る大量の血液。

			　投げられた男は、白目を剥(む)いてピクリともしない。その様を見ていた他の仲間が愕(がく)然(ぜん)とする。

			「だから言ったんだ……俺は遊ばないですぐに殺したほうがいいって……」

			　震える声でそう言ったのは、ブロッドをここまで運んできたメンバーの一人。ブロッドの異変に気付き、退避して無傷でいられたのも早い段階で警戒していたからだった。

			「オーガを本気で怒らせたら洒落(しやれ)にならねえって……！」

		

	
		
			　

			少年と友達

			　

			　ブロッドは顔面を潰されて失神する男が腰に差していたナイフを手に取った。銀色に輝く美しい刃。確実に獲物を傷付けるための武器。

			　それをダーツのように前方へと投げ放つ。狙った先はアーデルハイトを囲んでいた男の一人。刃が右肩に命中し、血(ち)飛沫(しぶき)が上がった。

			「ぐっ……！」

			　激痛に呻(うめ)きながらナイフを抜こうとするが、そんな余裕はなかった。ブロッドが凄まじい咆(ほう)哮(こう)を上げて自分たちへと突進してきたのだ。

			「あああああああああっ!!」

			　背筋が震えるほどの殺気。今、ここで殺さなければ、こちらがあのオーガに殺される。漆(しつ)黒(こく)の魔手の面々も一斉に武器を構え、ブロッドへと襲いかかる。

			　そんな中、ただ一人だけがアーデルハイトを担ぎ、後ろへと退避する。他の男とは違い、彼だけは余裕めいた笑みを浮かべている。

			　その異質さをアーデルハイトは不気味だと思った。

			　複数に囲まれながらも、圧倒的な力を見せ付けるように戦うオーガを爛(らん)々(らん)とした目で見詰めている。刃を叩き割り、魔法を発動させようとすれば詠(えい)唱(しよう)を終える前に殴り飛ばす凶暴さから目を逸らそうともしない。

			　男は懐から指輪を取り出して、それを右手の中指に填(は)めた。汚れのないシンプルな金の指輪。そこに刻まれた紋(もん)章(しよう)を見たアーデルハイトは息を飲んだ。

			「なぜ、その指輪を……!?」

			　愕(がく)然(ぜん)とするアーデルハイトに、男が口元に笑みを張り付ける。

			「今回、あんたの誘(ゆう)拐(かい)に協力してくれた連中からの貰いもんだよ」

			　指輪から放出される魔力の波。男の額には緊張で脂汗が浮かぶ。指輪の中には『協力者』たちの魔力が封じられており、有事にはこれを使えと言われていた。

			　あくまでも切り札として温存しておくつもりだったが、あの怒りに任せて暴れ狂うオーガを止めるためには手段を選んでなどいられない。

			　指輪の中の魔力によって魔法を発動させようとする男に、アーデルハイトは倦(けん)怠(たい)感の激しい体で何とか指輪を奪おうとする。どこにそんな力が残っていたのだろう。いきなり動き出したアーデルハイトを、男は舌打ちして床に投げ捨てた。

			「このクソアマッ！」

			「うぐっ……」

			　同時に首輪の能力も発動させる。すると、アーデルハイトは小刻みに痙(けい)攣(れん)したあとに、意識を失った。

			　人質は人質らしくしていればいいのだ。男は苛(いら)立(だ)たしげにアーデルハイトの体を蹴(け)り上げた。結構な力だったものの、顔を苦痛で歪(ゆが)めるだけで目を覚まさない彼女にさらにもう一撃加えようとする。

			　その寸前で、ブロッドが怒りの形相で男へと迫ってきた。

			「があああああああっ!!」

			「く……来るなっ！」

			　男は咄(とつ)嗟(さ)に指輪の魔力を使って自身の周りに結界を張った。

			　突如現れた金色の障壁。

			　破壊しようとブロッドがその結界を殴り付ける。だが、何度殴っても結界は砕けない。

			　逆にブロッドの拳が傷付いていく。皮(ひ)膚(ふ)が裂けて、流れ出した血が結界を汚す。

			「ああああああっ!!」

			　それでもブロッドは怯(ひる)む様子を見せず、殴り続けた。アーデルハイトを取り返すべく、一心不乱になって。

			「すげえ……」

			　自らを守る結界の中で、男は指輪を見下ろして恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべた。オーガの攻撃を何度受けてもヒビ一つ入らない結界など、自分の力だけでは作れなかっただろう。

			　もっと他の魔法を使ってみたい。その欲求に従って、男はブロッドへ右手を突き出した。

			「……串刺しにしてやる」

			　指輪が黄金に輝き、男に魔力を与えていく。何かを感じとったのか、ブロッドの攻撃が止む。

			　しかし、すでに遅かった。ブロッドの背後には無数の氷の棘(とげ)が出現していた。男が狂ったように笑いながら棘(とげ)に命じる。

			「ひゃははははは！　殺せ殺せ!!　そいつをぶっ刺して殺しちまええええええ!!」

			　そして、次々とブロッドの全身に突き刺さった美しい氷の棘(とげ)は、噴き出した鮮(せん)血(けつ)によって赤く染まっていった……。

			　

			『では、そのブロッドというオーガはアーデルハイトを助けに、たった一人で漆(しつ)黒(こく)の魔手のアジトへ……!?』

			　フリッグの驚(きよう)愕(がく)と困惑が入り混じった声。

			『はい。多少時間がかかりましたけど、空間に開けられた穴の復元に成功しました。私たちも今から穴の向こうへ向かいます』

			　ヘリオドールの緊張を滲(にじ)ませた声。

			『問題はブロッドだね。大臣様は生かされているだろうけど、彼は正直どうなっているか分からない……』

			　オボロの硬く張り詰めた声。

			　通信器具から聞こえてくる彼らの会話に、ティターニアは助けを求めるように総(そう)司(じ)を見た。

			「ソウジ様！　アーデルハイト様とブロッド様が……」

			「大変なことになっているみたいですね」

			「わ、私、どうしたら……」

			　他のチームたちは休憩を終えて再び走り出している。その中でティターニアは一歩も動けず、ずっと通信器具を見詰めていた。

			　この国の大臣でもあり、姉のような存在のアーデルハイトと、大切な友人のブロッドが命の危険に晒(さら)されている。

			　先ほど、総(そう)司(じ)に虫を飲ませようとした女の憎悪に満ちた顔を思い出す。漆(しつ)黒(こく)の魔手は皆ティターニアを強く憎んでいる。

			　今回の事件が起きたのは自分のせいかもしれない。脳裏をそんな推測が掠(かす)め、ティターニアはぶるりと体を震わせた。

			（私、強くなった気でいた……でも、そんなことありませんでしたわ……）

			　何も知らずにレースに参加していた。そんな浅はかで無力な自分に、ティターニアの水色の瞳(ひとみ)からは涙が流れた。

			　白い頬を伝う一筋。それを総(そう)司(じ)がハンカチで優しく掬(すく)い取った。

			「泣かないでください。ティアさんは何も悪くないんですから」

			「でも、私のせいで！」

			「アーデルハイト様が誘(ゆう)拐(かい)されたのがどうしてティアさんのせいになるんですか」

			　不思議そうに尋ねてくる総(そう)司(じ)に、ティターニアはじんと胸の奥が温かくなるのを感じた。今にも壊れそうだった心が、総(そう)司(じ)の静かな声を聞くだけで癒(い)えていく。

			　今度は安(あん)堵(ど)による涙をはらはらと流すティターニアに、再びハンカチでそれらを拭(ぬぐ)いながら総(そう)司(じ)は続けた。

			「悪いのはアーデルハイト様を誘(ゆう)拐(かい)した人たちで、ティアさんは関係ありません。アーデルハイト様だってそう思ってくれてますよ、きっと」

			「ソウジ様」

			　総(そう)司(じ)の言葉はありきたりなものだ。それでも、弱りきっていたティターニアを鼓(こ)舞(ぶ)するには十分だった。

			　涙で揺らめいていたアクアマリンの瞳(ひとみ)に光が戻っていく。一国の姫らしく凛(りん)とした表情でフレイヤ城を見据え、ティターニアは口を開いた。

			「……ソウジ様、レースのこと頼みましたわ」

			「はい？」

			「私、二人を助けにいってきますわ！」

			　その言葉に総(そう)司(じ)の黒い双(そう)眸(ぼう)が大きく見開かれる。そんな反応も予想済みだったのか、ティターニアは強気な笑みで握り拳を作った。

			「やっぱりこんなことになったのは私が原因だと思いますわ。……だからこそ、私が二人を助け出さなければいけないと思うのです」

			「ティアさん……」

			「ソウジ様は危険なので残っていてください。大丈夫、二人とも連れ帰ってきますわ！」

			　満面の笑みを浮かべ、レースから抜け出そうとするティターニア。そんな彼女の手を背後から掴む者。それは総(そう)司(じ)だった。

			「ティアさん、僕もいきます」

			「ソウジ様……？」

			「僕の問題でもあります。ブロッド君は僕の友達なんですから」

			　こんな状況だというのに総(そう)司(じ)の声はひどく穏やかで静かだった。だが、その声からは彼がどれほどブロッドを大切にしているのかが伝わってくる。

			　友人を救いたいという少年の強い意志を感じ取ったティターニアは、何も言わず、笑顔で頷いた。

			「チェケラッチョ!!」

			　そんな二人を呼び止めたのはアブドゥルだ。サングラスを外し、夜明け前の空を思わせる瑠(る)璃(り)色の双(そう)眸(ぼう)で彼らを見詰めていた。

			「今、オ城ニイッテモ、アナタタチ通シテモラエナイ。穴ヲ使ワズニ直接行クノガイイデス」

			「直接って……私たちアジトの場所なんて分かりませんわ」

			「簡単簡単。ハイエルフトオーガノ気配辿(たど)ッタラスグ見付カリマシタ。……あとはそこまで僕があなたたちを案内しますから。ね？」

			　アブドゥルの低い声が美しく柔らかな青年の声に変化する。怪(け)訝(げん)そうな表情でティターニアはアブドゥル――いや、別の何かに思わず後退りした。

			　怖いとは感じない。しかし、不用意に彼に近付いてはいけない。そんな気がした。

			「あなた……誰？」

			「フッフッフ。サア、ツイテキナサイ！」

			「テケリ・リ！」

			　ティターニアの問いに答えは現れなかった。

			　声が元に戻ったアブドゥルがショゴスを連れ、手招きしながらどこかへ走り出す。信じていいのだろうか。混乱しつつティターニアは隣の少年へ視線を向けた。

			　くらり、と。総(そう)司(じ)の体が大きくふらついた。倒れそうになった総(そう)司(じ)をティターニアが慌てて支える。

			「ソウジ様!?」

			「すみません。……何だか、あの人の声を聞いたら頭が痛くなって」

			　そう言いながら総(そう)司(じ)はこめかみを指で何度も擦る。その指はわずかに震えていた。

			　

			　フレイヤ城の中でも長年使用されていなかった空き部屋。その奥ではぽっかりと空間に黒い穴が生じていた。監禁されていた兵士たちの証言を聞いて復元したものだった。

			　ヘリオドールは穴に向かって杖(つえ)を突き付けながら、オボロに話しかけた。

			「オボロ、それ兵士が填(は)めさせられてた首輪じゃない。気味が悪いから早く捨ててよ」

			「……気になるんだよ」

			「はあ？」

			　首輪の効能は恐ろしいが、一度外してしまえばただのガラクタとなる。だが、オボロはその首輪を険しい表情で見詰めていた。

			「ヘリオドールはこの首輪を作ったのは誰だと思う？」

			「そりゃ……漆(しつ)黒(こく)の魔手じゃないの？」

			「でも、これは多分、相当腕の立つ魔術師じゃないと作れない代物だ。漆(しつ)黒(こく)の魔手はバイドンを除けば、魔術師なんて雑(ざ)魚(こ)ばかりなんだよ」

			　苦々しく語るオボロに、ヘリオドールも青年が何を言おうとしているか悟り、顔色を変える。

			　――漆(しつ)黒(こく)の魔手には、協力者がいる。

			「考えてみればバイドンがいなくなったあとの漆(しつ)黒(こく)の魔手には、ほとんど力が残っていなかったはずなんだ。にもかかわらず、急に動き回るようになった……奴らに手を貸している誰かは首輪を授けただけじゃない。以前から資金も出していたんじゃないかな」

			　オボロの推測にヘリオドールだけでなく、その場にいた兵士たちもざわめき始める。

			　そして、ヘリオドールの脳裏にはアーデルハイトの姿が浮かんだ。

			「まさか……その協力者の狙いは、アーデルハイト様？」

			「……それもどうかな」

			　国の重要人物の身柄を欲しがる者は山ほどいるだろう。組織の崩壊の一因となったティターニアを憎む漆(しつ)黒(こく)の魔手の心理を利用し、アーデルハイトの誘(ゆう)拐(かい)を促(うなが)したとしてもおかしくはない。

			　だが、オボロはどこか引っかかりを覚えていた。

			「ヘリオドール……君はこの計画が稚(ち)拙(せつ)すぎると思わない？」

			　オボロは空間の穴を強く睨み付けた。

			「僕がその協力者だったら、挑発するためにこんなところに穴なんて作るような頭の悪い連中を頼りになんてしないね。崩れかかっていた犯罪組織を立て直す金を使って、もっと有能な連中を雇いたいものだよ」

			「そういえば……」

			　ヘリオドールも穴へと視線を向ける。穴を蘇(よみがえ)らせるなんて予想外だったのかもしれない。だが、フレイヤは魔法に長(た)けたエルフやハイエルフが住まう国だ。それを念頭に置かなかったのだろうか。

			　数秒間思案してから、ヘリオドールはあまり気にしていなかった違和感を口にした。

			「この穴も復元しやすかったわ」

			「しやすかった？」

			　空間にわずかに残った魔法による歪(ゆが)みを探し出し、再生させる作業にはフレイヤの魔術師とともにヘリオドールも参加した。そんな彼女だからこそ、気付けた不審な点があった。

			「転移魔法っていうのはかなり上級者向けの魔法なの。別の空間同士を接続させるなんて簡単なことじゃない。だから、これを使えるってことはかなり腕のある魔術師よ」

			「つまり？」

			「……そんな奴が空間に歪(ゆが)みを残すような失敗をするとは思えないの。私たちを挑発してわざとやった……っていうのはあるかもしれないけど」

			　下手をしたら計画そのものが破(は)綻(たん)しかねない。そこまでやる必要はない気がした。

			　単に転移魔法の経験がなく失敗しただけではないのか。オボロはそう思ったのだが、少しだけ発想を切り替えてみることにした。

			　わざと転移魔法を復元しやすくしたことに、挑発以外に理由があるか。アジトに誘(おび)き寄せて始末するにしても、メリットがないように感じられる。

			「……捕まっても構わないってことか？」

			　ぼんやりとしながら呟(つぶや)いたオボロに、ヘリオドールは「それ、あるかも」と声を上げた。

			「最初から誘(ゆう)拐(かい)が成功しても失敗してもいいって思って……ううん、逆に捕まったほうが好都合だとしたら……」

			「どこに行くの、ティターニア!?」

			　ヘリオドールの声を遮(さえぎ)るように、廊下からフリッグの声が聞こえた。ヘリオドールとオボロは顔を見合わせて、部屋から飛び出した。

			　フリッグは兵士に囲まれた状態で、水晶玉を両手に抱えながら覗いていた。アーデルハイトの身を案じつつ、娘の様子をずっと窺(うかが)っていたらしい。

			「フリッグ様、ティターニア様がどうしたんですか!?」

			　まさか、彼女の身にもと、ヘリオドールが血相を変える。フリッグは混乱した様子で水晶玉をヘリオドールに覗き込ませた。

			「あの子まだレース中なのに……」

			　ティターニアが総(そう)司(じ)とともにコースから外れ、人混みの中へ消えていく。オボロは呆れた表情で口を開いた。

			「まさかとは思うけど、誘(ゆう)拐(かい)のことを知って助けにいくつもりじゃないよね……？」

			「助けにいくって……どうやってよ」

			　二人は城とは逆方向に爆走していた。今のところ、転移魔法を使う以外にアジトに向かう方法はないはずなのに。

			　独自に場所を突き止めたのだろうか。水晶玉の中の二人を注意深く見ていたヘリオドールはあることに気付く。

			　総(そう)司(じ)たちの前をあの半裸の男が先導している。隣には妙なスライムが男に寄り添うようにいた。

			　男の首がくるり、と動く。男の瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)と視線が合う。男の口が何か言葉を紡(つむ)いだ。

			　こんにちは。聞き覚えのない青年の声が、ヘリオドールの鼓膜を緩やかに刺激した。

			「……ヘリオドール？」

			　急に表情を凍り付かせた魔女をオボロが訝(いぶか)しそうに呼ぶ。彼女の杖(つえ)が白い煙に包まれ、箒(ほうき)となった。

			「私……総(そう)司(じ)君たちのところに行ってくる！」

			「え……えぇ!?　今からアジトへ行くのに何言ってるんだよ、君は！」

			「向こうにはティターニア姫様がいるでしょ！　レースから抜けた以上、誰かが見張ってないと！」

			　叫びながら箒(ほうき)に跨(また)がり、廊下の向こうへと飛んでいくヘリオドールを追いかける間もなかった。どんどんと小さくなっていく紫色のローブに、オボロは諦(あきら)めたようにため息をついた。

			　彼女の言い分も間違ってはいない。一人ぐらいいなくても何とかなるだろう。オボロは部屋の中に戻る。

			　ヘリオドールの瞳(ひとみ)に、怯(おび)えの色が宿っていることには気付かずに。

			　

			（何なのよ、あの男……）

			　ヘリオドールはバルコニーから外に飛び出した。レースも佳(か)境(きよう)ということもあって、城下町は人々で埋め尽(つ)くされている。総(そう)司(じ)たちが向かったのは、人気の少ない路地だ。

			　ティターニアの名前を出しておきながら、ヘリオドールの脳裏によぎるのは、あの半裸の男のことだった。男の瑠(る)璃(り)色の目は確かにヘリオドールを見ていた。彼は自分たちが見られていることに気付いていたのだ。

			　男からは邪悪な気配はまったく感じられなかった。ただ、見えぬ正体に寒気を感じた。

			（総(そう)司(じ)君……）

			　男の後を追いかける総(そう)司(じ)を見て、ヘリオドールはこう思ったのだ。

			　どこにも行かないで、と。

			　

			「本当にこっちで合ってますの!?」

			「イエーーーイ！　オーケィオーケィ!!」

			　ティターニアの呼びかけにアブドゥルが陽気に答える。ティターニアが彼に対して芽生えた疑念はまだ晴れていないものの、今頼りにできるのはアブドゥルだけだ。それに総(そう)司(じ)が召(しよう)喚(かん)したのだから、悪人ではないだろうと信じることにした。

			　その総(そう)司(じ)はと言えば、先ほどから何度も自分の頭を擦っている。頭痛が治まらないようだ。顔には出していないが、不調を訴える様子にティターニアは表情を曇らせた。

			「ソウジ様、大丈夫ですの？　無理しないで……」

			「そこまで酷(ひど)くはないので気にしないでください。でも、僕って偏頭痛持ちじゃなかったはずなんですけどね……」

			「ソレ、多分私ノセイデース!!」

			　悪びれることなくアブドゥルが叫ぶ。ティターニアがどういうことかと問い詰めるより先に、先頭を走っていた変質者の足が止まった。

			　そこは路地裏への入口だった。周囲にも人影がない。

			　しかし、アジトらしき怪しい建物はどこにも見当たらない。どこを見ても民家ばかりだ。人がいないのも、単に皆レースを見にいっているから。

			　ティターニアは頬を膨(ふく)らませた。

			「こらー！　ちゃんとアジトの場所を教えるのですわ！」

			「ダカラ、ココヨ、ココ」

			　アブドゥルはそう言って、隣でぐねぐね動いていたショゴスに何やら話しかけた。それは呪文のように聞こえたが、ハイエルフで多くの魔導書を読んできたティターニアですら理解できない言語だった。

			「テケリ・リ！」

			　ショゴスが大きく痙(けい)攣(れん)を始める。粘液のような体はぶるぶる震えながら縮み、細長い棒状のものへと変化していく。その先端には白くて太い毛糸にも似た物体が無数についている。

			　総(そう)司(じ)が「おや」、と少し驚いた声を上げた。

			「これ、モップですか。ずいぶんと殴……掃除しやすいデザインですね」

			「『総(そう)司(じ)』君ナラダイジョブダト思ウケド、一応ネ！　護身用ヨ！」

			　モップを受け取りながら総(そう)司(じ)は、モップとアブドゥルを交互に見た。

			「……アブドゥルさんって僕が間違えて召(しよう)喚(かん)してしまったんですよね？」

			「イエース」

			「どうしてここまでしてくれるんですか？　どこにでもあるような本屋の店主さんが、ただの客の僕に……」

			　総(そう)司(じ)の質問はいろいろとずれていた。

			　アブドゥルはそんな少年の問いかけに、にんまりと笑みを浮かべて何もない空間を人差し指で引っ掻くような仕草をした。

			　その瞬間、硝子(がらす)が砕けるような音とともに、周囲の景色が崩壊した。見ていたものすべてが破片となって空間から剥がれ落ちていく。

			　そして、偽りの風景に隠されていたのは、一軒の何の変哲もない屋敷。だが、外からでも感じられる異様な魔力に、ティターニアは顔色を変えた。

			「アブドゥル様、どういうことですの？」

			「空間魔法ってとこです」

			　アブドゥルの声がまた若い青年のものに変化した。

			「さっきまで見ていた光景は魔法で作った偽物。いっやあ、すごいなあ。こんなすごい魔法を使えるなんて僕びっくりしちゃいました。これだけの使い手があーんな盗(とう)賊(ぞく)の中にいるなんて考えられないなあ」

			「え？　それって……」

			「ホラ、早ク迎エイッタイッタ！」

			　アブドゥル、いや『誰か』は首を傾げるティターニアの背中を押して促(うなが)した。まだ聞きたいことはあったが、今はブロッドとアーデルハイトだ。ティターニアは後ろ髪を引かれる思いで、屋敷の入口に向かった。

			　総(そう)司(じ)もモップを手に、ティターニアの後を追いかける。

			『誰か』を一(いち)瞥(べつ)してから。

			　

			　自分は化け物でも相手にしているのだろうか。男は込み上げる恐怖で奥歯をカタカタと鳴らし、目の前にいる『それ』を見た。

			『それ』は最初見た時は見かけ倒しにもほどがある気弱なオーガにすぎなかった。しかし、凌(りよう)辱(じよく)を受けるアーデルハイトを見た途端、豹(ひよう)変(へん)した。

			　オーガとは獣人ともエルフとも違う種族で、一度憤(ふん)怒(ぬ)させてしまえば周囲の者たちをすべて殺し尽(つ)くすまで怒りの炎が消えることはない。アーデルハイトは、あのオーガが狂気に染まる引き金だったのだ。

			　だが、男が今怯(おび)えているのは彼ら種族の獰(どう)猛(もう)な性質に対してではない。

			「どうしてまだ生きてんだよ……？」

			　氷の棘(とげ)で全身を串刺しにした。灼(しやく)熱(ねつ)の炎で全身を焼いた。今も不気味な紫色の蔓(つる)を体に纏(まと)わり付かせ、その棘(とげ)で皮(ひ)膚(ふ)を破り、猛毒を注入している。

			　なのに、崩れ落ちることなく、殺気を孕(はら)んだ眼で睨み付けることを止めない。こちらが圧倒的有利のはずなのに、恐怖と焦(あせ)りは膨(ふく)れ上がるばかり。

			「アーデル……ハイ……さ、ま……」

			　血の滴る唇から漏れ出すブロッドの声に、男はついに一歩後ろに退いてしまった。先ほどまでの余裕は完全に失われていた。

			　ブロッドの体力はもうほとんど残っていない。体の至るところに穴が空き、そこからは絶えず鮮(せん)血(けつ)が流れ続ける。肌は焼け爛(ただ)れて激痛に苛(さいな)まれている。毒は一分も経たないうちに全身に回り、強烈な嘔(おう)吐(と)感、酩(めい)酊(てい)感が襲い、頭は割れるように痛い。

			　それでも、ここで倒れるわけにはいかない。ブロッドは弱々しい呼吸を繰り返し、男の傍(かたわ)らに横たわる美しいハイエルフへ視線を向けた。彼女が男たちに襲われる光景を目にした直後に飛んだ意識は、傷付くにつれて徐々に戻ってきた。気が狂いそうな痛みが皮肉にも思考を冴(さ)えさせてくれる。

			（きっと……誰かがこの場所を見付け出してくれるはずだ……）

			　咳き込むと、どす黒い血が足元をべちゃっと汚した。もうここから一歩も動けない。自分にはこの男を倒すことはできないだろうとブロッドは悟っていた。

			　だからといって何もせず、倒れるわけにはいかないのだ。

			（その誰かが来るまでオラは……）

			　足止め。それが、今ブロッドができる唯一のこと。その後、アーデルハイトが助かるのなら自分はどうなってもいい。そんな考えすら浮かぶ。ブロッドは不思議な気分に浸っていた。

			　いつも怖い思いばかりをしていた。ウルドにやってきたティターニアを漆(しつ)黒(こく)の魔手の追っ手から救い出したのは総(そう)司(じ)で、ブロッドは何もできずにいた。総(そう)司(じ)とは闇(やみ)夜(よ)の館にも行き、そこでも一人で幼子のように泣きじゃくるばかりだった。

			（そんなオラが……好きな人のために……ここまで頑張っているだ……）

			　自分の手で守りきることは叶いそうにないが、これで少しは総(そう)司(じ)に近付けたのではないだろうか……。

			　総(そう)司(じ)はティターニアとともにレースに優勝すると言った。自分のために。あの二人なら本当にやってくれそうな気がする。

			（でも、優勝しても多分オラはアーデルハイト様に告白できないだ……ソウジ君……ティターニア姫様……ごめんなさいだ……）

			　異世界の人間と、異国の姫君。そんな彼らと自分が釣り合う存在だなんてとても思わない。

			　だが、ブロッドにとって二人は紛れもない友人だった。大切な友人の思いを無下にすることを許して欲しかった。

			「な、何で死なねえんだよ、クソオーガ……！」

			　最期の覚悟を決めたブロッドの一方で、男は金色の指輪を押さえながら震えていた。どうせオーガに追いかける気力はない。今すぐアーデルハイトを連れて逃げてしまえばいい。

			　そう思っているのに、男の足もまたブロッドと同じく地面に縫い付けられたように動かない。

			　違うのはブロッドは愛する女性のため。男は純粋な恐怖から。

			　もし逃げた時に追いかけてきたらどうする？

			　そんな可能性がないとも言い切れない。

			　だったらやることは一つ。ブロッドを完全に殺すしかない。

			　もう一度指輪の力を借りて魔法を使おうとした、その時だった。奥の部屋から白いフードを深く被った人物がぬっと姿を現した。表情は窺(うかが)えないものの、密かに様子を見ていたのか、その者がこの異様な状況に驚く様子はなかった。

			「おや……たった一匹のオーガ如きにずいぶんと苦労されているようで」

			　魔法で声帯を変化させているようだ。男か女かも分からない不気味な声が男を貶(けな)した。

			　男は白フードの者に対して怒りを向けることはできなかった。この人物こそが漆(しつ)黒(こく)の魔手に資金を与え、再生の手助けをしてくれた『協力者』の使者なのだから。

			　だが、怒りは完全に押し潰せず、男が盛大に舌を打つ。白フードの者は煽(あお)られず、それどころか嘲(ちよう)笑(しよう)の声を上げた。その雪のように白い布の奥には、さぞや愉しげな笑みがあるだろう。

			「くそっ！　あんたも見てたんなら、あのオーガを殺すのを手伝えよ！」

			「手伝え？　私たちはあなた方が今回の計画をスムーズに進められるように道具を授けたではありませんか。あれと……それを」

			　白フードの者が枯れ枝のような指で差したのは、アーデルハイトの首に填(は)められた首輪と男に絶大な魔力を注ぐ黄金の指輪だった。

			「それに城とこのアジトを繋げる転送魔法を用意したのも私。ここまでしておいて、まだ何かさせようと？」

			「う……うるさい！　俺はまだあんたらが漆(しつ)黒(こく)の魔手にアーデルハイトを誘(ゆう)拐(かい)するように依頼した理由を聞いてねえぞ！」

			「どうでしたかな？」

			　白フードの者はしゃがみこむと、アーデルハイトの頬を指先でそっと撫(な)でた。その何でもないような仕草に、男は得体の知れない不快感を覚える。

			　崩壊しかけた漆(しつ)黒(こく)の魔手に救いを差し伸べたのは、白フードの者の背後にいる『存在』だった。かつてのリーダーであるバイドンを尊敬していた男から見ても、今の漆(しつ)黒(こく)の魔手には何の力もない。そんな残党どもに大金を注ぎ込んだ彼らは、それと引き換えにアーデルハイトの誘(ゆう)拐(かい)を要求したのだ。その狙いと目的は明かさずに。

			　これにはメンバーたちも困惑した。もしかしたら自分たちを一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にする罠(わな)ではないのかと疑いの声を上げる者もいた。

			　だが、協力者たちが持ちかけてきた話にはまだ続きがあった。アーデルハイトを誘(ゆう)拐(かい)すれば、ユグドラシル城に囚(とら)われているバイドンをも助け出すと案を出されたのだ。

			「俺たちはあんたらを信用してはいる。ここまでしてくれたんだ、今さら俺たちを売る気がないのは分かってる」

			「それは嬉しいお言葉ですね。ならば、何の疑問を抱かずに働いてもらいたいものですがねえ」

			「でもよ、せめて俺らに、バイドン様を助けてくれようとしている理由だけでも教えてくれ。こんなことをしているのがバレたら、どうなるか分かってんだろ？　特にフレイヤにバレたら、あんたらの国は……」

			「お喋(しやべ)りはそこまでです。まずはあのオーガを殺しておきましょう」

			　白フードの者がもはや虫の息のブロッドを指差す。指の先に現れたのは、炎の力で生み出された円弧状の刃。大きさはそれほどでもない。

			　しかし、これで十分だった。

			「いくら貫(つらぬ)いても、いくら焼いても、いくら蝕(むしば)んでも死なないなら、首を切り落としてしまえば良いのですよ」

			　ブロッドの意識は消えようとしていた。こちらへ向かってくる炎がやけにゆっくりに見える。禍(まが)々(まが)しいまでに紅い炎。あんなものが最期に見るものだと思うと、ほんの少し寂(さび)しい。

			　視覚さえ機能しなくなったようだ。やがて視界は黒く染まっていった。

			「……………？」

			　違う。まだブロッドの両目は光を失っていない。

			　突然現れた黒の正体は、ブロッドを守るように炎の刃の前に立ちはだかった少年だった。見慣れた黒髪と黒服。血で汚れたブロッドの口元が安(あん)堵(ど)で緩む。

			　瀕(ひん)死(し)のオーガの首を刈り取るはずだった紅き刃。それは少年が持つモップの柄によっていとも簡単に弾かれ、消滅したのだった。

			「……僕の大切な友達をいじめないでください」

			　直後、ブロッドはいつもよりも低い彼の声を聞きながら瞼(まぶた)を閉じた。

			　怒り、焦(あせ)り、恐れ……。消えていく炎の刃を見詰め、様々な感情によって男の顔は歪(ゆが)められた。

			　深(しん)淵(えん)の闇(やみ)を思わせる黒い瞳(ひとみ)と髪。忘れられるはずもない。以前、ウルドでバイドンと戦った少年だ。あの時、男は遠巻きから主が少年に呆気なく倒される光景を黙って見ていることしかできなかった。

			　本当はバイドンが倒された後で他の仲間とともに飛び出していきたかった。しかし、男には分かっていたのだ。自分がバイドンとティターニアを奪い返そうとしても無駄だと。二人の奪取を諦(あきら)めて撤退するしかなかった。

			　多くの苦労を経て漆(しつ)黒(こく)の魔手はあと少しで全盛期の勢いを取り戻そうとしている。バイドンも帰ってくる。何もかもが上手くいく。

			　そのはずなのに、まだ邪魔をするというのか。男は右の拳を床に叩き付けた。

			「いい加減にしろよ！」

			　男の足元から床を突き破り、無数の紫色の蔦(つた)が現れる。ブロッドに猛毒を注入した蔦(つた)と同じタイプの木属性の魔法だ。

			　じわじわと苦しみながら死ね。そんな術者の憎悪を込めた蔦(つた)たちが総(そう)司(じ)へと延ばされた。

			「あなたがブロッド君をこんなふうにしたんですか」

			　淡々とした抑(よく)揚(よう)のない声。総(そう)司(じ)は何の変哲もないモップを振り上げると、次々と蔦(つた)を切断していった。毒々しい色の体液を垂らしながら、蔦(つた)が力なく床に落ちる。蔦(つた)の硬さは鉄と同じ。あんな木の枝のように細い棒で切れるはずがない。

			　男は次に氷の棘(とげ)たちを生み出し一斉に放ったが、それもモップで一本一本弾かれてしまう。オーガとは明らかに違う異質な強さ。自慢の魔法があっさりと看(かん)破(ぱ)されていく焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆られ、男は唸り声を上げた。

			「うぅ……！」

			「おやおや、あれはウルドの役所にいる異世界の少年ではありませんか。素晴らしい力だ……」

			「呑(のん)気(き)なことを言ってんじゃねえっ!!」

			　朗らかに笑う白フードの言葉に、男は頭に血が一気に昇った。奴はこの状況が分かっているのだろうか。オーガには多くの仲間を倒されてしまい、少年には指輪の力で発動させた魔法も効かない。

			　こうしている間にも援軍がやってくるかもしれない。こんなところで止まっている場合ではないのだ。男の悲願である漆(しつ)黒(こく)の魔手の完全復活まで、あともう少しだというのに。

			「ちくしょおおおおおおお!!」

			　男の心を具現化したような激しい火柱が現れる。魔力をろくにコントロールもせずに生み出したそれは天井を焼き、室内には焦(こ)げた匂いが蔓(まん)延(えん)する。

			　男の額には汗の珠(たま)がいくつも浮かんでいる。確かに強力な魔法の『主な』燃料は指輪だが、多少は男自身の魔力も使われてはいるのだ。何度も魔法を連発していれば疲(ひ)弊(へい)するのは当然のこと。

			　しかも、総(そう)司(じ)に魔法が通用しない苛(いら)立(だ)ちからか、この火柱を生むのにかなりの魔力を注いでしまった。もう次は撃てないだろう。白フードの者もそれには気付いていたが、あえて手は出さない。

			　これでいい。これで計画が最良のルートに進む。

			「はは……あははははは！　さすがにこんなにデカい炎なら、そんなほっそい棒じゃ消せねえだろ!?　避けれるもんなら避けて見やがれ!!」

			　迫る火柱。男の言葉の通りに総(そう)司(じ)は素早く避けようとしたようだが、その足を止めてしまう。漆(しつ)黒(こく)の眼差しは眼前にある炎の柱ではなく、背後にいる立ったまま意識を手離したブロッドに向けられていた。

			　疲労で蒼(そう)白(はく)になりつつも男は醜(しゆう)悪(あく)な笑みを見せる。これが狙いだった。アーデルハイトの救出よりも友人であるオーガを優先した少年。簡単にオーガを見捨てることはできないと読んだ。

			　動きが止まった時にできる一瞬の隙。そのわずか数秒が命取りとなる。仲間を捨てられない甘さのせいで少年は焼け死ぬ。男はその光景を想像し、酔いしれた。

			　が、酔いは一瞬で冷める。男は忘れていたのだ。総(そう)司(じ)がここに来る直前まではレースに参加していたことを。総(そう)司(じ)が誰とレースで走っていたかを。その人物が突如総(そう)司(じ)とブロッドの背後に現れたと同時に、彼はようやく思い出す。

			「よくもブロッド様とアーデルハイト様を……許せませんわ……」

			　その人物の真上の天井には大穴が空いている。上の階から騒ぎに気付いて天井を突き破って降ってきたようだ。とんでもない怪力である。

			　だが、彼女が持っているのは怪力だけではない。頭部から生えた触角と背中の蜻蛉(とんぼ)羽。それは魔法に長(た)けた種族、ハイエルフであることを示していた。

			　ハイエルフの姫、ティターニアの両手に集まる膨(ぼう)大(だい)な魔力。それは黄金の指輪に匹敵、いや、それをも凌(りよう)駕(が)するほどだった。

			　可(か)憐(れん)で美しい顔を鬼のように歪(ゆが)ませ、ティターニアが叫ぶ。

			「おんどりゃあああああああああああああ!!」

			　ティターニアが生み出したのは清らかな水による津波。総(そう)司(じ)とブロッドを喰らう寸前だった火柱を一瞬で飲み込んだ。

			　勢いそのままに自分たちへやってくる波に男は表情を引き攣(つ)らせる。こちらにはアーデルハイトがいる。そのことを忘れているのだろうかと思いきや、地面に横たわっていた彼女の姿はなくなっていた。

			　どこに。周囲を見回せば、アーデルハイトはいつの間にか総(そう)司(じ)の傍(かたわ)らにいた。閉ざされていた瞳(ひとみ)はうっすらと開かれ、皮肉げに笑っていた。

			　負けた。男が無意識にそう呟(つぶや)いた瞬間、彼の体は水に飲み込まれ壁に叩き付けられた。凄まじい衝(しよう)撃(げき)を受け、津波が消失しても身動きが取れず苦(く)悶(もん)の表情の男に接近する足音。

			　総(そう)司(じ)が感情のない瞳(ひとみ)で男を見下ろし、一歩一歩近付いていった。死にたくない。男は必死に作り笑いを濡れた顔に貼り付け、黄金の指輪を外した。

			「ほ、ほら、この指輪やるよ。すげえ魔法がたくさん使えるんだぜ」

			「僕、魔法使えないから欲しくないです」

			「だったらアジトにある金と宝を全部くれてやるっ。当分遊んで暮らせる量だ！」

			「そんなにたくさんお金も欲しくないです」

			　漆(しつ)黒(こく)の双(そう)眸(ぼう)は男を哀れんでいるようにも、蔑(さげす)んでいるようにも見えた。だが、男にとってはどちらでもいい。どうすれば殺されずに済むか。ブロッドとの戦いから蓄積されていった恐怖がすべての術(すべ)をなくして破裂したのだ。

			　あまりの変(へん)貌(ぼう)ぶりにアーデルハイトは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せる。そして、力尽(つ)きたように倒れたブロッドにそっと寄り添った。アーデルハイト自身も顔色が死人のように青く、体もふらついている。衣服も破り捨てられ全裸に近い状態の彼女に、姪(めい)が心配そうに駆け寄った。

			「アーデルハイト様、具合は大丈夫ですの!?」

			「妾(わらわ)は、な……首輪に吸われたはずの魔力が少しずつじゃが、戻っておる……」

			　アーデルハイトは男を助けることもなく傍(ぼう)観(かん)する白フードの者に目を細めた。意識が戻ったのは総(そう)司(じ)が現れた頃。全身から血を流したまま動かないブロッドに気付くと、首輪から奪われていた魔力が体内に戻り始めた。

			　白フードの者の唇が何やら詠(えい)唱(しよう)を行い、首輪の力を操作しているようだった。なぜ、と考えたが、動くのなら今だとアーデルハイトは男に気付かれぬよう総(そう)司(じ)の下へ逃げた。

			「あの者はおそらく漆(しつ)黒(こく)の魔手ではない。かと言って、こちらの味方でもなさそうじゃが」

			「味方でないなら敵ですわ！」

			「ふふ、面白い姫ですね。これは将来が楽しみです。……アーデルハイト様、こちらでも着ておいてくださいな。いつまでもそんな格好でいるわけにはいかないでしょう？」

			　白フードの者は嘲(ちよう)笑(しよう)気味な笑い声を発し、姿を隠していたフードをアーデルハイトに投げ付けた。

			　直後、その正体を見せることなく、白フードの者は消えていた。

			「に、逃がしてしまいましたわ……！」

			「落ち着け、ティターニア。今はあやつに構っている暇(ひま)はないぞ。このオーガを癒(いや)さねば……」

			　残されたフードの袖(そで)に腕を通しながら、アーデルハイトは戻ったばかりの魔力でブロッドに治(ち)癒(ゆ)魔法を唱えた。ティターニアも同じように魔法をかける。

			　ブロッドの体へ温かな白い光の粒が降り注ぐ。だが、氷の棘(とげ)による穴も火傷(やけど)も癒(い)える気配は一向にない。それどころか、ますます出血が増える。血と肉の焦(こ)げた臭いを嗅ぎながら、アーデルハイトは唇を噛む。

			　ブロッドの体に絡み付く紫の蔦(つた)。これに含まれている毒の作用で治(ち)癒(ゆ)魔法の効果を反転させ、ブロッドの体を苛(さいな)んでいるのだ。

			「ブロッド様……！」

			　傷を治すどころか痛め付けてしまった。ティターニアはアクアマリンの瞳(ひとみ)に涙を浮かべた。アーデルハイトも項(うな)垂(だ)れたまま、何の言葉を発しようとしない。

			　二人の様子を見た男は溜(りゆう)飲(いん)が下がった思いだった。何もかもがぶち壊しになってしまったが、彼女たちの心を強く抉(えぐ)り、ずたずたに引き裂くことはできた。

			　ざまあみろ。男はその場に座り込みながらも、侮(ぶ)蔑(べつ)と愉悦を込めて叫ぼうとした。

			　しかし、かつん、と総(そう)司(じ)がモップの先端で壁を軽く叩き、口を開いた。

			「謝ってください」

			　それは、謝罪の要求だった。だが、何に対してなのかが分からない。

			　何も言えず、困惑の表情で見上げる男に、総(そう)司(じ)はもう一度同じことを繰り返した。かつん、と壁を叩いて「謝ってください」と。

			　ティターニアとアーデルハイトのいる位置からは総(そう)司(じ)の顔は見えない。しかし、少年をずっと見上げていた男の顔は、みるみるうちに強(こわ)張(ば)る。全身を震わせ、何とか声を発した。

			「もうしわけ……ありません、でした……」

			　とその時、その贖(しよく)罪(ざい)の言葉が合図だったかのように、ティターニアが破壊した天井の穴から、山吹色の光球が室内にやってきた。そして光球は、一匹の栗色の毛並みの兎(うさぎ)に姿を変え、総(そう)司(じ)の頭に着地した。

			『別(べつ)嬪(ぴん)にばかりちやほやされて顔色一つ変えないお主でも、そんな顔をするのか。マフユが見たら悲しみそうだ』

			「その声はもしかして……」

			『久しぶりだな、黒髪の少年。また人参でも食わせてくれないか』

			　そこにいたのは妖精霊の町パラケルススの主であり、エルフから神と崇(あが)められる存在――エリクシアだった。

		

	
		
			　

			少年と手紙

			　

			「何ですの？　このあんまり可愛(かわい)くない兎(うさぎ)は……」

			　総(そう)司(じ)の頭の上に乗った栗色の兎(うさぎ)に、ティターニアは首を傾げる。彼女は、兎(うさぎ)は兎(うさぎ)でも垂れ耳派で、ぴんと天に向かって生えた耳は射程範囲外だった。喋(しやべ)るということは、ただの兎(うさぎ)ではなさそうだが……。

			　とりあえず総(そう)司(じ)に危害を加える前に離したほうが良さそうだろう。そう考えていると、アーデルハイトが呆然としているのが分かった。視線はまっすぐ兎(うさぎ)へ向けられている。

			「な、なぜ、あの方がアスガルドにおるのじゃ……」

			「アーデルハイト様のお知り合いですの？」

			「こ、このうつけが！　あの方はハイエルフとエルフの神であるエリクシア様じゃ!!」

			　珍しく声を荒らげた叔(お)母(ば)に、姪(めい)は自分たちにとってあまりにも偉大すぎる存在らしい兎(うさぎ)を数秒間見詰めた。見詰めた後に、絶望に満ちた表情で口元を両手で押さえた。

			「垂れ耳じゃありませんわ……！」

			「だから何だと言うのじゃ!?　そちにとって重要なのはそこか!?」

			「私の愛読する魔導書に載っているエリクシア様は愛らしい垂れ耳の白兎(うさぎ)でしたわ！」

			　レースで優勝して実際に会えたら、好きなだけ撫(な)でるつもりだったのだ。本の絵とは異なる実物に、ティターニアは大いにがっかりした。

			　だが、彼女よりもがっかりしたのはエリクシアだった。神だということを誇示するつもりはさらさらないが、こんな反応をされてしまうと虚(むな)しさというものを覚えてしまう。

			　この姫は将来大物になるな、とぼんやり思いつつ、総(そう)司(じ)の頭の上から降りてブロッドの下へ向かう。アーデルハイトが我に返ったように膝をつき、頭を下げた。こちらとは十年前、一度だけ会っていたが、ちゃんと記憶に残っていたようだ。

			「姪(めい)のご無礼、お許しください……」

			『構わないさ。ずいぶんと勇敢な心を持っているようで嬉しいよ。大して世界に干(かん)渉(しよう)することもできない神などに崇(すう)拝(はい)される価値はないさ』

			　寂(さび)しげに呟(つぶや)いたエリクシアが、ブロッドの顔に鼻を近付ける。総(そう)司(じ)は鞄(かばん)の中から人参を取り出し、ふんふんとブロッドの匂いを嗅ぐ栗色の兎(うさぎ)に差し出した。

			「食べるなら、これを食べてください」

			　どうやら、ブロッドが食べられてしまうと勘違いしているようだ。エリクシアはため息をついた。

			　総(そう)司(じ)の手から人参を奪い取り、ポリポリとかじる。不思議とこの少年の用意する人参は甘みが強い。ウトガルドで栽培されている種だからかもしれない。

			『私が来たのは、あの真っ白いのに頼まれたからだ』

			　エリクシアから翼が出現し、頭に銀色に輝く王(おう)冠(かん)が載せられた。
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			　ブロッドの体が目(ま)映(ばゆ)い光に包まれる。冷えた心と体を暖めてくれる陽光のような、眩(まぶ)しくもあり、安心感を与える光だった。

			　光はブロッドに劇的な変化をもたらした。治(ち)癒(ゆ)魔法を受け付けることのなかった傷が塞がっていく。火傷(やけど)も消えて巻き付いていた蔦(つた)が痙(けい)攣(れん)した後に萎(しお)れた。

			　毒と出血のせいで悪かった血色も回復していった。ハイエルフの治(ち)癒(ゆ)魔法をも拒絶した猛毒も、エリクシアの力には敵わなかった。

			「んん……？　オラ……どうしただ……？」

			　やがて、静かに開かれた瞼(まぶた)と戸惑うような声に、ティターニアの瞳(ひとみ)からは大粒の涙が次から次へと零れた。

			「ブロッド様ぁ……！　良かったですわ!!」

			「ひ、姫様!?　どうし……おうっ!?」

			　勢い良く抱き着いてきたティターニアに、ブロッドは何とか状況を把握しようと必死になる。アーデルハイトも目覚めているということは、最悪の事態は避けられたのだろう。死んだと思っていた自分がどうして生きているのかは分からないが。

			「ティターニア様とアーデルハイト様が治してくれただ？」

			「いえ、こちらにいるエリクシア様ですわ」

			「え？」

			　ブロッドは不思議そうに声を上げた。ティターニアの視線の先には、誰も、何もいなかった。

			「どこに……いるだ？」

			「ここですわ！」

			　ティターニアがエリクシアを抱き上げて見せつける。

			　だが、ブロッドには彼女が物を抱える仕草をしているようにしか見えない。

			　困惑するティターニアに、エリクシアが宥(なだ)めるように言った。

			『私の姿はエルフや魔力が非常に高い者にしか見えない。仕方ないさ』

			「でも、ソウジ様には見えますわよ」

			『黒髪は……まあ、訳があってな』

			　エリクシアの黒い瞳(ひとみ)の先には、ブロッドと話し込む総(そう)司(じ)がいた。

			「怪(け)我(が)はもう大丈夫ですか？」

			「エリクシア様って人に助けてもらってピンピンしてるだ！　……ボロボロになっちゃってかっこ悪いところを見せちゃったけど」

			　苦笑するブロッドに、総(そう)司(じ)が何でもないような表情で言う。

			「とってもかっこよかったですよ、ブロッド君」

			「そ、そうだ？　うへへ……」

			　褒(ほ)められた。総(そう)司(じ)に褒(ほ)められた。嬉しさのあまり、緩んでいくブロッドの顔。

			　すると、慌てた様子でティターニアが総(そう)司(じ)に掴みかかった。ブロッドが羨(うらや)ましく見えたのか、自分も褒(ほ)めろと言うように質問攻めを始めた。

			「ソウジ様、私はどうでした!?　炎を消した私の勇姿は、ちゃんと見てくださいました!?」

			「ティアさんはかっこいいというより、綺(き)麗(れい)な人です」

			「嫌ですわー！　ブロッド様ばっかりかっこいいって言ってもらえるなんて狡(ずる)いですわー!!」

			　じたばたと暴れるティターニアをアーデルハイトが後ろから押さえる。情けない、と呟(つぶや)いて。

			　騒がしくなった一同を見回し、エリクシアは再び総(そう)司(じ)の頭へ飛び乗った。着地の瞬間、総(そう)司(じ)の首がグキッと変な音を立ててブロッドを心配させる。

			「ソウジ君、何かヤバい音がしただ……」

			「エリクシア様、僕の頭はクッションじゃありません」

			『まあ、それより聞かせてくれんかの。お主はあやつらをどうすればいいと思う？』

			　あやつら。それは暴走したブロッドに倒された、漆(しつ)黒(こく)の魔手のメンバーたち。皆まだ息はしているものの、放っておけばいずれは死ぬ。

			　自らの所業を思い出しブロッドは俯(うつむ)き、ティターニアは目を吊り上げた。

			「何ですの、エリクシア様？　ブロッド様はアーデルハイト様を守るために……」

			『知っておる。で、私は黒髪がどうして欲しいか聞いておるのだが』

			「……助けてもらえると嬉しいです。もし、死んでしまったらブロッド君が悲しむと思いますから」

			　総(そう)司(じ)の返答に、エリクシアが頷いた。

			　すると、虫の息だった男たちの体も輝きを放ち、ブロッドが与えた傷が癒(い)えていった。その様を見たアーデルハイトは目を見開く。

			　自分に無体を強いた者どもが助かることに関してはいい。心の優しいオーガが人殺しという罪を背負わずに済んだのなら。

			　だが、どうしてエリクシアは彼らに治(ち)癒(ゆ)を施したのか。過去の文献の中にもエリクシアがアスガルドで力を使ったという伝承はない。

			　総(そう)司(じ)が治して欲しいと言った。それだけで神が慈悲の手を差し伸べるなど……。

			『銀髪のハイエルフ、私は深い理由からあの馬鹿どもを治したわけではないぞ』

			　エリクシアは思考の海にいたアーデルハイトに声をかける。

			『私はこの黒髪に以前助けられた礼として力を使っただけだ。……かなり前の話になるがな』

			「僕ですか？」

			　エリクシアの前足で頭を叩かれた総(そう)司(じ)が自分を指差す。そして、そのことを思い出そうとしているのか、無言になる。

			　そのまま三十秒ほど経っても口を開かずにいる少年に、兎(うさぎ)は『思い出す必要はない』と柔らかな口調で言う。その体は徐々に透け始めていた。

			『私はパラケルスス以外の世界には長くはいられない。そろそろ時間が来たようだ』

			　魔王と変(へん)貌(ぼう)し、自身が愛した世界を壊そうとした三界神の一人、レーヴァテインが消滅して『取り決め』は失われた。そのおかげでアスガルドに行き来してそれなりに行動を起こせるようになっていたが、それでも十分ほどが限界だった。

			『あちら』のほうはエリクシアより強い力を持っているおかげか、そんな制約すらないようだが。

			「エリクシア様、僕はあなたに何かをした覚えはないんですけど……」

			　消える寸前のエリクシアに総(そう)司(じ)が尋ねた。それについてはエリクシアが答えることはなかった。

			『黒髪、気を付けろ。アスガルドは滅びに向かって歩き出しているようだ』

			　その代わりに、忠告めいた言葉を告げる。意味深な言葉に総(そう)司(じ)とティターニアは首を傾げ、アーデルハイトの顔は険しくなった。ブロッドは三人の反応に狼狽(うろた)えるばかりだ。

			「お待ちください、エリクシア様。もしや、私の誘(ゆう)拐(かい)も関連して……？」

			『そこまでは分からん。私も世界すべてを見ているわけではないからの。ただ、嫌な感じがする。何が起きてもおかしくはないぞ。だからな、黒髪』

			　最後にエリクシアは総(そう)司(じ)の足に、すり、と顔を擦り付けた後に強い口調で言った。

			『お主は何も変わってくれるなよ。お主だけは昔とまるで変わらないままでいろ』

			「？　はあ……」

			『安心しろ。万が一、黒髪に何か危機が迫った時は、白いのが助けにきてくれるだろう。あれはお主のためなら何でもする変人だからな』

			「あの、全然話が見えないんですけど」

			　一人で勝手に話していく兎(うさぎ)にさすがの総(そう)司(じ)も抗議の声を上げた。だが、エリクシアは相変わらず、肝心なことは一切語ろうとはせず、山吹色に発光すると、光とともにその姿を消してしまった。

			「パラケルススに帰ってしまいましたわね……」

			　最初は微妙だったが、見れば見るほど可愛(かわい)く見えてくる神様だった。ティターニアは消えた光の暖かさを思い出し、微笑(ほほえ)んだ。

			　アーデルハイトは総(そう)司(じ)に駆け寄り、先ほどの会話について問い詰めようとしていた。

			「どういうことじゃ、ソウジ。なぜ、そちがハイエルフでも王族だけが謁(えつ)見(けん)を許されるエリクシア様と知り合いなのじゃ!?」

			「一度、パラケルススに行った時にお会いして、人参はあげましたけど……」

			「に、人参を与えた程度で礼として治(ち)癒(ゆ)魔法を施すかの……？」

			　アーデルハイトが脱力していると、天井の穴から若い青年の声が響いた。全員の視線が集中するそこから、狐の獣人の青年が降ってきた。

			　青年は総(そう)司(じ)とティターニアを見るなり、仰天した。

			「ソウジ!?　姫様も何でここにいるの!?」

			「ブロッド君を助けにきました」

			「遅いですわよ！　ソウジ様と私がいなかったらどうなっていたことか！」

			　頬を膨(ふく)らませて抗議するティターニア。反論できず、オボロは忌(いま)々(いま)しそうに吐き捨てた。

			「悪かったね！　こっちだって思ったより中が広くてここを見付けるのに時間がかかったんだよ！」

			「……そういえば私もソウジ様と屋敷に入った時に分かれてアーデルハイト様たちを捜(さが)しましたけれど、ソウジ様は先に着いてましたわ。よく見付けられましたわね。私もちょうど真上の部屋にいなかったら気付きませんでしたわ……」

			「勘です」

			「勘って君ね……」

			「ソウジ様はやっぱりすごいですわ」

			　下に降りる手間を省(はぶ)くために天井を破壊してショートカットした姫もすごい。

			　とりあえずあちこちでのびている男たち――漆(しつ)黒(こく)の魔手を連行しよう。そう思ったオボロは、はっと総(そう)司(じ)とティターニアとブロッドの三人を見た。

			「君たち……レースは……？」

			　引き攣(つ)った笑みを浮かべたオボロの質問に、総(そう)司(じ)とティターニアは顔を見合わせた。

			「「あっ」」

			　同時に出された間抜けな声に、その場の空気が凍結した。

			　

			　総(そう)司(じ)とティターニアが抜けた後のレースは混戦を極めた。休憩所を抜けた先には、コース前半とは比較にならない強(きよう)靭(じん)な魔物ばかりが用意されていた。罠(わな)も落とし穴を飛び越えて数歩目のところにまた別の穴が控えているなど、巧妙さが増していた。

			　休憩所で体力を回復した参加者たちだったが、皆が皆、次々に脱落していった。そんな中、レース終盤に待ち受ける黒色の毛並みを持つ獅子の魔物、素早い動きと岩石をも容易(たやす)く噛み砕くボスを倒し、ゴールに辿り着いた者はただ一人。

			　暗(くら)闇(やみ)を燦(さん)然(ぜん)と照らす太陽の光を思わせる黄金の瞳(ひとみ)。見る者に冷たい印象を与える菫(すみれ)色のローブ。他の参加者たちを容(よう)赦(しや)なく薙(な)ぎ倒した黒獅子に、次々と撃ち込まれる強力な魔法。

			　その光景に、観客は皆、見(み)惚(と)れた。

			　そして黒獅子の息の根を止めると、熱狂的な歓声を注がれながら、見事ゴールを果たしたのは――。

			「あっはははははは!!　馬鹿じゃないの!?　君が優勝しちゃってどうすんのさ!!」

			　目に涙を浮かべ、腹を抱えて笑い続けるオボロ。ぽかん、と口を開いたまま固まるティターニアとブロッド。「おめでとうございます」と抑(よく)揚(よう)のない声で言いながら、パチパチと小さな拍手を送る総(そう)司(じ)。

			　それぞれ異なる反応を見せられ、今年のエリクシア祭レースの優勝者――ヘリオドールは、顔と耳を真っ赤に染めてぷるぷると震えていた。何がどうしてこうなったか。それはヘリオドールがコースから外れてどこかへ走り出した総(そう)司(じ)たちを追いかけていったところから始まる。

			　コースの中では、今レース最強とされていた黒獅子に参加者全員がやられるという事態が発生していた。参加者が全員脱落して優勝者不在と虚(むな)しい結果となることは決して珍しいことではない。それほど、このレースは過酷だからだ。

			　ところが、あるアクシデントが起こってしまった。参加者がいなくなった場合、残された魔物は運営陣や城から出動した兵士たちで倒すことになっている。

			　しかし、やってきた兵士の数が少なかった。アーデルハイトの誘(ゆう)拐(かい)騒動で、兵士たちがそちらに駆り出されたからだった。さらに運営陣の中に漆(しつ)黒(こく)の魔手が混じっていた事実も、混乱を生じさせた。

			　結局、体制が崩れたまま『後片付け』が始まったのだが。

			　箒(ほうき)に乗って町外れに向かい飛んでいたヘリオドールを呼び止めたのは、運営陣の一人だ。ヘリオドールを魔物討(とう)伐(ばつ)のために城からわざわざやってきた者だと勘違いしたのだ。

			　早く総(そう)司(じ)を追いかけたい。そう思ったのだが、魔物を必要以上に長く放置すれば、観客を守る結界を壊して襲いかかる可能性もある。

			　運営陣に半泣きで縋(すが)り付かれ、ヘリオドールは彼らに協力することにした。

			　さっさと倒す。その一心でヘリオドールは魔法をとにかく撃ちまくり、魔物を次々と片付けていった。

			　鬼気迫る表情で流れ作業の如く魔物を始末するピンク髪の魔女に、レースが終わり帰ろうとしていた観客は魅了された。

			　そして、黒獅子を空から振り落とした紫電で倒した瞬間、観客の誰かが疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)のヘリオドールに叫んだ。早くゴールに走れ、と。

			　つられるように周りからも飛び出すゴールのコール。わけも分からずヘリオドールはとりあえず走ることにした。

			　そして数分後、参加者でもないのにゴールを果たすという、史上稀(まれ)に見るレース結果となった。

			　アジトから出てコースに戻ってきた総(そう)司(じ)たちと、ティターニアの護(ご)衛(えい)として同行したオボロは、まさかの優勝者に困惑した。で、経緯を聞いてオボロは笑いの坩堝(るつぼ)に落とされた。
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			　いつまでも笑い続ける狐に、ヘリオドールもついに堪忍袋の緒が切れて、オボロを杖(つえ)で殴り付ける。ガゴンッと鈍い音と、頭部を殴られたオボロの形相を見たブロッドが、怯(おび)えて体を跳ね上げた。

			　先ほどとは違う理由から涙目のオボロが、痛む頭を押さえて呻(うめ)く。二人の様子を眺め、この殺伐とした空気を換えようと思ったのか、総(そう)司(じ)がヘリオドールに尋ねる。

			「ヘリオドールさんは優勝した人にしかもらえないって言うエリクシア様の加護はもらえたんですか？」

			「うーん、もらったことはもらったんだけど……」

			　とりあえずその場の勢いだけで優勝してしまったヘリオドールだったが、一応エリクシアの加護とやらはいただく形となった。

			　しかし、懐を探るヘリオドールの表情はどこか微妙だ。

			　それもそのはず。懐から取り出されたのは、掌(てのひら)サイズの栗色の毛玉だったからだ。こんなのを運営陣から「おめでとうございます」と言われて渡されたのである。

			　ただのゴミにしか見えないこれをどうしろってんだよ。今のヘリオドールの心境はそんな感じだった。魔女に同情してかオボロとブロッドは何も言おうとしない。

			　何かを察したように視線を合わせたのは、総(そう)司(じ)とティターニアだった。

			「あれは……もしかしなくてもエリクシア様の毛ですかね？」

			「私も優勝の景品は初めて見ますわ……なんというかめっちゃショボいですわね」

			「しっ。神様の一部をショボいって言っちゃ駄目ですよ、ティアさん」

			　総(そう)司(じ)がティターニアの口を塞ごうとするも、ティターニアは心底残念そうにしながら続けた。

			「だって、毎年優勝者は皆『素晴らしい加護を手に入れた。これでこの先、大きな幸福がやってくる』って嬉しがってましたのよ？　それが蓋(ふた)を開けたら毛玉なんてしょっぱい物だったなんて、想像もしてませんでしたわ……」

			　エリクシアを信仰するハイエルフの姫にあるまじき問題発言に、ヘリオドールとオボロの顔が引き攣(つ)った。見た目とは裏腹に、何と苛烈でパンチの効いた性格なことか。

			　栄光を手に入れたのにこの湿った雰囲気、どうしてくれよう。

			　しかし険悪ではないが、かといって和やかでもない空気を壊してくれたのは、こちらへ駆けてくる運営陣だった。

			　まだ蕾(つぼみ)の状態の花束を大事そうに持っている。ブロッドが「あ」と誰よりも早く反応した。

			　薄桃色の包装紙に守られるように包まれているのは、本物の植物ではなく、渡した相手にどう想われているかで、深紅の花が咲くかどうかが決まる希少な宝石。『愛の薔(ば)薇(ら)』だった。

			　何も知らないヘリオドールに、運営陣がにこやかに説明する。

			「今年は特別にこちらの宝石も優勝者に贈呈されることになっていたんです。ウルドの宝石店から頂いた物です」

			「……ありがたく受け取らせてもらうわね……」

			「そうですわ、ヘリオドール様。受け取れるもんは受け取っておくべきですわ」

			　ヘリオドールの気分は晴れない。毛玉と緑ばかりの花を模した石。どちらも真実を知れば喜ぶだろうが、ティターニアがそれらを教えることはなかった。

			『愛の薔(ば)薇(ら)』について喋(しやべ)ろうとした運営陣にも、「静かに」と口パクで黙らせた。

			　エリクシアについてはアーデルハイトから口止めをされている。

			　ハイエルフとエルフの重要な秘密を他種族に他言するな、と。

			　愛の薔(ば)薇(ら)については……まあ、ちょっとした意地悪みたいなものだ。ヘリオドールのこと。きっと何やかんやで理由を付けて総(そう)司(じ)に渡すだろう。自分が総(そう)司(じ)をどう思っているかなんて言わずに。それが面白くない。

			　宝石に関しては無(む)頓(とん)着(ちやく)なヘリオドールだ。この蕾(つぼみ)が美しい花弁を開かせる方法はきっと知らないはずだ。

			（ヘリオドール様がちゃんとソウジ様に自分の気持ちを伝えられるようになるまではお預けですわ。そしたら、私もあなたをライバルとして認めますわ）

			　ぷっくりと頬を膨(ふく)らませるティターニアに、ヘリオドールが首を傾げる。

			　この花束が欲しかったの？　そんな見当違いな考えをよぎらせて。

			「あの、姫様？　この花束ていうか……草束？　欲しかったらあげるわよ」

			「……それはちゃんとヘリオドール様が持っておくべきですわ。でも、誰にももらったことは話してはいけませんわよ」

			「え、えぇ……？」

			　まさか嫉(しつ)妬(と)されているとは思いもせず、ヘリオドールはぎこちなく頷いた。

			　総(そう)司(じ)がいつの間にかいなくなっていると気付いたのは、その時だった。

			「あれ？　そ……総(そう)司(じ)君？　あの子本当に気配がないわね……」

			「ソウジ君なら人を捜(さが)しにいくって言ってただ」

			　辺りを見回すヘリオドールに、ブロッドが教える。

			「どこ!?　どこに行っちゃったの!?」

			「あ、あっちだ」

			「総(そう)司(じ)君……行かないで……！」

			　ヘリオドールの剣幕にたじろぎながら、ブロッドは先ほど友人が走っていった方角を指差した。ヘリオドールが総(そう)司(じ)の後を追うように走り出す。愛の薔(ば)薇(ら)を持ったまま。ブロッドは興奮気味に残された二人に話しかけた。

			「渡すだ!?　ヘリオドールさん、ソウジ君にあの宝石渡すだ!?」

			「……多分、違うんじゃないかな」

			　オボロが即刻否定した。総(そう)司(じ)が人捜(さが)しにいったと聞いた時の彼女は、何かを恐れるような顔をしていたからだ。

			　ティターニアは、ヘリオドールが何を怖がっているか察していた。

			　自分たちを漆(しつ)黒(こく)の魔手まで連れてきてくれた男。

			（あの人……エリクシア様と同じ感じがしましたわ。でもソウジ様と同じウトガルドの風の匂いも纏(まと)っていた……）

			　彼の優しい声が忘れられない。

			　

			「総(そう)司(じ)君！」

			　総(そう)司(じ)はすぐに見付かった。風船を子供に渡していたピエロに扮したエルフの側にいた。ヘリオドールが名前を呼ぶと総(そう)司(じ)が振り返った。

			「どうしたんですか、ヘリオドールさん？」

			「あんたが急にいなくなるからでしょ!?」

			「このモップを返そうと思っていたんですけど……」

			　右手に白いモップを持った総(そう)司(じ)の左手には、白い封筒があった。ピエロが封筒を見て、不思議そうに言う。

			「それ、白い髪の綺(き)麗(れい)な顔をした男が置いていったんだ。もう少しで白い棒を持った黒髪の男の子が来るから、彼に渡してくれって……詳しく聞こうと思ったら、いなくなっちゃってね」

			「白い？　怪しい色黒マッチョの男じゃなくて!?」

			「そんな怪しい奴からの手紙なんて預からないよ……」

			「そう……ありがとう……」

			　総(そう)司(じ)は封筒を開けて中身を読んでいる最中だった。ヘリオドールも読ませてもらうか迷っていると、少年は手紙をまた折り畳んで封筒にしまった。読みたいと言うタイミングを逃し、せめて内容だけでもと、ヘリオドールは尋ねた。

			「何て書いてあったの？」

			「……要約すると、このモップはあげる、だそうです。すごいですよね、あのショゴス君がこんな形になってしまったんです」

			「総(そう)司(じ)君」

			「何ですか？」

			「……皆の所に戻るわよ」

			　ヘリオドールは言い出せなかった。それ以外にも何か書いてあったんじゃないか、とは。

			　

			　総(そう)司(じ)たちがウルドに帰る時間が近付いていた。すると、あんなにはしゃいでいたティターニアは急に静かになり、役所の皆のために雑貨屋で土産(みやげ)を買っていた総(そう)司(じ)に突然抱き着いた。

			　自国の姫が店にやってきたことだけでも混乱していた雑貨屋の主人は、目の前で繰り広げられるラブコメに慌て出した。

			　半泣きで帰らないでと訴えるティターニアを宥(なだ)めた、というよりは引き剥がしたのはヘリオドールだ。「人前ですよ、ティターニア姫様」と優雅に微笑(ほほえ)むも、黄金の目は笑ってなどいなかった。

			　対するティターニアも屈することなく、不敵に笑う。

			「ソウジ様が帰ってしまうのはつまらないですわ……ソウジ様がフレイヤの国にずっといてくれれば、毎日が幸せですのに」

			「いくら姫様でも人の部下を勝手に引き込もうとするのは許しませんよ」

			　彼女たちから放たれる禍(まが)々(まが)しいオーラに、客たちは見て見ぬ振りをして買い物を続ける。主人は泥沼の女の争いに、おろおろするばかりでまるで役に立たない。

			　もっと役立たずは、二人の争いの種でありながら、猫の置物を眺めている総(そう)司(じ)である。ああなった女たちには関わりたくないと、いち早く総(そう)司(じ)の隣に避難したオボロは、乾いた笑いを浮かべた。

			　普通こういう時、男は二人の女にどっちが好きかと詰問されそうなものだが、そういう気配はない。あくまで矛先はお互いにしか向けられていない。

			　そして、天然なのか色恋沙(ざ)汰(た)には超が付くほど鈍感なのか、総(そう)司(じ)にピリピリとした空気が届くことはなかった。

			　結果として総(そう)司(じ)は、一人で自由に買い物を楽しめるというわけだ。役所の職員のみならず、街の女性からも圧倒的な人気を誇り、彼女たちの雄々しさに日々困っているジークフリートが彼から学ぶことはたくさんあるだろう。

			　いいなあ、とオボロは総(そう)司(じ)に羨(せん)望(ぼう)の念を抱く。別に異性にモテたいわけではなく、その空気の読めなさが欲しいなあ、と思った。

			「これはフィリアさん、これはアイオライトさん……これはリリスさん……」

			「でも、この状況で他の女の子の名前をホイホイ出してたら、いつか刺されるよ、ソウジ……」

			「……ヘリオドールさんとティアさんにも買ってあげたほうがいいんでしょうか。お土産(みやげ)じゃなくて、ただのプレゼントになってしまいますけど」

			「止めはしないけど、ちゃんとランクは同じのにしなよ。どちらかが高くなると、不平等だって冷戦に突入するから」

			　オボロの忠告を知ってか知らずか、総(そう)司(じ)は頷くとぬいぐるみのコーナーを物色し始めた。

			　手に取ったのは愛らしい黒猫のぬいぐるみだった。さすが、女子力の高い男だ。チョイスがいいなとオボロは評価した。

			　黒猫を籠に入れた総(そう)司(じ)の視線があるものに注がれた。壁に飾られた絵画である。

			　鎖(くさり)で岩石に縛り付けられた男が、頭上から滴り落ちる毒々しい液体を浴びて苦(く)悶(もん)の表情を浮かべる、というシチュエーションの絵だった。そのダークさに誰も近付こうとしない。

			　どうしてあんな物を飾ろうと思ったのか、主人に問い質したいところだ。オボロがそう思っていると、総(そう)司(じ)がとんでもないことを仄(ほの)めかした。

			「あれ……いいな……」

			「ランクは同じぐらいのにしろって言ってんじゃん。しかも、あれ非売品らしいから駄目だよ。もう一個もぬいぐるみにしなよ、もー」

			「あ、この猫のぬいぐるみは母への土産(みやげ)です。あれは父へあげたいと思ったんですけど、非売品ですか……」

			「男にぬいぐるみっていうのもどうかと思うけど、それでもあの絵よか全然マシでしょ……あんなのもらったら、悪夢見そうだよ。悪夢でもプレゼントするつもりかい？」

			　他の土産(みやげ)が美しい花の蝋(ろう)燭(そく)、栗鼠(りす)や兎(うさぎ)などの小動物などが描かれた小物入れ、美しい蝶の髪飾りと凝っているだけに、父親へのチョイスが残念すぎる。

			　同じ男であるジークフリートにですら、可愛(かわい)らしい犬の顔のクッションだというのに。

			「……そういえば、ブロッドはどこに行ったの？」

			　ツッコミ役が少ないと思ったら、あのオーガがいないのだ。

			「ブロッド君なら……」

			「お待たせだー！」

			　答えようとした総(そう)司(じ)の声を遮(さえぎ)るように、ブロッドが元気よく来店した。大きな紙袋を抱えているところを見ると、どこかで買い物をしてきたようだ。

			「鑑定課の皆と『妖精の涙』へのお土産(みやげ)だ！　皆食べ物がいいって言ってたから……」

			「そうなんだ……僕はてっきりあの大臣様に告白するつもりだと思ってたんだけどね」

			　意外そうにオボロが言う。自らの危険も顧(かえり)みずに、アーデルハイトを助けるため単身漆(しつ)黒(こく)の魔手のアジトに向かったほどの愛情だ。

			　今、会いにいって気持ちを伝えられなければ、次に再会できるのはいつになるのかも分からないというのに。

			　怖気づいたのか。

			　しかし、ブロッドの表情はどこか明るく、希望に満ちているように見えた。

			「アーデルハイト様が大好きな気持ちは変わっていないだ。でも……もっと強くなってから告白するって決めただ」

			　アーデルハイトのためなら死んだっていい。あの時、ブロッドは確かにそう思っていた。

			　だが、それでは駄目だと気付いた。ティターニアの涙を見て。アーデルハイトが弱った体をおして必死に治(ち)癒(ゆ)を施そうとしてくれたと聞いて。……その話を聞かせてくれた総(そう)司(じ)に「もうあんなことしないでくださいね」と言われて。

			　誰かが助かるなら、命を投げ出してもいい。そんな考えはただの自己満足にすぎない。誰も幸せになどなれない。

			　だから決めた。大切な誰かを自分の手で最後まで守り抜けるほど鍛(きた)える。その上で、自分もちゃんと生き抜いて見せる。一人前の強さを手に入れてから、アーデルハイトに想いを伝える。

			　ほろ苦くもあり、しかし、揺るぎない彼女への想いと友人たちへの想い。

			　ブロッドの言葉を聞いた総(そう)司(じ)の口角が、ほんの少しだけ上がった。いまだにぐちぐちと言い争いをしている美女二人は気付いていないようで、もったいないなと思いつつ、オボロは彼の表情の変化に驚いていた。

			　そして、フレイヤ城の執務室でブロッドの言葉を聞いて微笑(ほほえ)む人物がもう一人。水晶玉を使って彼らを眺めていた、アーデルハイトだった。

			（楽しみにしておるぞ、ブロッド）

			　大臣として公務に当たっている時には決して見せない甘さを含んだ笑みを浮かべる彼女。

			　そしてその足元に、すり寄る暖かな存在。それはティターニアが召(しよう)喚(かん)した黒い子犬だった。本来、レースのために召(しよう)喚(かん)された魔物たちはレースが終わると、自動的に消える。だが、この子犬だけはまだ残ったままだった。姪(めい)も可愛(かわい)がっているようなので、飼うことにした。

			　アーデルハイトが手を伸ばすと、子犬は尻尾(しつぽ)を振って指をぺろぺろと舐めた。

			　血相を変えた兵士がノックもせずに入室してきたのは、子犬を抱き上げようとした時だった。

			「アーデルハイト様、大変です。漆(しつ)黒(こく)の魔手の取り調べで、厄(やつ)介(かい)なことが起こりました」

			「どうした？」

			「実は……」

			　兵士から語られる内容に、アーデルハイトの穏やかだった表情はみるみるうちに硬いものへ変化していく。

			　それは、この誘(ゆう)拐(かい)事件がまだ終わりではないことを示していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　役所に帰ってきた総(そう)司(じ)からフレイヤでの出来事を聞かされ、フィリアは驚きを隠し切れなかった。こちらもジークフリートやアイオライトがユグドラシル城の警備に向かったりして大騒ぎだったが。

			「でも、エリクシア様がいてくれたから何とかなりました」

			「そうだったんですか……」

			「で、これはフィリアさんへのお土産(みやげ)です」

			　そう言って総(そう)司(じ)がフィリアに渡したのは、花びらの形をした白い蝋(ろう)燭(そく)だった。

			「わあ……可愛(かわい)いです」

			「フィリアさんに似合うかなと思いまして」

			「ありがとうございます……さっそく使ってみてもいいですか？」

			　休憩所の窓から見える空は藍(あい)色に染まっている。もう少しで日没、総(そう)司(じ)も帰ってしまう。

			　その前に、と部屋の明かりを消して室内を薄暗くしたフィリアに、総(そう)司(じ)もマッチを出して火を灯そうとする。

			　しかし、それをフィリアが止めて、彼女は人差し指から小さな炎を出した。蝋(ろう)燭(そく)の先に、そっと赤い炎が分け与えられる。

			　果実のような、花のような甘い香りが漂う。それだけではなく、蝋(ろう)燭(そく)も白から青や赤に色が次々と変わっていく。まるでパラケルススのエッダの森で見た木々のようだった。

			「ソウジさん、私、言い忘れたことがあるんです」

			「何ですか？」

			「私をおんぶしてくれたエルフの人は、もしかしたら私の……」

			「私の？」

			「……いいえ、何でもないです」

			　総(そう)司(じ)であっても言ってはいけない気がして、フィリアは言葉をそこで止めた。その思い出は、自分の心の中にある宝箱にしまっておくことにした。

			　だから、代わりに言った。

			「ソウジさん……じゃなくて、ソウジ君」

			　フィリアが総(そう)司(じ)をそうやって呼ぶのは初めてだった。総(そう)司(じ)も驚いたように漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)を見開く。

			「私に素敵な思い出をくれて、ありがとう」

			「え、あ……」

			　総(そう)司(じ)が珍しく言葉を失う。どうしてそこまで、とフィリアは一瞬だけ考えてから急に恥ずかしくなり、休憩所から逃げ出した。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			　数日後、総(そう)司(じ)がいたのは、雑木林の中にある例の本屋だった。そこには相変わらず奇妙な書物と、その辺を歩いていたら職質確定の半裸のマッチョがいた。

			　マッチョの店主のテンションは通常運転だった。つまり、うるさい。

			「私ガ召(しよう)喚(かん)!?　ＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!　何ノ話ＹＯ!!」

			「じゃあ、つまりアブドゥルさんはレースで僕に召(しよう)喚(かん)されていなかったと……」

			「イエース!!　チェケラァ!!」

			「そうでしたか。では、失礼します」

			　総(そう)司(じ)は一礼してから本屋を後にした。本から聞こえてくる謎の呻(うめ)き声を軽くスルーして。きっかり二分後。本屋に入ってきたのは白い髪の美しい青年だった。

			「こんにちはー、アブドゥルさん」

			「ＨＥＹ、マフユ様!!　アナタ、私ノ振リシテ『アスガルド』行ッチャ駄目!!　私怪シイ人ッテ思ワレチャウゥゥゥゥゥゥゥ!!」

			「アブドゥルさんは、いつでもどこでも何してでも怪しく見えるから、心配いりませんよー」

			　胸筋をぴくぴく動かして抗議する自分の部下に、マフユは「あはは」と無邪気に笑ってから、棚から適当に本を一冊抜いた。

			　ページを開くと、血みどろで肉が腐りかけた手が飛び出てきた。

			　顔を抉(えぐ)ろうと襲いかかってきたその指を掴み、マフユは骨をへし折る。

			「デ、ドーデシタ？　久シブリニ彼トスゴシタ感想ハ？」

			「楽しかったに決まってるじゃないですかあ。人間だったりエルフだったりオーガだったり、種族はバラバラなのに、助け合って笑い合って……こっちの世界じゃ同じ人間がくだらない理由ばかりで殺し合いをしてるのに、不思議だね」

			「マフユ様ガ楽シソウナラ私モ嬉シイ、フゥゥゥゥ!!」

			「ありがと、アブドゥルさん。でも、ちょーっと気になることがあるんですよねえ。単に皆と遊びたくて向こうに行っただけなんですけど、嫌なものに気付いちゃって」

			　マフユの色白の顔から笑みが消えた。瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)がうっすらと細められる。

			「アーデルハイトちゃんを誘(ゆう)拐(かい)しかけた一味の中に、妙な魔力を持つ者がいました。そんなはずはないと思ったんですけどねえ……」

			「妙ナ魔力……？」

			「そう。僕が誰よりも優しいと思い、誰よりも愚(おろ)かだと思った『あの子』とよく似た魔力でした」

			　指が様々な方向に曲がってしまった血濡れの手が、ゆっくり本の中へ戻っていく。

			（おそらくは）呪いの魔導書の攻撃を撃退したマフユは、遠くを見据えるような眼差しで、とある人物の名前を囁(ささや)いた。

			「レーヴァテイン……」

			　その時、本屋の扉が開いた。入ってきたのは帰ったはずの総(そう)司(じ)だった。アブドゥルは咄(とつ)嗟(さ)にマフユに目を向けたが、すでに彼の姿はなかった。総(そう)司(じ)がまた訪れるのを分かっていたのかもしれない。

			「ソジ君、ドシタンデスカ？」

			「いえ……そういえば、ずっと借りていたネクロノミコンを返そうと思いまして」

			　オボロやブロッドを狂わせた恐怖の魔導書を鞄(かばん)から出した。

			「翻(ほん)訳(やく)した文章は、また今度持ってきますから」

			「センキュー」

			　アブドゥルがネクロノミコンを受け取る。けれど、総(そう)司(じ)はまだ帰ろうとしない。何かを言いたげに目の前の変態をじっと見ている。

			「……マダ、何カアル？」

			「僕、少し物忘れが激しいみたいで。そういうのを解決する本ってありますか？」

			「チェケラッチョ！　昨日ナニ食ベタカ忘レタトカ、ソンナ感ジ？」

			「そういうわけでは。ただ……」

			「タダ？」

			「とても懐かしい声を聞いた気がするのに、誰の声か忘れてしまっているんです」

			　総(そう)司(じ)は耳に手を当てると、失われた記憶を手繰り寄せるように瞼(まぶた)を閉じた。

			　

			　太陽が地平線の彼方に消え、闇(やみ)が空を、大地を覆(おお)い尽(つ)くす。

			　昔に比べて、ウトガルドもずいぶんと変化したものだ。高層ビルの頂上から見える夜景を見て、マフユはそう思った。街灯やネオンの光によって煌(きら)めく夜の世界はとても美しかった。人工の星々、と言うべきか。

			　それはマフユの好きな景色の一つだった。パラケルススのエッダの森も綺(き)麗(れい)だが、個人的にはこちらのほうが好きだった。自分が統括する世界だからであり、多少の贔(ひい)屓(き)が入っているのかもしれないが。

			「……君もこの景色を気に入ってくれているといいな」

			　冷たい風が、マフユの雪のように白い髪を静かに揺らした。

			「君は覚えてないだろうけど、君は僕にとって初めての、たった一人しかいない友達だったんだよ、総(そう)司(じ)君」

			　マフユは小さく息をつくと、現実から逃れるように、その場にしゃがみ込んで膝を抱えた。

			　それは孤独を必死に耐えようとする、幼子のような姿だった。

		

	
		
			　

			番外編・その頃の魔王様

			　

			　二十年前の戦争の際、魔王が自らの陣地としていた場所がある。

			　そこは〝ラグナロク〟と呼ばれる大陸であり、あらゆる種族から忌(き)避(ひ)の地とされていた。

			　もともと、緑溢れる美しい土地であったが、戦争がすべてを奪っていった。この場所であまりにも多くの命が燃え尽(つ)き、草花もすべて焼き尽(つ)くされた。

			　魔王に忠誠を誓った魔族によって、あらゆる場所に瘴(しよう)気(き)を撒(ま)き散らされた大陸。それは魔族以外には強力な毒であり、大地をも汚す忌まわしきものだった。

			　魔王が倒されたあとも、その爪痕は今でも残されたままだ。強い瘴(しよう)気(き)はラグナロクのあらゆる地帯に残されたままで、焼かれ穢(けが)された大地には、一切の植物が育たなくなった。

			　自らの生まれ故郷を愛する者。他種族からの迫害を恐れる者。様々な理由からラグナロクに留まった魔族もまた、生物だ。食べる物がなければ生きていけない。

			　彼らは屋内や地下に田畑を作り、魔法で成長させていた。瘴(しよう)気(き)に触れてしまわないように、家畜も結界の中で育てる。そんな生活を送り続けていた。

			　壁のように分厚い雲に覆(おお)われた空から、目(ま)映(ばゆ)い光が地上に降り注ぐことはない。戦争後に生まれた子供たちは、あの暖かな太陽の存在すら知らずに生きていた。

			　そして、これからもこの不浄なる大地と運命をともにしていく。そのはずだった。

			「我が右手よ、水から穢(けが)れを。我が左手よ、土から穢(けが)れを吸い取れ」

			　フードで顔を隠した魔術師の男が詠(えい)唱(しよう)を終えた後、周りにいた魔族は感嘆の声を上げた。

			　不純物が混ざり濁っていた川は澄んだ透明な水になり、灰まみれとなり焦(こ)げ臭かった土からは悪臭が消え、草花まで生え始めた。

			「おお……何と美しい光景じゃ」

			　体を震わせていたのは、この村の村長である山羊の角を生やした魔族の老人だ。戦争が起こる前のあの風景が蘇(よみがえ)ろうとしている。

			　他の魔術師たちも同じように水に、土に、浄化の魔法を施し、穢(けが)れを吸い取っていく。

			　辺り一帯に立ち込めていた瘴(しよう)気(き)の濃度も薄くなる。魔族にとって瘴(しよう)気(き)は恐れるものではないが、それが含まれていない空気は、心地よい気持ちにさせてくれた。

			「お主たちには何と礼を言えばよいのか……」

			「礼など必要ありません。これは私たちの成し遂げたかったことなのですから」

			　涙ぐみながら感謝の意を伝える村長に、気恥ずかしそうに微笑(ほほえ)んだのは、川と土を同時に浄化した魔術師だった。額には第三の眼が付いており、全身は青白い鱗(うろこ)に覆(おお)われていた。魔族の男だった。

			　彼だけではない。腕が四本ある男や、巨大な蠍(さそり)の尻尾(しつぽ)を生やした女。魔術師は全員、本来は浄化の魔法を不得意とするはずの魔族だった。

			　彼らは戦後のラグナロクの惨状に絶望し、同族を見捨てて外の世界に旅立った者たちだった。

			　魔王が根城にしていた大陸の出身。外の世界では、それだけで嫌悪感を示す人間もいる。

			　ゆえに出身を隠して生きようとしていた彼らの耳に、ある噂が入った。

			　魔王と名乗る魔族の女が恒(こう)久(きゆう)的(てき)平和を目指そうとしている。

			　その女はかつての魔王に匹敵する力を持ちながら、人間との争いを望まず、それどころか共存の道を歩もうとしている。

			　いまだに人間を下等な種族と見なしている多くの魔族たちにとっては、忌(いま)々(いま)しい話でしかなかった。

			　しかし、彼女に大きな希望を持つ者もいた。

			　憎み、憎まれ、そしてまた憎むという終わりの見えない負の連(れん)鎖(さ)。もしかしたら、その淀(よど)んだ流れを断ち切ることができるかもしれない。

			　災(さい)厄(やく)と魔を撒(ま)き散らす王ではなく、魔族を統べて加護しようとする王の力になりたい。そんな魔族が、少しずつ現れ始めた。

			　そして、その中には迫害を覚悟の上で、エルフの国であるフレイヤやフレイに魔術を学びに向かった者たちもいた。先代の魔王を崇(すう)拝(はい)する同族を滅ぼすためではない。美しかったラグナロクの大地を蘇(よみがえ)らすため、浄化の魔法を会得するためだ。

			　フレイヤは他国、他種族との関わりを一切絶っている国であり、魔族が足を踏み入れようものなら即座に討たれるという物騒な噂もあった。

			　実際、難色を示す者もいたが、フレイヤに住むエルフの魔術師は彼らを受け入れた。その温かな歓迎に魔族たちは戸惑った。今この国は徐々にではあるものの、外の者たちと共存しようという動きになりつつあるということだった。

			　何でも、ティターニア姫がある国を訪問し、その身を狙われそうになった時、一人の人間によって救われたらしい。

			　この出来事がきっかけで、今までどこか陰のあるティターニア姫は明るく活発的な姿を見せるようになり、国民の意識を大きく変えることとなった。

			　魔族たちの故郷を取り戻したいという強く純粋な思いは、エルフたちの心に響き、彼らに多くの魔法の使い方を教えることとなった。

			　そして、その魔法を使用し、ラグナロクの浄化に取り組んでいるのが、この三つ眼の魔術師たちだった。

			「ですが、私たちもただこの村を浄化するために来たのではありません」

			「どういうことじゃ？」

			「浄化魔法は、一時的にしか効果がありません。一週間も経てば、効き目が薄れて再び穢(けが)れが宿ってしまいます。それでは意味がないので、この村の中で魔力が強い人にも魔法を覚えてもらいます。そうして継続的に魔法をかけ続けていれば、やがて大地に妖精霊が戻り、彼らが浄化を行うようになるでしょう」

			「なるほどのう……しかし、そんな偉大な魔法をわしらのために使っていただけるとは……」

			「何を言っている。お前たちは私の大切な民ではないか」

			　その凛(りん)とした女性の声は、村人の背後から聞こえた。

			　そして振り向いた直後、誰もが驚(きよう)愕(がく)した。なぜなら、このラグナロクの中心地に聳(そび)え立つ城、通称『魔王城』の主が、目の前にいたのだから。

			「ま、魔王様……！」

			　紅い髪と瞳(ひとみ)を持った美女であり、新たな魔王であるレイラにざわつく人々。

			「魔王様、どうしてこの地に……」

			　魔術師たちをこの村に向かわせたのはレイラだ。感謝と敬意を込め、皆が魔王に膝をついて頭を下げようとする。それをレイラは制止した。

			「よせ。私はお前たちにそのようなことをさせるために来たわけではない」

			「どういうことでしょうか？」

			「今日は彼らを手伝うためにやってきた」

			　レイラはそう言って、魔術師たちを見た。が、三つ眼の魔族は聞かされていなかったのか、困惑した表情を浮かべた。

			「レ、レイラ様。手伝うとは……」

			「私も浄化魔法を使って、この地を美しくしようと言うのだ」

			「え!?」

			「何だ、その反応は」

			　素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げた三つ眼に、レイラはむっとした表情を浮かべた。

			「私がいては邪魔だというのか？」

			「そのようなことはありません。ですが、これは私たちの役目。レイラ様のお手を煩(わずら)わせるわけには」

			「心配するな。私が好きなことをやるだけだ。何も気にすることはない」

			　そう言ってレイラは両手を大きく広げた。瞬間、彼女から放出される魔力に村人だけではなく、魔術師たちも息を呑んだ。あの先代魔王に勝るとも劣らない強さを持つというレイラ。

			　彼女が披露する魔法に、皆が期待をした。

			「我が右手よ、水から穢(けが)れを。我が左手よ、土から穢(けが)れを吸い取れ」

			　詠(えい)唱(しよう)した直後、川を流れる水の量が増えた。今にも氾(はん)濫(らん)を起こしそうな状況である。

			　地面からもどんどん木が生え始め、どこまでも伸びていく。淀(よど)んだ雲を突きぬける勢いで伸びる。どこまで成長するんだ、どこまでも成長していくさ。

			「魔王様すげえ！」

			「レイラ様すごーい！」

			　呆然とする大人たちの気まずい空気を打ち砕くような、子供たちのはしゃぎ声。しかし自分が引き起こした自然災害に固まるレイラにとって、それは褒(ほ)め言葉なのか否か。

			「レイラ様、やめてください！　あなたは村一つ滅ぼすつもりですか!?」

			　どこからか全力疾走してきたメイド姿の女性が、手から生んだ幾つもの光球を川や木々に向かって投げつける。

			　すると、川は一瞬にして静けさを取り戻し、異常な成長を遂げた木もちょうどいいサイズまで縮んでいった。

			　レイラは力尽(つ)きて、その場に崩れ落ちたメイドを抱き上げた。

			「しっかりしろ、ヘル！　どうしてこんな無茶をしたのだ……！」

			「いや、あなたに任せてたら大災害が起こりますから……」

			　息切れしながらも応える灰色の髪のメイドの名はヘル。見ての通り、レイラの優秀な部下である。

			　そして、罪人の魂(たましい)の行き着く先、死と氷の世界ニヴルヘイムの管理者でもあった。

			　

			「しかし、どうしてお前がこっちに来ているんだ？」

			　騒ぎが落ち着き、再び魔族たちによる浄化作業が始まった頃。

			　レイラは村人から与えられたパンを食べながら、その光景を眺めていた。

			　大して美味(おい)しくはないが、これでも村にとっては貴重な食料だ。感謝の気持ちを持って食べるのが礼儀というものだろう。

			　その隣では同じくパンを齧(かじ)るヘルがいた。ヘルは普段ニヴルヘイムで訪れた魂(たましい)の罪を裁いている。そんな彼女がどうしてラグナロクにいるのだろう。

			　ささやかな疑問に対して、ヘルは面倒臭そうに、ため息をついてから答えた。

			「あなたからこの前のエリクシアとかいう三界神の話を聞かされたので、気になって来てみました」

			「どういうことだ」

			「無駄に優しいレイラ様のことです。改変前の世界で先代のようになってしまっていたことを知って、ショックを受けているのではないかと心配していました」

			　レイラがエリクシアから聞いた話は、ヘルにしか明かしていない。それはレイラよりも遥かに長く生きてきた聡明な魔族、ということだけではなく、それだけ彼女を信頼しているからだ。

			　事実、ヘルはその話を真剣な表情で聞いてくれたし、こうしてレイラの心を心配し、会いにきてくれた。

			「レイラ様がパラケルススに行ったのは、浄化魔法を使えるように、エーテルの粒を授かるためでした。なのに、三界神もどうしてそんな余計なことを聞かせるのか……」

			「いや、余計なことではない。私は聞いてよかったと思っているぞ」

			「自分がとんでもない化け物になった話でも、ですか？　なかったことにされた時間の中の話です。意味などないし、そんな魔王など、レイラ様ではありません」

			　ヘルはどうやら自分を何とか慰(なぐさ)めようとしているようだった。その素直ではない優しさがレイラにとっては嬉しかった。

			　けれど、彼女には言っておかなければならない。そんなものはただの杞(き)憂(ゆう)であると。

			「私は神であっても過ちを犯す存在だと知って、俄(が)然(ぜん)魔王として尽力していきたいと思った」

			「何でまた」

			「レーヴァテインも元はこの世界を愛していたんだ。愛していたがために堕ちて最後は悪鬼に成り果ててしまった。……私はそうならない。決して歪(ゆが)むことなく、レーヴァテインの意思を受け継いでいきたいんだ」

			　ヘルは苦虫を噛み潰したような顔をした。いつも悍(おぞ)ましい犯罪を犯した者たちの魂(たましい)と対面しているせいか、彼女はこういう表情を見せることが多い。レイラも気にしていない。

			「レーヴァテインの意思って……それはまさか魔族以外の民までも救いたい、と思っているんですか？」

			「ふむ、それもありかもしれない！」

			「私もニヴルヘイムでの仕事で忙しいんです。あまり無茶されても私が駆け付けられない場合もありますから」

			「……協力はしてくれるのだな」

			「……ニーズヘッグが逃げ出した時、あなたは私を責めないでくれました。本当なら死罪に匹敵する重罪だったのに」

			　ヘルは頬を赤く染めながら言った。とりあえず、彼女は何があっても、ついてきてくれるようである。それが嬉しくてレイラは満面の笑みを浮かべた。

			「よし、元気が出て力も湧いてきたぞ。今なら浄化魔法も成功するかもしれない」

			「はっ？」

			　何言ってんだ、この人。ヘルはそんな顔をしていた。

			「いくぞ……」

			「ちょ、レイラ様、やめ……よせ、馬鹿王！」

			「大地よ、風よ……その穢(けが)れを我に引き渡せ！」

			　レイラが唱えた浄化魔法の詠(えい)唱(しよう)。それは土だけではなく、空気中に漂う瘴(しよう)気(き)をも瞬時に消し去る高度な魔法だ。

			　それによって、まず手始めに数人が足元から突然生えてきた巨木に吹っ飛ばされて、宙へ投げ飛ばされた。

			「あっ!?」

			　仲間を救出しようとした魔族たちは、大きな地面の揺れに、体のバランスを崩す。

			「ああっ!?」

			　彼らの視線の先では、火山が噴火を起こしていた。遠くでは、竜巻がいくつも発生し、こっちに向かってこようとしていた。

			「ああああ……っ!?」

			　木々の成長も終わりを迎えようとしない。未(み)曾(ぞ)有(う)の大災害である。自然の猛(もう)威(い)になす術(すべ)なく、魔族は皆、恐怖で震えた。

			　だが、彼らに救いの手は無事差し伸べられた。レイラの隣にいたヘルがため息をついたあと、白い光球を放った。

			「鎮まりなさい」

			　ヘルが放ったのは先ほどと同じ、魔法の威力を減少させる魔法であった。光球を受けて木は成長を止め、火山は静けさを取り戻し、竜巻は消えた。

			　それだけではない。周囲に流れていた瘴(しよう)気(き)は一掃され、地面からは草が生えて色とりどりの花が次々と咲き誇る。

			　瞬く間に辺り一面が清らかな風の吹く草原と化した。

			「すごい……私たちではこれほどまでの浄化は不可能だ……！」

			　魔術師は皆、瞳(ひとみ)を輝かせた。だが、当の本人は不安そうに彼らに疑問を投げかけた。

			「しかし、浄化魔法とはこれほど危険なものなのか？　先ほどもそうだったが、明らかに私の浄化魔法は何か違う感じがするぞ」

			　それはこっちの台詞(せりふ)だ、とは全員が思ったことだが、誰も言わなかった。

			　浄化の効果はかなり大きなものだが、そこに行き着くまでの過程があまりにも乱暴すぎる。結果良ければすべて良し、という言葉では、とても片付けられない現実があった。

			　近くにいた魔術師に「こういう魔法なの？」と恐る恐る聞く村人もいた。当然、魔術師の答えはノーである。自分たちがやっても、こんなアグレッシブな惨状は起こらない。

			「レイラ様は魔力が他の魔族に比べてあまりにも強いですからね。しかも、本来魔族は治(ち)癒(ゆ)や浄化魔法と相性が悪いのです。起こるべくして起こった結果でしょう。エーテルを手に入れたところで使用者との相性が悪ければこうなります」

			　困惑する彼らに説明したのはヘルだった。今回のＭＶＰと言っても過言ではない。彼女がいなければ、今頃は大変なことになっていた。

			　一方、危うく大災害を引き起こすところだったレイラは顔色を悪くし、魔族たちに謝り始めた。

			「申しわけない！　こんな大それたことをしてしまって、何と詫(わ)びればよいのか……」

			「お、お気になさらず。私たちも何度も失敗した魔法です。レイラ様もすぐに自在に扱えるようになりますよ！」

			「三度目の正直という言葉もあります。もう一度使って……」

			「駄目です」

			　懸命に主を慰(なぐさ)めようとする魔族たちを、ヘルが止めた。

			「レイラ様にこの魔法を使わせてはいけません。特に居住地域付近では」

			「しかし、ヘル様。レイラ様は浄化そのものには成功していますが……」

			「それは私が威力をコントロールして魔法から攻撃性を奪ったからです。うちの魔王にこの魔法を好き勝手使わせていたら、ラグナロクが沈みます」

			　大陸沈没。もう誰もヘルに反論する者はいなかった。

			　しかし、レイラは諦(あきら)めようとしなかった。

			「ならば、安全に使えるように練習を重ねよう！　私は諦(あきら)めないぞ！」

			「レイラ様……」

			　魔王の名を呟(つぶや)くメイドの表情は、疑心に満ちていた。自他ともにレイラの一番の理解者であると認めているヘルはこの時、心底思った。

			　ろくなことにならないぞ、と。

			「そして、美しい大地が蘇(よみがえ)ったこの地を愛しのソウジに見せるのだ！」

			「だったら、レイラ様は手伝わないほうがいいですよ。本当に……」

			　ヘルは思った。近頃レイラの口からよく出てくる「ソウジ」という名の男も、とんでもない女に惚(ほ)れられたものだと。

			　

			「……くしゅんっ」

			「あら、総(そう)司(じ)君、どうしたの？　風邪？」

			「いえ。誰かに噂されてるのかもしれませんね……」

			　鼻の頭を撫(な)でながら、総(そう)司(じ)は不思議そうに言った。
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